
- 1 -

『

訳

解

笑

林

広

記

』

全

注

釈

（

十

）

川

上

陽

介

（

工

学

部

教

養

教

育

セ

ン

タ

ー

）

序

本
稿
は
、
「
『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈(

一)

」
（
『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
六
巻
、
二
〇
一
六

年
三
月
）
、「
同(

二)

」（
『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
七
巻
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
、「
同(

三)

」（
『
東

ア
ジ
ア
の
古
典
文
学
に
お
け
る
笑
話
』
、
新
葉
館
出
版
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
、「
同
（
四
）
」（
『
富

山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
八
巻
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
、
「
同(

五)

」(

『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第

二
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月)

、
「
同(

六)

」(

『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
三
〇
巻
、
二
〇
二
〇
年

三
月)

、「
同
（
七
）
」（
『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
三
一
巻
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
、「
同
（
八
）
」（
『
富

山
県
立
大
学
紀
要
』
第
三
二
巻
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
、「
同
（
九
）
」（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
笑
話
』
、

文
学
通
信
、
二
〇
二
三
年
四
月
（
予
定
）
）
の
続
稿
で
あ
る
。
前
稿
に
引
き
続
き
、
遠
山
荷
塘
施
訓

と
お
や
ま

か

と
う

『
訳
解
笑
林
広
記
』(

文
政
十
二
年(

一
八
二
九)

刊
、
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
全
三
〇
五
話)

第
一
二
一

話
か
ら
第
一
三
一
話
ま
で
の
原
文
・
書
き
下
し
文
・
日
本
語
訳
・
注
釈
を
掲
載
す
る
。

和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
及
び
中
国
笑
話
関
連
資
料
の
諸
本
、
底
本
、
凡
例
等
に
つ
い
て
は
、

第
一
稿
を
御
参
照
頂
き
た
い
。
『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
所
収
の
論
稿
は
、
す
べ
て
富
山
県
立
大
学

附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
及
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

争
坐
（
座
席
を
争
う
）

そ
う

ざ

121原
文

争
レ

坐

眼
与
二

眉
毛
一

曰
ク

。
我
レ

有
二

許-

多
ノ

用-

處
一

。
你
チ

一
モ

無
レ

所
レ

能
ス
ル

。
反
テ

坐
レ

在
二

我
レ

的
ノ

上-

位
一

。

リ
ヤ
ク
ニ
タ
ツ
コ
ト
ガ
オ
ホ
シ

シ

ロ

ス

ニ

眉
曰
ク

。
我
レ

原
ト

没-

用

。
只
ゝ

是
レ

没
二

我
レ

在
一
レ

上
ニ

。
看
ヨ

你
ハ

還
タ

像
二

個
ノ

人
一

哩
。

ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ス

レ
ハ

ル

ニ
ン
ヤ

ニ

書
き
下
し
文

坐
を

争

ふ

ざ

あ
ら
そ

眼

眉
毛
と
曰
く
。
我

許
多
の
用
処

有
り
。

你

一
も
能
す
る

所

無
し
。

反

て

我
の

上

位

め

ま
ゆ

げ

い
は

わ
れ

あ
ま
た

よ
う
し
よ

あ

な
ん
ぢ

い
つ

よ
く

と
こ
ろ

な

か
へ
つ

わ
れ

じ
や
う

ゐ

に
坐
す
。
眉

曰
く
。
我

原

没
用
。
只
是

我

上
に
在
る
没
れ
ば
。
看
よ

你

は

還

個
の
人

ざ

ま
ゆ

い
は

わ
れ

も
と

ぼ
つ
よ
う

た
だ
こ
れ

わ
れ

う
へ

あ

な
け

み

な
ん
ぢ

ま
た

こ

ひ
と

に
像
ん
や
。

に

現
代
語
訳

眼
が
眉
毛
に
言
っ
た
。

「
私
に
は
、
数
多
く
の
役
に
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
そ
れ
に
引
き
換
え
、
眉
毛
さ
ん
よ
）
お
前

な
ん
か
は
、
一
つ
も
役
に
立
つ
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
私
よ
り
も
上
位
に
居
座
っ
て
い
る

な
ん
て
（
お
か
し
く
は
な
い
か
）
。」

眉
毛
は
言
っ
た
。

「
わ
し
は
な
あ
、
も
と
も
と
役
に
立
つ
と
こ
ろ
な
ど
な
い
さ
。
た
だ
な
、
も
し
も
わ
し
が
上
に
い

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
見
て
み
な
、
（
眉
毛
が
な
く
て
ツ
ル
ツ
ル
の
、
目
玉
だ
け
が
ギ
ロ
ギ
ロ
と
し

た
、
そ
の
）
あ
ん
た
の
顔
、
そ
ん
な
顔
が
（
ま
と
も
な
）
人
間
ら
し
い
顔
に
見
え
ま
す
か
っ
ち
ゅ
う

ね
ん
。」

注
○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
七
丁
裏
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形
体
部

し
ん
せ
ん

（
第
二
九
一
話
、
一
八
丁
表
～
裏
）。
○
眼
与
眉
毛
曰
＝
眼
が
眉
毛
に
言
っ
た
、
と
い
う
意
味
。「
与

［yǔ
］
」
は
、
こ
の
場
合
、
現
代
中
国
語
の
前
置
詞
（
介
詞
）
「
給
［gěi

］
」
と
同
じ
く
「
～
に
（
…

す
る
）
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
～
と
（
一
緒
に
）
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
場
合
で
も
、
古
典
漢
文
の
訓
読
で
は
、
一
般
的
に
「
与
」
を
「
と
」
と
訓
み
な
が
ら
、「
～
に
」

よ

と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
前
の
話
（
第

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 129 -
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一
一
九
話
「
鴿
舌
」
、
巻
上
、
三
七
丁
表
七
行
目
）
に
「
何
ン
ソ

不
下

（
中
略
）
与
レ

我
聴
上

」
と
あ
り
、

こ
う
ぜ
つ

ﾙ

ニ

セ

「
与
」
を
「
に
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
例
外
的
な
訓
読
法
で
あ
り
、
こ
こ
で

よ

は
「
与
」
と
い
う
右
傍
訓
が
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
訓
法
に
従
い
、
訓
読
上
は
「
と
」

ニ

と
訓
み
、
文
脈
上
は
「
に
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
し
て
お
く
。
○
我
有
許
多
用
處
＝
私
（
眼
）
に
は
、

よ

数
多
く
の
役
に
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「
用
處
［yòngchu

］
」
は
「
使
い
道
」
の
意
。

「
使
い
道
が
な
い
」「
役
に
立
た
な
い
」
こ
と
を
「
没
有
用
處
［m

éi
yǒu

yòngchu

］
」「
没
用
［m

éi

yòng

］
」
と
言
う
。「
處
」
は
「
処
」
の
正
字
（
旧
字
体
）
。
左
訓
「
ヤ
ク
ニ
タ
ツ
コ
ト
ガ
オ
ホ
シ
」（
役

に
立
つ
こ
と
が
多
し
）。
○
没
用
［m

éi
yòng

］
＝
役
に
立
た
な
い
。
左
訓
「
ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ス
」（
役

に
立
た
ず
）
。
○
看
你
還
像
個
人
哩
＝
（
眼
の
上
に
眉
毛
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
）
あ
な
た
の
姿
を

見
て
、
人
間
ら
し
い
顔
に
見
え
ま
す
か
。
「
還
（
还
）
［hái

］
」
は
、
「
そ
れ
で
も
、
な
お
」
「
そ
れ
で

も
、
ま
だ
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
（
や
や
口
語
的
な
語
彙
）。
一
般
的
に
、「
ま
だ
」
と
訓
読
す
る
。

「
像
［xiàng

］
」
は
、「
～
の
よ
う
だ
」「
～
に
似
て
い
る
」
意
の
動
詞
（
ま
た
は
接
続
詞
）。
い
ず
れ

の
用
法
も
、
現
代
中
国
語
と
同
じ
。「
個
［ge

］
」
は
、「
一
個
［yí

ge

］
」
の
「
一
」
が
省
略
さ
れ
た

形
（
序
数
表
現
）
。「
一
人
の
（
人
）」
と
い
う
意
味
。「
哩
［li
］
」
は
、
文
末
の
語
気
助
詞
。
白
話
小

説
に
頻
出
す
る
。
現
代
中
国
語
「
呢
［ne

］
」
に
相
当
す
る
。
日
本
語
に
訳
す
こ
と
は
難
し
い
が
、「
～

じ
ゃ
な
い
か
」
「
～
だ
よ
ね
」
と
言
う
と
き
の
語
尾
「
か
」「
よ
ね
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
少
し
似
て
い

る
。

補
注こ

の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』
『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

い
。

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』「
形
体
部
」（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
二
六
話
。「
形
体
部
」

前
半
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
た
「
身
体
的
な
障
害
を
笑
う
話
」
で
は
な
く
、
今
回
は
「
身
体
の
特
定

、
、

部
位
」
を
取
り
上
げ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。
前
話
「
過

橋

嚔
」
は
、
特
殊
な
「
く
し
ゃ
み
セ
ン
サ

か

き
よ
う
て
い

ー
を
も
つ
男
」
（
女
性
に
思
わ
れ
る
と
ク
シ
ャ
ミ
が
出
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
男
）
の
話
で
あ
っ
た

が
、
本
話
「
争
坐
」
は
、「
眼
と
眉
毛
と
い
う
身
体
部
位
」
を
取
り
扱
っ
た
話
で
あ
る
。

そ
う

ざ

そ
の
内
容
は
、
眼
と
眉
毛
が
「
座
席
を
争
う
」
と
い
う
も
の
。
人
間
の
感
覚
器
官
の
中
で
も
極
め

て
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
「
眼
」
（
感
覚
器
官
の
中
枢
）
が
、
何
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い

「
眉
毛
」
の
「
下
座
」
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
抱
き
、
「
眉
毛
」
の
野
郎
に
文
句
を
言
っ

し
も

ざ

た
と
こ
ろ
、
「
眉
毛
」
は
「
で
も
、
眉
毛
が
な
く
て
目
玉
だ
け
だ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
も
う
人

間
の
顔
に
は
見
え
な
い
じ
ゃ
ろ
が
（
宇
宙
人
か
何
か
の
よ
う
な
、
え
げ
つ
な
い
顔
に
な
る
や
ろ
が
）
。
」

と
反
論
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、「
眉
毛
の
な
い
顔
は
、
も
は
や
人
間
の
顔
で
は
な
い
。
」
と
い
う
、

眉
毛
の
放
っ
た
最
後
の
一
言
が
、
な
か
な
か
「
穿
っ
た
」
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。

う
が

「
穿
っ
た
表
現
」
と
は
、
「
言
わ
れ
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い
が
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
も

う
が

っ
と
も
そ
の
通
り
だ
と
思
え
る
表
現
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
「
眉
毛
の
な
い
顔
」
と
言
え
ば
、
平
安
時
代
の
お
公
家
さ
ん
は
、
眉
毛
を
す
べ
て
剃

く

げ

り
落
と
し
、
額
の
か
な
り
上
の
方
に
、
短
い
眉
を
う
っ
す
ら
と
描
い
て
い
た
と
い
う
話
を
思
い
出
す

の
で
は
な
い
か
。
現
代
の
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
、
時
代
劇
な
ど
で
時
折
見
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
お
公
家
く

げ

さ
ん
の
顔
も
、
か
な
り
気
持
ち
の
悪
い
も
の
に
映
る
で
あ
ろ
う
が
、
『
笑
林
広
記
』
所
載
の
こ
の
話

は
、
現
代
日
本
人
の
感
覚
と
同
様
、
清
朝
時
代
の
中
国
人
の
目
に
も
、
「
眉
毛
の
な
い
人
間
の
顔
」

は
、
も
は
や
「
人
間
ら
し
い
」
（
「
像
個
人
」
）
ま
と
も
な
姿
に
は
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示

す
、
貴
重
な
歴
史
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
眉
毛
」
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
と
い
う
発
想
自
体
も
、
奇
抜
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

直

背
（
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
の
後
輩
た
ち
）

ち
よ
く
は
い

122原
文

直
背

一-

瞎-

子
。
一

矮-

子

。
一

㾃-

子
。

吃
レ

酒
ヲ

争
レ

坐
ヲ

。
各
ゝ

曰
ク

。
說
二

淂
ル

大
話
一

的
ハ

便
チ

坐
二

頭
ノ

イ
ツ
ス
ン
バ
フ
シ

セ
ム
シ

ノ
ム
ニ

フ

キ

オ
ホ
ク
チ
ヲ

セ
ン

一
位
一

。
瞎
子
曰
ク

。
我
レ

目
中
ニ

無
レ

人
。
該
二

我
レ

坐
一

。
矮
子
曰
ク

。
我
レ

不
レ

比
二

常
［
長
仝
音
］
人
一

。
該
二

ニ

シ

マ
サ
ニ

ス

セ

ツ
ネ
ナ
ミ
ノ
ヒ
ト
テ
ナ
イ

ニ

シ

ニ

ヘ
シ
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我
レ

坐
一

。
㾃
子
曰
ク

、
不
レ

要
レ

争
フ
コ
ト
ヲ

。
筭
シ-

来
レ
ハ

你
們
ハ

都
ナ

是
レ

直-

背

［
姪
軰
仝
音
］
自-

然
ニ

ス

レ

セ

タ
カ
デ

ソ
チ
ラ
ハ

ミ
ナ

ス
グ
ナ
セ
ナ
カ

ヲ
ヒ
ト
モ
ジ
ヤ

該
二

讓
レ

我
レ
ニ

坐
一

。

ニ

テ

セ
シ
ム

シ

書
き
下
し
文

直

背

ち
よ
く
は
い

一
瞎
子
。
一
矮
子
。
一
㾃
子
。
酒
を
吃
に
坐
を

争

ふ
。

各

曰
く
。
大
話
を
説
き
得
る
も
の
は

い
ち
か
つ

し

い
ち
わ
い

し

い
ち

た

し

さ
け

の
む

ざ

あ
ら
そ

お
の
お
の

い
は

だ
い

わ

と

う

便

ち

頭

の
一
位
に
坐
せ
ん
。
瞎
子

曰
く
。
我

目

中

に

人

無
し
。
該
に

我

坐
す
べ
し
。

す
な
は

か
し
ら

い
ち

ゐ

ざ

か
つ

し

い
は

わ
れ

も
く
ち
ゆ
う

ひ
と

な

ま
さ

わ
れ

ざ

矮
人

曰
く
。
我

常

［

長

と
同
音
］
人
に
比
せ
ず
。
該
に

我

坐
す
べ
し
。
㾃
子

曰
く
、

争

わ
い
じ
ん

い
は

わ
れ

じ
や
う

ち
や
う

ど
う
お
ん

じ
ん

ひ

ま
さ

わ
れ

ざ

た

し

い
は

あ
ら
そ

ふ
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
。
算
し
来
れ
ば

你

們
は

都

是

直

背
［
姪
輩
と
同
音
］
自
然
に

該
に

え
う

さ
ん

き
た

な
ん
ぢ

ら

み
な

こ
れ

ち
よ
く
は
い

て
つ
は
い

ど
う
お
ん

し

ぜ
ん

ま
さ

我
に

譲

て
坐
せ
し
む
べ
し
。

わ
れ

ゆ
づ
つ

ざ

現
代
語
訳

目
の
見
え
な
い
男
と
、
小
人

症

の
男
と
、
背
中
の
曲
が
っ
た
せ
む
し
男
の
三
人
が
、
酒
を
飲
も

こ

び
と
し
よ
う

う
と
し
て
、（
誰
が
上
座
に
座
る
べ
き
か
）
座
席
争
い
を
し
て
い
た
。
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
精
一
杯

か
み

ざ

大
口
を
叩
く
こ
と
の
で
き
た
者
が
上
座
に
座
る
、
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
言
っ

お
お
ぐ
ち

た
た

か
み

ざ

た
。目

の
見
え
な
い
男
は
言
っ
た
。

「
わ
し
は
な
、（
目
が
見
え
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
さ
し
く
）『
眼

中

に
人
無
し
』（
訳
者
注
…
「
極

が
ん
ち
ゆ
う

ひ
と

な

め
て
傲
慢
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
成
語
）
っ
ち
ゅ
う
も
ん
や
。
で
や
。（
こ
ん
な
大
口
を
叩
い
た
）

お
お
ぐ
ち

た
た

わ
し
が
上
座
に
座
る
べ
き
じ
ゃ
ろ
。」

か
み

ざ

小
人

症

の
チ
ビ
は
言
っ
た
。

こ

び
と
し
よ
う

「
わ
し
は
な
、
（
誰
よ
り
も
背
が
低
い
の
だ
か
ら
、
ま
さ
し
く
）
『

長

人
に
比
せ
ず
（
「
背
高
の

ち
よ
う
じ
ん

ひ

せ
い
た
か

っ
ぽ
」
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
）
』
と
い
う
も
ん
じ
ゃ
。
つ
ま
り
、
わ
し
は
『

長

人
＝

常

人

ち
よ
う
じ
ん

じ
よ
う
じ
ん

に
比
せ
ず
』
＝
『
た
だ
者
で
は
な
い
』
と
い
う
こ
と
な
の
じ
ゃ
か
ら
、（
よ
り
大
き
な
口
を
叩
い
た
）

ひ

た
た

わ
し
こ
そ
上
座
に
座
る
べ
き
じ
ゃ
。」

か
み

ざ

【
割
注
】「

長

人
［cháng

rén

］
」（
背
高
の
っ
ぽ
）
は
「

常

人
［cháng

rén

］
」（
凡
人
）

ち
よ
う
じ
ん

せ
い
た
か

じ
よ
う
じ
ん

ぼ
ん
じ
ん

と
同
音
で
あ
る
。

背
中
の
曲
が
っ
た
せ
む
し
男
は
言
っ
た
。

「
上
座
争
い
は
止
め
な
さ
れ
。
考
え
て
み
れ
ば
、
君
た
ち
は
所
詮
、
皆
『

直

背
（
ま
っ
す
ぐ
な

か
み

ざ

し
よ
せ
ん

ち
よ
く
は
い

背
中
の
人
間
）
』
＝
『
姪
輩
（
一
世
代
だ
け
後
輩
の
者
ど
も
）
』
な
の
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
（
一
世
代

て
つ
は
い

ひ
と

せ

だ
い

ひ
と

せ

だ
い

も
年
が
上
の
先
輩
で
あ
る
）
わ
し
に
上
座
に
譲
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
。」

か
み

ざ

【
割
注
】「

直

背
［zhí

bèi

］
」（
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
）
は
「
姪
輩
［zhí

bèi

］
」（
一
世
代
だ

ち
よ
く
は
い

て
つ
は
い

ひ
と

せ

だ
い

け
下
の
後
輩
）
と
同
音
で
あ
る
。

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
七
丁
裏
～
三
八
丁
表
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之

し
ん
せ
ん

四
・
形
体
部
（
第
二
九
二
話
、
一
八
丁
裏
）。
○
直
背
［zhíbèi

］
＝
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
、
と
い
う
意

味
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）

和
刻
本
も
「
直
」
に
作
る
。
「
直
」
は
「
直
」
の
異
体
字
。
な
お
、
現
代
中
国
語
（
簡
体
字
）
で
は

「
直
」
を
使
用
す
る
。
○
瞎
子
［xiāzi

］
＝
目
の
見
え
な
い
人
。
盲
人
。
差
別
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

あ
る
。
日
本
語
の
「
め
く
ら
」
（
放
送
禁
止
用
語
）
に
相
当
。
○
矮
子
［ǎizi

］
＝
チ
ビ
。
身
体
の
小

か
ら
だ

さ
い
人
。
低
身
長
。
小
人

症

（
侏
儒

症

）
の
人
。
や
や
差
別
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
左
訓

こ

び
と
し
よ
う

し
ゆ
じ
ゆ
し
よ
う

「
イ
ツ
ス
ン
バ
ウ
シ
」（
一
寸
法
師
）
。
○
㾃
子
［tuózi

］
＝
佝
僂
病
の
人
。
背
骨
の
湾
曲
し
た
人
。

く

る

ビ
タ
ミ
ン

の
欠
乏
に
よ
る
骨
格
異
常
と
さ
れ
る
。
差
別
語
。
現
代
中
国
語
で
は
「
驼
子
［tuózi

］
」

D

と
表
記
さ
れ
る
。
日
本
語
の
「
せ
む
し
」
に
相
当
。
「
せ
む
し
」
は
「
背
に
虫
が
い
る
」
と
い
う
誤

、

、

信
に
基
づ
く
差
別
語
。
左
訓
「
セ
ム
シ
」。
○
吃
酒
争
坐
［chī

jiǔ
zhēng

zuò

］
＝
酒
を
飲
も
う
と

し
て
、
（
誰
が
上
座
に
座
り
、
誰
が
下
座
に
座
る
べ
き
か
）
座
席
争
い
を
し
た
、
と
い
う
意
味
。
和

か
み

ざ

し
も

ざ

刻
本
は
、
「
吃
」
に
右
傍
訓
「
ノ
ム
」
（
飲
む
）
を
附
す
。
中
国
語
の
話
し
言
葉
で
「
吃
［chī

］
」
と

う
語
は
、
通
常
「
食
べ
る
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
現
代
中
国
語
で
も
「
酒
を
飲
む
」
を
「
吃
酒
」
と
表

、
、

現
す
る
場
合
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
語
で
も
江
戸
時
代
以
前
は
「
酒
を
い
た
だ
く
」
と
い
う
意

味
で
「
酒
を
食
ぶ
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
。
○
大
話
［dà

huà

］
＝
大
き
な
話
。
大
法
螺
。「
法
螺

た

お
お

ぼ

ら

ほ

ら

を
吹
く
」「
大
口
を
叩
く
」
こ
と
を
「
説
大
話
［shuō

dàhuà

］
」
と
言
う
。
左
訓
「
オ
ホ
ク
チ
」（
大

お
お
ぐ
ち

た
た

口
）。
○
目
中
無
人
［m

ù
zhōng

w
ú

rén

］
＝
眼
中
に
人
無
し
（
成
語
）。
極
め
て
尊
大
で
あ
り
、

傲
慢
な
さ
ま
を
言
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
「
め
く
ら
」
は
目
が
見
え
な
い
の
で
、
視
力
の
な
い

「
目
の
中
に
人
が
映
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
表
面
上
の
意
味
で
あ
る
。「
め
く
ら
」
が
「
目
中
無
人
」
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と
い
う
成
語
を
口
に
す
る
と
、
別
の
意
味
に
な
る
と
い
う
洒
落
。
○
該
我
坐
［gāi

w
ǒ

zuò

］
＝
私

し
や

れ

が
（
上
座
に
）
座
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
「
該
［gāi

］
」
は
、
「
道
理
・
人
情
か
ら
見
て
、

か
み

ざ

当
然
…
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
助
動
詞
（
能
願
動
詞
）
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
接
続

詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
和
刻
本
は
、「
ま
さ
に
…
べ
し
」（
再
読
文
字
）
と
訓
ん
で
い
る
。
○
不

よ

比
［bù

bǐ

］
＝
「
…
の
比
で
は
な
い
」「
…
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
。
○
常
［
長

仝
音
］
人
＝
「
常
人
［cháng

rén

］
」
は
「
通
常
の
人
」
と
い
う
意
味
。「
長
人
［cháng

rén

］
」
は

「
背
の
高
い
人
」
「
の
っ
ぽ
」
の
意
。
割
注
［
長
仝
音
］
は
、
「
常
［cháng

］
」
は
「
長
［cháng

」

と
同
じ
発
音
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「
仝
」
は
「
同
」
の
異
体
字
（
古
字
）
。
割
注
に
よ
っ
て
、「
常

人
」
（
通
常
の
人
）
と
「
長
人
」
（
背
の
高
い
人
）
が
掛

詞

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

か
け
こ
と
ば

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
割
注
は
、
中
国
原
本
に
存
す
る
原
注
で
あ
る
。
ま
た
、
「
不
比
常
人
」
は

「
常
人
離
れ
し
て
い
る
」
「
た
だ
者
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
不
比
長
人
」
は
「
背
の
高

い
人
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
（
背
が
低
い
）
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
背
の
低
い
チ

ビ
」
は
「
不
比
長
人
（
背
の
高
い
人
で
な
い
）」
＝
「
不
比
常
人
（
た
だ
者
で
は
な
い
）
」
だ
か
ら
こ

そ
「
上
座
に
座
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
刻
本
は
、「
不
比
常
［
長
仝
音
］
人
」

か
み

ざ

に
、
左
訓
「
ツ
ネ
ナ
ミ
ノ
ヒ
ト
テ
ナ
イ
」（
常
並
の
人
で
な
い
）
を
附
す
。
○
筭
来
［suàn

lái

］
＝

「
計
算
し
て
み
れ
ば
」「
考
え
て
み
れ
ば
」
と
い
う
意
味
。「
筭
」
は
「
算
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
タ

カ
デ
」（
高
で
）
。「
高
で
」
は
「
た
か
だ
か
」「
せ
い
ぜ
い
」
の
意
（
西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』
巻
二
）
。

○
直
背
［
姪
軰
仝
音
］
＝
「
直
背
［zhí

bèi

］
」
は
「
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
背
中
」
の
意
（
前
出
）。

背
中
の
曲
が
っ
た
「
せ
む
し
」
の
対
義
語
。
割
注
［
姪
軰
仝
音
］
は
、
本
文
中
の
語
「
直
背
［zhíbèi

］
」

（
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
背
中
）
が
、「
姪
軰
［zhíbèi

］
」（
一
世
代
だ
け
後
輩
の
者
）
と
同
音
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
。
「
軰
」
は
「
輩
」
の
異
体
字
、「
仝
」
は
「
同
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
こ
の

割
注
も
中
国
原
本
に
存
す
る
原
注
だ
が
、
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆

二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
は
「
姪
背
仝
音
」
に
作
る
（
和
刻
本
は
「
姪
輩
仝
音
」
」
）。

○

た
だ
し
、
こ
の
注
に
関
し
て
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
割
注
「
姪
軰
仝
音
」
の
方
が
、
語
義
を
理
解

と
お
や
ま

か

と
う

○

○

す
る
上
で
分
か
り
や
す
い
。
な
お
、
和
刻
本
は
、「
直
背
」
二
字
に
、
右
傍
訓
「
ス
グ
ナ
セ
ナ
カ
」（
直

ぐ
な
背
中
）、
左
訓
「
ヲ
ヒ
ト
モ
ジ
ヤ
」（
甥
ど
も
じ
や
）
を
附
す
。「
甥
ど
も
」
と
い
う
語
は
、「
兄

弟
姉
妹
の
子
で
あ
る
甥
の
世
代
の
人
た
ち
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
○
自
然
該
讓
我
坐
＝
当
然
の

こ
と
、
私
を
上
座
に
座
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
「
讓
［ràng

］
」
は
、
「
…
に
～
さ
せ

か
み

ざ

る
」
と
い
う
意
味
の
使
役
動
詞
。
文
脈
上
、
こ
こ
は
「
譲
る
」
と
訳
し
て
も
よ
い
。「
讓
」
は
「
譲
」

の
正
字
（
旧
字
体
）。
使
役
動
詞
の
用
法
は
、
現
代
中
国
語
「
让
［ràng

］
」
と
同
じ
。

補
注こ

の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』
『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

い
。

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
二
七
話
。
三
者
三
様

の
「
身
体
に
障
害
を
も
つ
人
」
が
一
堂
に
会
し
、
酒
宴
の
座
席
争
い
を
す
る
と
い
う
も
の
。
登
場
人

物
は
、
「
め
く
ら
」
と
「
小
人
」
と
「
せ
む
し
」
（
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
た
め
、
あ
え
て
差

こ

び
と

別
語
を
使
用
）
の
三
人
で
あ
り
、
そ
の
趣
向
は
、
最
も
尊
大
な
大
口
を
叩
く
こ
と
の
で
き
た
者
が
上
座

お
お
ぐ
ち

た
た

か
み

ざ

に
座
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
義
性
の
あ
る
言
葉
（
掛

詞

）
を
駆
使
し
、

か
け
こ
と
ば

大
い
に
気
炎
を
上
げ
て
い
る
。

（
め
く
ら
）「
我
目
中
無
人
」（
私
は
目
が
見
え
な
い
＝
眼
中
に
人
無
し
（
傍
若
無
人
））

（
小
人
）「
我
不
比
長
人
（
常
人
）
」（
私
は
背
高
の
っ
ぽ
で
な
い
＝
私
は
た
だ
者
で
は
な
い
（
私

こ

び
と

せ
い
た
か

は
ス
ゴ
イ
））

（
せ
む
し
）
「
你
們
都
是
直
背
（
姪
輩
）
」（
君
た
ち
は
皆
背
中
が
ま
っ
す
ぐ
＝
君
た
ち
は
皆
私

よ
り
も
後
輩
で
あ
る
）

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
実
は
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
三
人
が
、
ど
れ
だ
け
う
ま
く
ダ
ジ

ャ
レ
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ダ
ジ
ャ
レ
の
巧
さ
と
い
う
点
で
各

う
ま

人
の
言
葉
を
分
析
す
る
と
、
「
め
く
ら
」
の
放
っ
た
ダ
ジ
ャ
レ
に
は
、
文
全
体
と
し
て
二
通
り
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
語
彙
レ
ベ
ル
で
は
、
実
は
一
つ
も
掛

詞

（
同
音
異
義
語
）
が

か
け
こ
と
ば

用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
言
語
遊
戯
的
に
は
、
や
や
技
巧
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、

「
小
人
」
の
ダ
ジ
ャ
レ
は
、「
長
人
［cháng

rén

］
」「
常
人
［cháng

rén

］
」
と
い
う
語
に
掛

詞

（
同

こ

び
と

か
け
こ
と
ば

音
異
義
語
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
細
か
く
見
て
み
る
と
、
「
長
人
」［
常
人
］
の
「
人
」

が
同
字
で
あ
り
、
両
義
性
が
あ
る
の
は
「
長
」「
常
」
の
一
字
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
せ

む
し
」
の
放
っ
た
ダ
ジ
ャ
レ
に
は
、「
直
背
［zhí

bèi

］
」「
姪
輩
［zhí

bèi

］
」
と
い
う
、
全
く
同
じ
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発
音
で
あ
り
な
が
ら
、
全
く
意
味
の
異
な
る
文
字
が
二
字
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
如
何
に
尊
大

い

か

な
大
口
を
叩
け
て
い
る
か
と
い
う
「
大
口
選
手
権
」
に
お
け
る
判
定
基
準
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

お
お
ぐ
ち

た
た

お
お
ぐ
ち

優
劣
を
定
め
が
た
い
三
者
の
言
葉
で
は
あ
る
が
、
「
ダ
ジ
ャ
レ
選
手
権
」
に
お
け
る
言
語
遊
戯
的
な

判
断
基
準
に
従
っ
て
審
査
し
た
場
合
に
は
、
客
観
的
に
「
せ
む
し
」
の
勝
利
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
本
話
の
タ
イ
ト
ル
も
「
直
背
（
姪
輩
）
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
次
の
話
（
『
訳

解
笑
林
広
記
』
第
一
二
三
話
「
㾃

叔

」）
に
お
い
て
も
、
同
じ
ダ
ジ
ャ
レ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
話
が

た

し
ゆ
く

採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国
原
本
『
笑
林
広
記
』
の
編
者
で
あ
る
「
遊
戯
主
人
」

に
と
っ
て
も
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
と
っ
て
も
、「
直
背
（
姪
輩
）
」

と
お
や
ま

か

と
う

と
い
う
ダ
ジ
ャ
レ
は
、
か
な
り
お
気
に
入
り
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
笑
話
に
お
い
て
三
者
が
順
番
に
発
言
す
る
場
合
、
最
後
の
一
人
の
発
言
が
「
オ
チ
」
（
＝

「
笑
い
の
ツ
ボ
」）
に
な
る
こ
と
は
、
今
更
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

㾃

叔

（
せ
む
し
男
の
叔
父
様
）

た

し
ゆ
く

お

じ

さ
ま

123原
文

㾃
叔

有
二

㾃-

子
一

赴
レ

席
ニ

。

泰-

然
ト
シ
テ

上-

坐
ス

。
衆-

客
既
ニ

齊
ス

。
自
覺
レ

不
レ

安
カ
ラ

。
復
タ

趋
レ

下
ニ

謙-

リ

フ
ル
マ
ヒ
ニ

ユ
ク

ノ
ツ
シ
リ
ト

ソ
ロ
ウ

ミ

フ

ル
ヲ

テ

遜
ス

。
衆
客
曰
ク

。
㾃
［
讀
与
大
同
］
叔
請
フ

上
坐
セ
ヨ

。
直
［
姪
仝

音

］
背
［
軰
仝
音
］
怎
ン
ソ

敢
セ
ン

。

ヲ
チ
サ
マ

ヲ
ヒ
ド
モ
ハ

ド
ウ
イ
タ
シ
テ

書
き
下
し
文

㾃

叔

た

し
ゆ
く

㾃
子

有
り

席
に

赴

く
。
泰
然
と
し
て

上

坐
す
。

衆

客

既
に
斉
す
。

自

ら
安
か
ら
ざ
る

た

し

あ

せ
き

お
も
む

た
い
ぜ
ん

じ
や
う

ざ

し
ゆ
う
き
や
く

す
で

せ
い

み
づ
か

や
す

を
覚
ゆ
。
復

下
に

趨

て

謙
遜
す
。

衆

客

曰
く
。
㾃
［
読
む
こ
と

大
と
同
じ
］

叔

請

お
ぼ

ま
た

し
も

お
も
む
き

け
ん
そ
ん

し
ゆ
う
き
や
く

い
は

た

よ

だ
い

お
な

し
ゆ
く

こ

ふ

上

坐
せ
よ
。

直

［
姪
と
同
音
］
背
［
輩
と
同
音
］
怎
ん
ぞ

敢

せ
ん
。

じ
や
う

ざ

ち
よ
く

て
つ

ど
う
お
ん

は
い

は
い

ど
う
お
ん

い
か

あ
へ
て

現
代
語
訳

背
中
の
曲
が
っ
た
せ
む
し
男
が
宴
会
の
席
に
赴
い
た
。
せ
む
し
男
は
、
平
然
と
し
た
顔
を
し
て
、

上
座
に
腰
を
下
ろ
し
た
が
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
た
ち
が
勢
揃
い
す
る
と
、
（
自
分
が
上
座
に
座
っ
て

か
み

ざ

せ
い
ぞ
ろ

か
み

ざ

い
る
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
分
不
相
応
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
）
心
配
に
な
り
、
そ
そ
く
さ
と
下
座

し
も

ざ

の
方
へ
移
動
し
て
、
小
さ
く

畏

ま
っ
て
い
た
。（
そ
れ
を
見
て
）
大
勢
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
こ
う

か
し
こ

言
っ
た
。

「
ね
え
ね
え
、
父
親
と
同
世
代
の
叔
父
様
（
「
大

叔

」
）
よ
、
ど
う
ぞ
上
座
に
お
座
り
く
だ
さ
い
。

お

じ

さ
ま

だ
い
し
ゆ
く

か
み

ざ

私
た
ち
の
よ
う
な
、
一
世
代
も
下
の
後
輩
た
ち
（
「
姪
輩
」
）
が
、（
あ
な
た
の
よ
う
な
大
先
輩
を
差

ひ
と

せ

だ
い

て
つ
は
い

し
措
い
て
）
ど
う
し
て
上
座
に
座
れ
ま
し
ょ
う
や
。
（
訳
者
注
…
最
後
の
言
葉
は
、
掛

詞

（
同
音

か
み

ざ

か
け
こ
と
ば

異
義
語
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。
「
ね
え
ね
え
、
背
中
の
曲
が
っ

た
せ
む
し
男
（
「
㾃

叔

」
）
よ
、
ど
う
ぞ
上
座
に
お
座
り
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
、
ま
っ
す

た

し
ゆ
く

か
み

ざ

ぐ
な
背
中
の
人
間
（
「

直

背
」
）
が
、（
あ
な
た
の
よ
う
な
せ
む
し
男
を
差
し
措
い
て
）
ど
う
し
て
上
座

ち
よ
く
は
い

か
み

ざ

に
座
れ
ま
し
ょ
う
や
。
」
）

【
割
注
】「
㾃

叔
［tuó

shū

］
」（
背
中
の
曲
が
っ
た
叔
父
さ
ん
）
と
い
う
語
は
、「
大

叔
［dà

shū

］
」

た

し
ゆ
く

だ
い
し
ゆ
く

（
父
と
同
世
代
で
、
父
親
よ
り
は
年
下
の
叔
父
様
）
と
い
う
語
と
、
地
方
の
発
音
で
は

お

じ

さ
ま

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「

直

背
［zhíbèi

］
」（
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
）
と
い
う
語
は
、「
姪
輩

ち
よ
く
は
い

て
つ
は
い

［zhíbèi

］
」（
一
世
代
だ
け
後
輩
の
者
た
ち
）
と
い
う
語
と
、
同
じ
発
音
で
あ
る
。

ひ
と

せ

だ
い

【
訳
者
注
】
右
の
割
注
は
、
中
国
原
本
に
存
す
る
原
注
（
音
注
）
を
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・

遠
山
荷
塘
が
部
分
的
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
以
下
の
語
注
を
参
照
。

と
お
や
ま

か

と
う

注
○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
八
丁
表
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形
体
部

し
ん
せ
ん

（
第
二
九
三
話
、
一
八
丁
裏
）
。
○
㾃
叔
［tuó

shū

］
＝
「
背
中
の
曲
が
っ
た
叔
父
さ
ん
」
と
い
う

意
味
（
後
出
）
。
○
㾃
子
［tuózi

］
＝
背
中
の
曲
が
っ
た
人
。
せ
む
し
。
第
一
二
二
話
「
直
背
」
の

語
注
を
参
照
。
○
赴
席
［fù

xí

］
＝
宴
会
に
出
席
す
る
。
左
訓
「
フ
ル
マ
ヒ
ニ

ユ
ク
」（
振
る
舞

ひ
に
行
く
）
。
○
泰
然
［tàirán

］
＝
平
然
と
し
て
い
る
。
泰
然
自

若

と
し
て
い
る
。
左
訓
「
ノ
ツ

た
い
ぜ
ん

じ

じ
や
く

シ
リ
ト
」
。
○
上
坐
［shàng

zuò

］
＝
上
座
に
座
る
。
○
齊
［qí

］
＝
き
ち
ん
と
揃
う
。
こ
こ
で
は
、

か
み

ざ

そ
ろ

宴
会
の
客
た
ち
が
勢
揃
い
す
る
意
。「
齊
」
は
「
斉
」
の
正
字
（
旧
字
体
）
。
常
用
漢
字
「
斉
」
は
「
齊
」

せ
い
ぞ
ろ

の
略
字
で
あ
る
。
左
訓
「
ソ
ロ
ウ
」（
揃
う
）。
○
趋
下
謙
遜
［qū

xià
qiānxùn

］
＝
す
ば
や
く
下
座

し
も

ざ

の
方
へ
向
か
っ
て
こ
そ
こ
そ
と
移
動
し
、
小
さ
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
意
味
。「
趋
［qū

］
」
は
「
趨
」

の
異
体
字
。「
…
に
向
か
っ
て
、
小
走
り
に
移
動
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
。
○
㾃
［
讀
与
大
同
］

叔
＝
「
㾃
叔
［tuó

shū

］
」
は
、「
背
中
の
曲
が
っ
た
叔
父
さ
ん
」
の
意
。
割
注
「
讀
与
大
同
」
は
、

（
「
㾃
」
と
い
う
字
は
）
発
音
の
上
で
は
「
大
［dà

］
」
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
つ
ま
り
、
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「
㾃
叔
［tuó

shū

］
」（
背
中
の
曲
が
っ
た
叔
父
さ
ん
）
と
い
う
語
は
、「
大
叔
」
（
父
と
同
世
代
で
、

父
よ
り
は
年
下
の
叔
父
さ
ん
）
と
い
う
意
味
の
ダ
ジ
ャ
レ
に
聞
こ
え
る
、
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
割
注
は
、
中
国
原
本
に
も
存
す
る
原
注
で
あ
る
が
、
や
や
字
句
が
異
な
る
。
中
国

原
本
は
「
㾃
［
大
土
音
讀
］
」
（
「
㾃
［tuó

］
」
は
、
地
方
の
発
音
で
は
「
大
［dà

］
」
と
読
む
。
）
に

作
る
。
た
だ
し
、
中
国
原
本
の
割
注
は
、
中
国
語
と
し
て
や
や
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
和
刻
本
の
施

訓
者
で
あ
る
遠
山
荷
塘
が
、
中
国
刊
本
の
原
注
を
意
図
的
に
修
正
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

と
お
や
ま

か

と
う

和
刻
本
は
、
割
注
内
の
「
大
同
」
に
左
訓
「
オ
チ
サ
マ
」
（
叔
父
さ
ま
）
を
附
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
文
脈
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
割
注
を
挟
ん
だ
本
文
「
㾃
叔
」
に
（
音
通
の
た
め
「
大
叔
」
と

は
さ

い
う
意
味
に
聞
こ
え
る
、
と
い
う
注
意
書
き
と
し
て
）
左
訓
「
ヲ
チ
サ
マ
」
（
叔
父
さ
ま
）
を
附
し

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
和
刻
本
は
、
「
叔
」
字
を
、
か
な
り
崩
れ
た
草
書
体
（
第
三
一

話
「
叔
叔
」
、
上
巻
・
一
一
丁
裏
一
行
目
第
五
字
と
同
じ
字
体
）
に
刻
し
て
い
る
。
○
直
［
姪
仝
音
］

背
［
軰
仝
音
］
怎
敢
＝
「
直
背
怎
敢
［zhíbèizěn

gǎn

］
」
は
、「
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
の
私
た
ち
が
、

ど
う
し
て
（
上
座
に
座
る
な
ど
と
い
う
）
畏
れ
多
い
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
（
滅
相
も
な
い
こ

か
み

ざ

め
つ
そ
う

と
で
ご
ざ
い
ま
す
）
。
」
と
い
う
意
味
。「
姪
軰
怎
敢
［
［zhí

bèi
zěn

gǎn

］
」
な
ら
ば
、「
一
世
代
だ

け
後
輩
に
当
た
る
若
輩
者
の
私
た
ち
が
、
ど
う
し
て
（
上
座
に
座
る
な
ど
と
い
う
）
畏
れ
多
い
こ
と

か
み

ざ

が
で
き
ま
し
ょ
う
か
（
滅
相
も
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
）
。」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
割
注
［
姪
仝

め
つ
そ
う

音
］
は
、「
直
［zhí

］
」
は
「
姪
［zhí

］
」
と
同
音
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
割
注
［
軰
仝
音
］

は
、
「
背
［bèi

］
」
は
「
軰
［bèi

］
」
と
同
音
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
い
ず
れ
の
語
も
、
現
代
中
国

語
に
お
い
て
も
完
全
に
同
音
で
あ
る
。
ま
た
、「
直
」
は
「
直
」
の
異
体
字
、「
軰
」
は
「
輩
」
の
異

体
字
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
割
注
は
、
す
べ
て
中
国
原
本
に
存
す
る
原
注
で
あ
る
。
和
刻
本
は
、

割
注
内
の
「
音
」
字
に
左
訓
「
ヲ
ヒ
ド
モ
ハ
」
（
甥
ど
も
は
）
を
附
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
こ
も
割
注
を
挟
ん
だ
本
文
「
直
背
」
に
（
音
通
の
た
め
「
姪
輩
」
と
い
う
意
味
に
聞
こ
え
る
、
と

は
さ

い
う
注
意
書
き
と
し
て
）
左
訓
「
オ
ヒ
ド
モ
ハ
」
（
甥
ど
も
は
）
を
附
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

和
刻
本
は
、「
怎
敢
」
に
左
訓
「
ド
ウ
イ
タ
シ
テ
」
を
附
す
。

補
注こ

の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
（
第
四
六
二
話
「

」
）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
二
六
～
一
二
七
頁
）
を
参
照
。

『
笑
府
』
所
収
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
笑
林
広
記
』
本
文
と
対
校
す
れ
ば
、
僅

か
に
文
字
の
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

唐
本
『
笑
府
』
第
四
六
二
話
（
明
・
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
巻
十
・
形
体
部
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
一
三
丁
表
～
裏
）

有

子
赴
席
。
泰
然
上
坐
。
衆
客
既
齊
。

子
自
覺
不
安
。
復

趋
下
謙
遜
。
衆
客
曰
。
大
［

］
叔
請
上
。
姪
［
直
］
輩
［
背
］
怎
敢

○

○

○

○

○

○

○

○

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
二
八
話
。
前
話
に
引

き
続
き
、
身
体
的
な
障
害
を
も
つ
人
、
「
せ
む
し
男
」
を
揶
揄
っ
て
い
る
。「
笑
い
の
ツ
ボ
」
も
、
前

か
ら
か

話
同
様
、
中
国
語
の
ダ
ジ
ャ
レ
に
あ
る
。

酒
宴
の
席
で
、
迂
闊
に
も
上
座
に
腰
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
「
せ
む
し
男
」
を
見
て
、
周
り
の

う

か
つ

か
み

ざ

お
客
さ
ん
た
ち
は
口
を
揃
え
て
、
こ
う
言
っ
た
。

そ
ろ

「
大
叔
請
上
坐
。
姪
輩
怎
敢
。
（
父
親
と
同
世
代
の
叔
父
様
よ
、
ど
う
ぞ
上
座
に
お
座
り
く
だ
さ

○

○

○

○

お

じ

さ
ま

か
み

ざ

い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
、
一
回
り
も
年
下
の
後
輩
た
ち
が
、
上
座
に
座
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
か

か
み

ざ

ら
。
）」

と
こ
ろ
が
、
例
に
よ
っ
て
、
こ
の
言
葉
は
、
次
の
よ
う
な
全
く
異
な
る
意
味
に
も
聞
こ
え
て
し
ま

う
か
ら
こ
そ
面
白
い
。

お
も
し
ろ

「
㾃
叔
請
上
坐
。
直
背
怎
敢
。
（
背
中
の
曲
が
っ
た
せ
む
し
男
の
叔
父
様
よ
、
ど
う
ぞ
上
座
に
お

○

○

○

○

お

じ

さ
ま

か
み

ざ

座
り
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
、
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
の
人
間
た
ち
が
、
上
座
に
座
る
こ
と
な
ど

か
み

ざ

で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
）
」

「
㾃
叔
［tuó

shū

］
」
（
背
中
の
曲
が
っ
た
せ
む
し
男
の
叔
父
様
）
と
「
大
叔
［dà

shū

］
」（
父
親

お

じ

さ
ま

と
同
世
代
の
叔
父
様
）
、「
直
背
［zhíbèi

］
」（
ま
っ
す
ぐ
な
背
中
の
人
間
た
ち
）
と
「
姪
輩
［zhíbèi

］
」

お

じ

さ
ま

（
一
回
り
も
年
下
の
後
輩
た
ち
）
、
こ
れ
ら
の
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
掛

詞

（
同
音
異
義
語
）
に
な
っ

か
け
こ
と
ば

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
味
噌
で
あ
る
。

み

そ

こ
の
話
は
、
や
は
り
当
代
き
っ
て
の
中
国
語
通
で
あ
っ
た
、
遠
山
荷
塘
好
み
の
話
柄
と
言
う
べ

と
お
や
ま

か

と
う

き
で
あ
ろ
う
。
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路

上

屁
（
道
端
の

屁

）

ろ

じ
よ
う

ひ

み
ち
ば
た

お
な
ら

124原
文

路
上
屁

昔
シ

有
二

三
人
行
一
レ

令
ヲ

。
要
下

上
レ

山
ニ

見
二

一
古
人
一

。
下
レ

山
ヲ

又
見
二

一
古
人
一

。
半
路
ニ

見
中

一
ノ

物

リ

フ

ス

テ

ル

ヲ

テ

ル

ヲ

ル
ヲ

件
上

。
後
句
ニ

要
三

搃
テ

結
二

前
後
二
句
一

。
一
人
曰
ク

。
上
レ

山
ニ

遇
二-

見
ス

狄
青
一

。
下
レ

山
ヲ

遇
二-

見
ス

李

ヲ

ス

ス
ル
ヲ

ヲ

テ

ニ

テ

白
一

。
路
上
拾
二

得
タ
リ

一
瓶
ノ

酒
一

。
不
レ

知
是
レ

青
酒
カ

。
是
レ

白
酒
カ

。
一
人
曰
ク

。
上
レ

山
ニ

遇
二-

見
ス

樊

ニ

ヒ

ヲ

テ

噲
一

。
下
レ

山
ヲ

遇
二-

見
趙
盾
一

。
路
上
拾
二

淂
タ
リ

一
把
ノ

劍
一

。
不
レ

知
是
レ

快
劍
カ

。
是
レ

鈍
劍
カ

。
一
人
云
ク

。

ニ

テ

ニ

ヒ

ヲ

上
レ

山
ニ

遇
二-

見
ス

林
放
一

。
下
レ

山
ヲ

遇
二-

見
ス

賈
島
一

。
路
上
拾
二

淂
タ
リ

一
個
ノ

屁
一

。
不
レ

知
是
レ

放
的
ノ

屁
カ

。

テ

ニ

テ

ニ

ヒ

ヲ

ヒ
ツ
タ

ヘ
カ

島
的
ノ

屁
カ

。［
快
音
噲
。
鈍
音
盾
。
放
如
レ

字
。
島
音
搗
。
放
屁
謂
二

之
ヲ

搗
屁
一

。］

タ
レ
タ

ヘ
カ

ト

書
き
下
し
文

路

上

の
屁

ろ

じ
や
う

へ

昔

三
人

令
を

行

ふ

有
り
。
山
に

上

て

一
古
人
を
見
る
。
山
を
下
て

又

一
古
人
を
見
る
。

む
か
し

さ
ん
に
ん

れ
い

お
こ
な

あ

や
ま

の
ぼ
つ

い
ち

こ

じ
ん

み

や
ま

お
り

ま
た

い
ち

こ

じ
ん

み

半
路
に

一

の
物
件
を
見
る
を
要
す
。
後
句
に

総
て
前
後
二
句
を
結
す
る
を
要
す
。
一
人

曰
く
。

は
ん

ろ

ひ
と
つ

ぶ
つ
け
ん

み

え
う

ご

く

す
べ

ぜ
ん

ご

に

く

け
つ

え
う

い
ち
に
ん

い
は

山
に

上

て

狄
青
に
遇
見
す
。
山
を
下
て

李
白
に
遇
見
す
。
路

上

一
瓶
の
酒
を
拾
ひ
得
た
り
。

や
ま

の
ぼ
つ

て
き
せ
い

ぐ
う
け
ん

や
ま

お
り

り

は
く

ぐ
う
け
ん

ろ

じ
や
う

い
ち
び
ん

さ
け

ひ
ろ

え

知
ら
ず

是

青
酒
か
。
是

白
酒
か
。
一
人

曰
く
。
山
に

上

て

樊

噲

に
遇
見
す
。
山
を
下
て

し

こ
れ

せ
い
し
ゆ

こ
れ

は
く
し
ゆ

い
ち
に
ん

い
は

や
ま

の
ぼ
つ

は
ん
く
わ
い

ぐ
う
け
ん

や
ま

お
り

趙
盾
に
遇
見
す
。
路

上

一
把
の
剣
を
拾
ひ
得
た
り
。
知
ら
ず

是

快

剣
か
。
是

鈍
剣
か
。
一
人

て
う
と
ん

ぐ
う
け
ん

ろ

じ
や
う

い
つ

ぱ

け
ん

ひ
ろ

え

し

こ
れ

く
わ
い
け
ん

こ
れ

ど
ん
け
ん

い
ち
に
ん

云
く
。
山
に

上

て

林
放
に
遇
見
す
。
山
を
下
て

賈
島
に
遇
見
す
。
路

上

一
個
の
屁
を
拾

い
は

や
ま

の
ぼ
つ

り
ん
ぱ
う

ぐ
う
け
ん

や
ま

お
り

か

た
う

ぐ
う
け
ん

ろ

じ
や
う

い
つ

こ

へ

ひ
ろ

ひ
得
た
り
。
知
ら
ず

是

放
的
の
屁
か
。
島
的
の
屁
か
。
［

快

音
は

噲

。
鈍

音
は
盾
。
放
は

え

し

こ
れ

は
う
て
き

へ

た
う
て
き

へ

く
わ
い

お
ん

く
わ
い

ど
ん

お
ん

と
ん

は
う

字
の
如
し
。
島

音
は
搗
。
放
屁
は

之
を
搗
屁
と
謂
ふ
。
］。

じ

ご
と

た
う

お
ん

た
う

は
う

ひ

こ
れ

た
う

ひ

い

現
代
語
訳

昔
む
か
し
、
三
人
で
酒
令
の
遊
び
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
酒
令
の
ル
ー
ル
は
）
山
に
登
っ
て

し
ゆ
れ
い

し
ゆ
れ
い

古
人
に
出
会
い
、
山
を
下
り
て
、
ま
た
古
人
に
出
会
う
。
そ
し
て
、
道
の
途
中
で
何
か
を
見
つ
け
、

次
の
一
句
で
前
後
の
句
を
結
び
つ
け
て
総
括
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

一
番
目
の
人
が
言
っ
た
。

「
山
に
登
っ
て
偶
然
（
北
宋
の
武
将
）
狄
青
と
出
会
い
（
「
上
山
遇
見
狄
青
。
」
）
、
下
山
途
中
に

て
き
せ
い

（
盛
唐
の
詩
人
）
李
白
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
（
「
下
山
遇
見
李
白
。
」
）。
そ
し
て
道
端
で
酒
を
拾

っ
た
（
「
路
上
拾
得
一
瓶
酒
。
」
）
。
だ
が
そ
れ
は
、『
青
酒
』（
狄
青
の
酒
＝
青
い
酒
）
で
あ
る
か
、『
白
酒
』

せ
い
し
ゆ

て
き
せ
い

は
く
し
ゆ

（
李
白
の
酒
＝
白

酒

）
で
あ
る
か
、
分
か
ら
な
い
（
「
不
知
是
青
酒
。
是
白
酒
。
」
）
。」

パ
イ
チ
ユ
ウ

次
に
、
二
番
目
の
人
は
言
っ
た
。

「
山
に
登
っ
て
偶
然
（

劉

邦
の
家
臣
）
樊
噲
と
出
会
い
（
「
上
山
遇
見
樊
噲
。
」
）、
下
山
途
中
に

り
ゆ
う
ほ
う

は
ん
か
い

（
春
秋
戦
国
時
代
の
政
治
家
）

趙

盾
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
（
下
山
遇
見
趙
盾
。
）
。
そ
し
て
道

ち
よ
う
と
ん

端
で
剣
を
拾
っ
た
（
「
路
上
拾
得
一
把
剣
。
」
）
。
だ
が
そ
れ
は
、
『
噲
剣
＝
快
剣
』
（
樊
噲
の
剣
＝
切

か
い
け
ん

か
い
け
ん

は
ん
か
い

れ
味
の
鋭
い
剣
）
で
あ
る
か
、『
盾
剣
＝
鈍
剣
』
（

趙

盾
の
剣
＝
切
れ
味
の
鈍
い
剣
）
で
あ
る
か
、

と
ん
け
ん

ど
ん
け
ん

ち
よ
う
と
ん

分
か
ら
な
い
（
「
不
知
是
快
剣
。
是
鈍
剣
。
」
）
。」

そ
し
て
、
三
番
目
の
人
が
言
っ
た
。

「
山
に
登
っ
て
偶
然
（
孔
子
の
弟
子
）
林
放
と
出
会
い
（
「
上
山
遇
剣
林
放
。
」
）
、
下
山
途
中
に

り
ん
ぽ
う

（
韓
愈
の
弟
子
）
賈
島
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
（
「
下
山
遇
剣
賈
島
。
」
）。
そ
し
て
道
端
で

屁

を

か
ん

ゆ

か

と
う

お
な
ら

拾
っ
た
（
「
路
上
拾
得
一
個
屁
。
」
）
。
だ
が
そ
れ
は
、『
放
的
屁
』（
林
放
の

屁

＝
プ
ゥ
っ
と
放
っ
た

ほ
う
て
き

ひ

り
ん
ぽ
う

お
な
ら

は
な

屁

）
で
あ
る
か
、
『
島
的
屁
＝
搗
的
屁
』
（
賈
島
の

屁

＝
ブ
ボ
ン
と
ぶ
っ
放
し
た

屁

）
で
あ
る

お
な
ら

と
う
て
き

ひ

と
う
て
き

ひ

か

と
う

お
な
ら

ぱ
な

お
な
ら

か
、
分
か
ら
な
い
（
「
不
知
是
放
的
屁
。
島
的
屁
」
）
。」

【
和
刻
本
割
注
】
「
快
［kuài

］
」
は
「
噲
［kuài

］
」
と
い
う
発
音
で
あ
り
、「
鈍
［dūn

］
」
は

か
い

か
い

ど
ん

「
盾
［dūn

］
」
と
い
う
発
音
で
あ
る
。「
放
［fàng

］
」
は
、（
人
名
「
林
放
［Lín

Fàng

］
」

と
ん

ほ
う

り
ん
ぽ
う

の
場
合
も
、
動
詞
句
「
放
的
屁
［fàng

de
pì

］
」
（
放
っ
た

屁

）
の
場
合
も
、
ど
ち
ら

ほ
う
て
き

ひ

は
な

お
な
ら

の
場
合
も
）
文
字
通
り
の
意
味
で
あ
る
。
「
島
［dǎo

］
」
は
「
搗
［dǎo

］
」
と
い
う
発

と
う

と
う

音
で
あ
り
、「
放
屁
［fàng

pì

］
」（
オ
ナ
ラ
を
す
る
）
と
い
う
語
は
、「
搗
屁
［dǎo

pì

］
」

（
オ
ナ
ラ
を
ぶ
っ
放
す
）
と
も
言
う
。

ぱ
な

【
訳
者
注
】
右
の
割
注
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原

と
お
や
ま

か

と
う

本
に
は
な
い
。

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
八
丁
表
～
裏
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形

し
ん
せ
ん

体
部
（
第
二
九
九
話
、
二
〇
丁
表
）
。
○
行
令
［xíng

lìng

］
＝
酒
令
を
行
う
、
と
い
う
意
味
。「
酒
令
」

し
ゆ
れ
い

し
ゆ
れ
い

と
は
、
酒
宴
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
の
こ
と
。
「
令
官
［lìngguān

］
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ー

ダ
ー
（
審
判
役
）
の
決
め
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
詩
や
詞
な
ど
を
作
る
。
ゲ
ー
ム
の
敗
北
者
は
、
罰
と

し
て
酒
を
一
杯
飲
み
干
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
二
二
に
「
是
夜
賔
主
兩
個
。

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 123 -
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與
同
王
賽
兒
。
行
令
作
楽
。
飮
酒
。
愈
加
熟
分
有
趣
。
喫
得
酩
酊
而
散
。
」（
そ
の
夜
、
主
人
と
お
客

さ
ん
の
二
人
は
、
王
賽
児
と
一
緒
に
酒
令
の
遊
び
を
し
な
が
ら
お
酒
を
飲
み
、
ま
す
ま
す
仲
良
く
な

お
う
さ
い

じ

っ
て
、
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
に
酔
っ
払
っ
て
か
ら
、
お
開
き
と
な
っ
た
。（
拙
訳
）
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

○
搃
結
［zǒng

jié

］
＝
締
め
く
く
る
。
総
括
す
る
。「
搃
」
は
「
總
（
総
）」
の
異
体
字
。
な
お
、
常

用
漢
字
「
総
」
は
、
正
字
「
總
」
の
俗
字
で
あ
る
。
○
狄
青
［Dí

Q
īng

］
＝
北
宋
の
武
将
・
狄
青

て
き
せ
い

（
一
〇
〇
八
～
五
七
年
）
。

字

は
漢
臣
。
明
清
小
説
『
万
花
楼
演
義
』
の
主
人
公
で
も
あ
る
。
○

あ
ざ
な

李
白
［Lǐ

Bái

］
＝
盛
唐
の
詩
人
・
李
白
（
七
〇
一
年
～
七
六
二
年
）。

字

は
太
白
、
号
は
青
蓮
居

り

は
く

あ
ざ
な

士
。
詩
と
酒
を
愛
し
た
。
杜
甫
と
と
も
に
中
国
最
高
の
詩
人
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
杜
甫
の
「
詩
聖
」

に
対
し
て
、
李
白
は
「
詩
仙
」
と
呼
ば
れ
る
。
○
不
知
是
青
酒
。
是
白
酒
。
＝
（
道
端
に
落
ち
て
い

た
酒
が
）「
青
酒
」
な
の
か
「
白
酒
」
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
。「
青
酒
［qīng
jiǔ

］
」

は
、
「
青
く
濁
っ
た
酒
」
の
意
だ
が
、
山
中
で
偶
然
出
会
っ
た
北
宋
の
武
将
「
狄
青
の
酒
」
と
い
う

○

○

意
味
を
含
む
。「
白
酒
［báijiǔ

］
」
は
、
コ
ー
リ
ャ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
製
す
る
蒸
留
酒
の
こ
と
。

現
在
中
国
で
飲
ま
れ
て
い
る
「
白

酒

」
は
透
明
色
だ
が
、
古
代
中
国
に
お
い
て
は
白
く
濁
っ
て
い

パ
イ
チ
ユ
ウ

た
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
下
山
途
中
に
偶
然
出
会
っ
た
詩
人
「
李
白
の
酒
」
と
い
う
意
味
を
含
む
。

○

○

○
樊
噲
［Fán

Kuài

］
＝
漢
の
高
祖

劉

邦
の
功
臣
・
樊
噲
（
生
年
未
詳
～
紀
元
前
一
八
九
年
）
。「
鴻
門

り
ゆ
う
ほ
う

は
ん
か
い

こ
う
も
ん

の
会
」
に
お
い
て
、
剣
と
盾
を
帯
び
て
酒
宴
の
席
に
闖

入

し
、
項
羽
に
殺
さ
れ
そ
う
な

劉

邦
の

た
て

ち
ん
に
ゆ
う

こ
う

う

り
ゆ
う
ほ
う

命
を
救
っ
た
と
い
う
逸
話
は
名
高
い
（
『
史
記
』
項
羽
本
紀
や
、
明
代
小
説
『
西
漢
通
俗
演
義
』（
万

暦
四
〇
年
（
一
六
一
二
）
刊
）
に
描
か
れ
て
い
る
）
。
樊
噲
が
活
躍
す
る
「
項
羽
と

劉

邦
」
の
物

は
ん
か
い

こ
う

う

り
ゆ
う
ほ
う

語
は
、
わ
が
国
で
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊
、
和
刻
本
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』（
明
代
小
説
『
西

漢
通
俗
演
義
』
の
翻
訳
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
○
趙
盾
［Zhào

D
ūn

］
＝
春
秋
戦
国
時
代

（
紀
元
前
七
世
紀
）
の
晋
国
の
政
治
家
・

趙

盾
（
生
没
年
未
詳
）。
○
拾
淂
［shí

dé

］
＝
「
拾
う

ち
よ
う
と
ん

こ
と
が
で
き
た
」「
拾
っ
た
」
と
い
う
意
味
。「
淂
」
は
「
得
」
の
異
体
字
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学

附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
は
正
字
「
得
」
に
作
る
。

○
一
把
劍
［yìbǎ

jiàn

］
＝
一
振
り
の
剣
。「
把
［bǎ

］
」
は
、
刀
剣
を
数
え
る
助
数
詞
（
量
詞
）
。「
劍
」

は
「
剣
」
の
正
字
（
旧
字
体
）
。
常
用
漢
字
「
剣
」
は
「
劍
」
の
略
字
で
あ
る
。
○
不
知
是
快
劍
。

是
鈍
劍
。
＝
（
道
端
に
落
ち
て
い
た
剣
が
）
「
快
剣
」
（
切
っ
先
の
鋭
い
剣
）
な
の
か
「
鈍
剣
」
（
切

っ
先
の
鈍
い
剣
）
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
。
同
時
に
、
中
国
語
で
は
「
噲
［
［Kuài

］
］
」

と
「
快
［kuài

］
」
、「
盾
［Dūn

］
」
と
「
鈍
［dūn

］
」
の
二
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
音
字
で
あ
る
た
め
、

そ
の
剣
が
、
山
中
で
偶
然
出
会
っ
た
古
代
中
国
の
武
人
「
樊
噲
［Fán

Kuài

］
」
の
剣
（
「
噲
剣
［Kuài

は
ん
か
い

jiàn

］
」
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
古
代
中
国
の
政
治
家
「
趙
盾
［Zhào

Dūn

］
」
の
剣
（
「
盾
剣
［D

ūn
jiàn

］
」
）

な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
、
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
○
林
放
［Lín

Fàng

］
＝
春
秋
戦
国
時
代

の
魯
国
の
人
・
林
放
（
生
没
年
未
詳
）
。
孔
子
の
弟
子
。『
論
語
』
八
佾
篇
に
「
林
放
問
禮
之
本
（
林
放

り
ん
ぽ
う

は
ち
い
つ

り
ん
ぽ
う

が
礼
の
根
本
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
。
）
」（
日
本
語
訳
は
、
金
谷
治
『
論
語
』（
岩
波
文
庫
、
一
九

九
九
年
改
訳
、
五
三
頁
）
に
よ
る
）
と
し
て
登
場
す
る
。
○
賈
島
［Jiǎ

Dǎo

］
＝
中
国
唐
代
の
詩
人

・
賈
島
（
七
七
九
年
～
八
四
三
年
）
。
韓
愈
（
七
六
八
年
～
八
二
四
年
）
に
才
能
を
認
め
ら
れ
た
。

か

と
う

か
ん

ゆ

「
推
敲
」
の
故
事
で
有
名
な
詩
人
。
○
不
知
是
放
的
屁
。
島
的
屁
。
＝
（
道
端
に
落
ち
て
い
た
屁
が
）

す
い
こ
う

「
放
的
屁
」
（
プ
ゥ
っ
と
放
っ
た
屁
）
な
の
か
、
「
搗
的
屁
」
（
ブ
ボ
ン
っ
と
ぶ
っ
放
し
た
屁
）
な
の

は
な

ぱ
な

か
、
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
。
な
お
、
中
国
語
で
は
、
「
島
［dǎo

］
」
と
「
搗
［dǎo

］
」
の
二

字
が
同
音
で
あ
る
た
め
、
そ
の
オ
ナ
ラ
が
、
山
中
で
偶
然
出
会
っ
た
孔
子
の
弟
子
「
林
放
［Lín

Fàng

］
」

り
ん
ぽ
う

の
屁
な
の
か
、
そ
れ
と
も
唐
代
の
詩
人
「
賈
島
［Jiǎ

Dǎo

］
」
の
屁
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
、

か

と
う

と
い
う
意
味
に
も
聞
こ
え
る
。
和
刻
本
は
、
「
放
的
屁
。
島
的
屁
。
」
の
箇
所
に
、
左
訓
「
ヒ
ツ
タ

ヘ
カ

タ
レ
タ

ヘ
カ
」
（
放
っ
た
屁
か
、
垂
れ
た
屁
か
）
を
附
す
。
ま
た
、
和
刻
本
の
施
訓
者
で
あ

る
遠
山
荷
塘
は
、
そ
の
こ
と
を
以
下
の
割
注
で
解
説
し
て
い
る
。
○
［
快
音
噲
。
鈍
音
盾
。
放
如

と
お
や
ま

か

と
う

字
。
島
音
搗
。
放
屁
謂
之
搗
屁
。
］
（
割
注
）
＝
こ
の
割
注
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に

と
お
や
ま

か

と
う

よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。
な
お
、
和
刻
本
は
「
島
音
搗
」
の
「
搗
」
を
「
扌
＋
鳥
」

に
誤
刻
し
て
い
る
。

補
注こ

の
話
は
、
原
本
『
笑
林
評
』『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
が
、
和
刻
本
『
笑
府
』

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
）
に
、
『
笑
林
広
記
』
所
載
の
本
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
笑
林
広
記
』
所
収
の
本
話

「
路
上
屁
」
は
、『
中
国
笑
話
選

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』
（
東
洋
文
庫

、
平
凡
社
、
一
九
六
四

24

年
、
二
七
五
頁
）
、
中
国
古
典
文
学
大
系

『
歴
代
笑
話
選
』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
六
三
頁
）

59

に
、
松
枝
茂
夫
氏
に
よ
る
翻
訳
が
備
わ
る
。

和
刻
本
『
笑
府
』
第
八
六
話
（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
本
、
巻
上
、
一
九
丁
表
～
裏
）

昔
有
二

三-

人
行
一
レ

令
ヲ

要
上
レ

山
ニ

見
一
古-

人
一

下
レ

山
ヲ

又
見
二

一
古-

人
一

ヲ

ヲ
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半
路
見
二

一
物
件
一

後-

句
要
三

緫
二

結
フ
コ
ト
ヲ

前-

後
二
句
一

一
人
ノ

曰
上

ヲ

ス

ヲ

レ

山
ニ

遇
ゝ

見
二

狄
青
一

下
レ

山
ヲ

遇
ゝ

見
二

李
白
一

路-

上
拾
二

得
一
瓶
ノ

酒
一

不

ヲ

ヲ

ヲ

レ

知
是
レ

青
酒

是
レ

白
酒

一
人
ノ

曰

上
レ

山
ニ

遇
ゝ

見
二

樊
噲
一

下
レ

山
ヲ

遇
ゝ

ヲ

見
二

趙
盾
一

路
上
拾
二

得
一
把
ノ

劍
一

不
レ

知
是
レ

快
劍

是
レ

鈍
劍

一

ヲ

ヲ

人
ノ

曰

上
レ

山
ニ

遇
ゝ

見
二

林-

放
一

下
レ

山
ヲ

遇
ゝ

見
二

賈
島
一

路-

上
拾
二

得
一

ヲ

ヲ

個
ノ

屁
一

不
レ

知
是
レ

放
カ

的
屁

島
カ

的
屁

ヲ

ま
た
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
に
「
版
権
免
許
」
を
受
け
た
『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』（
蘭
厓
逸

史
（
岩
本
吾
一
）
纂
譯
、
金
櫻
堂
梓
）
に
、
本
話
の
日
本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、

『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』
の
訳
文
も
載
せ
て
お
く
。
引
用
は
架
蔵
本
に
拠
る
。

明
治
刊
本
『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』
第
八
四
話
（
蘭
厓
逸
史
（
岩
本
吾
一
）
纂
訳
、
明
治
一
九
年
（
一

八
八
六
）
版
権
免
許
、
四
二
～
四
三
頁
）

三
人
行
レ

令

サ
ン
ニ
ン

昔

三
人

令
ヲ
行
フ
有
リ

要
ス
ル
ニ

山
ニ
上
リ

一
古
人
ヲ
見

山
ヲ
下
リ

又

ム
カ
シ

ヨ
ウ

イ
チ

コ

ジ
ン

ク
ダ

一
古
人
ヲ
見

半
路
一
物
件
ヲ
見
ル

後
句

要
ス
ル
ニ

前
後
二
句
ヲ
結
ブ
コ

ハ
ン

ロ

イ
チ
ブ
ツ
ケ
ン

コ
ウ

ク

ヨ
ウ

ム
ス

イ
ト
ツ
ノ
シ
ナ

ト
ヲ

一
人
ノ
曰
ク

山
ニ
上
リ
遇
ゝ

狄
靑
ヲ
見

山
ヲ
下
リ

遇
ゝ

李
白
ヲ
見

路

上

タ
マ

テ
キ
セ
キ

ミ

タ
マ

リ

ハ
ク

ロ

ジ
ヤ
ウ

一
瓶
ノ
酒
ヲ
拾
ヒ
得
タ
リ

知
ラ
ズ

是
レ
靑
酒

是
レ
白
酒

一
人
ノ
曰
ク

山

イ
ツ
ヘ
イ

ヒ
ロ

セ
イ
シ
ユ

ハ
ク
シ
ユ

ニ
上
リ

遇
ゝ

樊

會

ヲ
見

山
ヲ
下
リ

適
ゝ

趙
盾
ヲ
見

路

上

一
把
ノ
劍
ヲ
拾
フ

知

タ
マ

ハ
ン
ク
ワ
イ

タ
マ

テ
ウ
ト
ン

ロ

ジ
ヤ
ウ
イ
ツ

ハ

ケ
ン

ラ
ズ

是
レ

快

劍

是
レ
鈍
劍

一
人
ノ
曰
ク

山
ニ
上
リ

遇
ゝ

林
放
ヲ
見

山
ヲ
下

ク
ワ
イ
ケ
ン

ド
ン
ケ
ン

タ
マ

リ
ン
ハ
ウ

ク
ダ

リ

遇
ゝ

賈
島
ヲ
見

路

上

一
個
ノ
屁
ヲ
拾
ヒ
得
タ
リ

知
ラ
ズ

是
レ
放
ガ
屁
カ

タ
マ

カ

ト
ウ

ロ

ジ
ヤ
ウ
イ
ツ

コ

ヘ

ヒ
ロ

ハ
ウ

ヘ

島
ガ
屁
カ

ト
ウ

ヘ

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
二
九
話
。
こ
こ
か
ら

は
、「
身
体
に
障
害
を
も
つ
人
の
話
」
で
は
な
く
、
四
話
連
続
で
「

屁

」
に
関
す
る
笑
い
話
が
続
く
。

お
な
ら

さ
て
、
「

屁

話

」
の
第
一
話
「
路

上

屁
」
は
、
「
酒
令
」
と
呼
ば
れ
る
「
酒
宴
に
お
け
る
言

お
な
ら
ば
な
し

ろ

じ
よ
う

ひ

し
ゆ
れ
い

葉
遊
び
の
ゲ
ー
ム
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
ゲ
ー
ム
は
、
そ
の
都
度
、
参
加
者
の
間
で
細

か
い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
今
回
は
、
次
の
よ
う
な
四
部
構
成
の
句
を
作
る
、
と
い
う

趣
向
で
あ
る
。

第
一
句
、
山
に
登
っ
て
、
偶
然
○
●
に
出
会
い
（
上
山
遇
見
○
●
。
）、

第
二
句
、
下
山
途
中
に
、
ば
っ
た
り
□
■
に
出
く
わ
し
た
（
下
山
遇
見
□
■
。
）
。

第
三
句
、
そ
し
て
道
端
で
△
を
拾
う
（
路
上
拾
得
一
個
△
。
）。

第
四
句
、
だ
が
そ
れ
は
、
●
の
△
で
あ
る
か
、
■
の
△
で
あ
る
か
、
分
か
ら
な
い
（
不
知
是

●
△
。
是
■
△
。
）
。

第
一
句
（
起
句
）
と
第
二
句
（
承
句
）
で
二
人
の
「
歴
史
上
の
人
物
（
古
人
）
」
に
出
会
い
、
第

三
句
（
転
句
）
で
何
か
を
拾
い
、
そ
し
て
結
び
の
第
四
句
（
結
句
）
で
、
第
一
、
二
、
三
句
を
総
括

す
る
よ
う
な
、
気
の
利
い
た
一
句
を
調
え
て
全
体
を
締
め
括
る
、
と
い
う
の
が
、
今
回
の
「
酒
令
」

し

く
く

し
ゆ
れ
い

の
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
一
番
目
の
人
は
、
山
で
歴
史
上
の
人
物
「
狄
青
」
と
「
李
白
」
に
出
会
い
、
道
端
で
「
酒
」

●

■

△

を
拾
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
酒
」
が
「
青
酒
」（
狄
青
の
酒
＝
青
い
酒
）
で
あ
る
か
「
白
酒
」（
李
白

●

△

て
き
せ
い

■

△

の
酒
＝
白

酒

）
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
締
め
る
。

パ
イ
チ
ユ
ウ

二
番
目
の
人
は
、
山
で
「
樊
噲
」
と
「
趙
盾
」
に
出
会
い
、
道
端
で
「
剣
」
を
拾
う
。
そ
し
て
、

●

■

△

そ
の
「
剣
」
が
「
噲
剣
（
快
剣
）
」（
樊
噲
の
剣
＝
鋭
い
剣
）
で
あ
る
か
「
盾
剣
（
鈍
剣
）
」
（

趙

盾

●

△

は
ん
か
い

■

△

ち
よ
う
と
ん

の
剣
＝
鈍
い
剣
）
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
結
ぶ
。

そ
し
て
三
番
目
の
人
は
、
山
で
「
林
放
」
と
「
賈
島
」
に
出
会
い
、
道
端
で
「
屁
」
を
拾
う
。
そ

●

■

△

し
て
、
そ
の
「
屁
」
が
「
放
的
屁
」（
林
放
の
屁
＝
プ
ゥ
っ
と
放
っ
た
屁
）
で
あ
る
か
「
島
的
屁
（
搗

へ

●

△

り
ん
ぽ
う

へ

は
な

へ

■

△

的
屁
）
」
（
賈
島
の
屁
＝
ブ
ボ
ン
と
ぶ
っ
放
し
た
屁
）
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
締
め
括
っ
た
の

か

と
う

へ

ぱ
な

へ

し

く
く

で
あ
る
。

三
者
三
様
の
結
句
に
見
え
る
「
シ
メ
」
の
一
言
に
は
、
中
国
語
に
よ
る
掛

詞

（
同
音
異
義
語
）

か
け
こ
と
ば

が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
人
に
は
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
国
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ

に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
こ
そ
、
ダ
ジ
ャ
レ
と
し
て
気
が
利
い
て
お
り
、
（
特
に
「
オ

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 121 -



- 10 -

ヤ
ジ
」
に
は
）
面
白
く
て
堪
ら
な
い
の
で
あ
る
。

お
も
し
ろ

た
ま

本
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
こ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
「
酒
令
」
の
規
則
を
守
り
な
が
ら
、

し
ゆ
れ
い

そ
れ
ぞ
れ
「
シ
メ
」
の
一
句
で
気
の
利
い
た
ま
と
め
方
を
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
特
に
、
こ
の
話
全

体
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
や
は
り
最
後
の
一
句
「
不
知
是
放
的
屁
。
島
的
屁
。
」
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
中
国
語
に
よ
る
掛

詞

を
駆
使
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
孔
子
の
弟
子
・
林
放
の
屁
で
あ
る
か
、「
推

か
け
こ
と
ば

し
ん
ぽ
う

へ

敲
」
の
故
事
で
知
ら
れ
る
賈
島
の
屁
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
屁
が
「
プ
ゥ

か

と
う

へ

へ

っ
と
放
っ
た
屁
（
放
的
屁
）」
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
「
ブ
ボ
ン
と
ぶ
っ
放
し
た
屁
（
搗
的
屁
）」
で

は
な

へ

○

○

○

ぱ
な

へ

○

○

○

あ
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
は
分
か
ら
な
い
、
と
上
手
く
下
品
に
ま
と
め
て
い
る
点
に
あ
り
、
か
く
も

う

ま

下
品
な
言
い
回
し
に
こ
そ
、
本
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
は
、
中
国

語
と
し
て
は
低
俗
か
つ
下
劣
な
も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
中
国
語
を
学
ぶ
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
か

え
っ
て
極
め
て
高
度
な
語
学
力
と
幅
広
い
語
彙
力
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
話
は
、
中
国
語
学
者
と
し
て
は
超
一
流
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
人
格

や
品
性
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
時
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
和
刻
本
の
施
訓
者
で

あ
る
遠
山
荷
塘
と
い
う
人
の
、
や
や
品
性
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
温
か
く
愉

と
お
や
ま

か

と
う

快
な
、
そ
し
て
色
っ
ぽ
い
彼
の
人
柄
や
人
生
そ
の
も
の
を
偲
ば
せ
る
、
興
味
深
い
一
話
と
な
っ
て
い

し
の

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

卓
面

響

（
テ
ー
ブ
ル
か
ら
音
が
出
る
）

た
く
め
ん
き
よ
う

125原
文

棹
面
响

一
人
方
ニ

陪

レ

客
ニ

。
偶
ゝ

撒
二

一
屁
一

。
自
覺
二

愧
ル

甚
一

。
欲
シ

掩
二-

餙
一
レ

之
ヲ

。
乃
チ

假
リ
ニ

将
二

指

シ
ヤ
ウ
バ
ン
ス

ヒ
ル
ス

ヲ

ミ

エ

キ
ヲ

セ
ン
ト

テ

頭
一

擦
二

桌
面
一

作
二

响
聲
一

。
客
曰
ク

。

還
タ

是
レ

第
一
聲
像
淂
テ

緊
。

ヲ
サ
ス
ル
シ

ヲ

ス

ヒ
ヽ
キ

ヲ

マ
ダ
シ
モ

ニ

ハ
ジ
メ
ノ
ガ
ヨ
ツ
ク
ニ
テ
ヲ
リ
マ
ス

書
き
下
し
文

卓
面

响

た
く
め
ん
き
や
う

一
人

方
に

客

に
陪
す
。

偶

一
屁
を
撒
ず
。

自

ら

愧
る
こ
と

甚

き
を
覚
え
。
之
を
掩

い
ち
に
ん

ま
さ

き
や
く

ば
い

た
ま
た
ま

い
ち

ひ

さ
ん

み
づ
か

は
づ

は
な
は
だ
し

お
ぼ

こ
れ

え
ん

飾

せ
ん
と
欲
し
。
乃

ち

假
に
指
頭
を
将
て
。
卓
面
を
擦
し

響

声
を
作
す
。
客

曰
く
。
還
是

し
よ
く

ほ
つ

す
な
は

か
り

し

と
う

も
つ

た
く
め
ん

さ
つ

き
や
う
せ
い

な

き
や
く

い
は

ま
だ
こ
れ

第
一
声

像
得
て
緊
な
り
。

だ
い
い
つ
せ
い

に

え

き
ん

現
代
語
訳

ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
の
相
手
を
し
て
い
る
最
中
に
、
思
わ
ず
プ
ゥ
っ
と
屁
を
放
い
た
。
恥
ず
か
し

へ

こ

く
て
堪
ら
ず
、
そ
の
場
を
取
り
繕
お
う
と
し
て
、
指
先
で
テ
ー
ブ
ル
の
表
面
を
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
擦

た
ま

こ
す

り
つ
け
、
プ
リ
プ
リ
プ
ッ
プ
ッ
と
オ
ナ
ラ
っ
ぽ
い
音
を
鳴
ら
し
た
。
す
る
と
、
お
客
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
ね
、
最
初
の
音
が
、
い
ち
ば
ん
オ
ナ
ラ
っ
ぽ
か
っ
た
よ
ん
。」

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
八
丁
裏
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形
体
部

し
ん
せ
ん

（
第
三
〇
二
話
、
二
〇
丁
裏
）
。
○
棹
面
响
［zhuō

m
iàn

xiǎng

］
＝
テ
ー
ブ
ル
の
表
面
（
ま
た
は
裏

面
）
で
（
指
先
を
擦
り
つ
け
て
）
音
を
鳴
ら
す
、
と
い
う
意
味
。「
棹
［zhuō

］
」
は
、
本
文
中
の
語

こ
す

「
桌
［zhuō

］
」（
テ
ー
ブ
ル
、
机
）
と
同
意
。
日
本
語
（
常
用
漢
字
）
で
は
「
卓
」
と
表
記
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
現
代
中
国
語
で
は
、「
卓
［zhuó

］
」（
卓
越
し
た
、
優
れ
た
）
と
「
桌
［zhuō

］
」（
「
棹
［zhuō

］
」
）

は
区
別
さ
れ
る
（
「
棹
」
は
使
用
し
な
い
）。
な
お
、「
棹
［zhào

］
」
は
、
本
来
「
舟
を
漕
ぐ
櫂
（
オ

ふ
ね

こ

か
い

ー
ル
）
」
の
意
。「
响
［xiǎng

］
」
は
、「
響
」
の
俗
字
。
な
お
、
現
代
中
国
語
で
は
「
响
」
を
正
字
（
簡

体
字
）
と
す
る
。
○
陪
客
［péikè

］
＝
「
陪
［péi

］
」
は
、「
連
れ
添
う
」「
お

相

伴
を
す
る
」「
お

し
よ
う
ば
ん

供
を
す
る
」
意
の
動
詞
。
本
話
を
収
録
す
る
和
刻
本
『
解
顔
新
話
』
は
、「
陪
［péi

］
」
を
「
倍
［bèi

］
」

と
誤
刻
し
て
い
る
。
「
陪
」
と
「
倍
」
は
、
日
本
語
で
は
同
じ
音
読
み
の
文
字
で
あ
る
が
、
中
国
語

で
は
、
両
者
は
発
音
も
語
義
も
異
な
る
。
『
解
顔
新
話
』
の
本
文
は
「
補
注
」
に
掲
載
す
る
。
和
刻

本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、「
陪
」
字
に
左
訓
「
シ
ヤ
ウ
バ
ン
」（
相
伴
）
を
附
す
。
○
撒
一
屁
［sā

yípì

］

＝
「
屁
を
（
一
発
）
放
つ
」「
オ
ナ
ラ
を
こ
く
」
と
い
う
意
味
。
和
刻
本
は
、「
撒
」
に
左
訓
「
ヒ
ル
」

（
放
る
）
を
附
す
。
○
自
覺
二

愧
ル

甚
一

＝
我
な
が
ら
恥
ず
か
し
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
い

ミ

エ

キ
ヲ

た
ま

う
意
味
。
和
刻
本
は
、「

自

ら
愧
る

甚

き
を
覚
え
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
一
般
的
な
訓
読
法

み
づ
か

は
づ

は
な
は
だ
し

お
ぼ

に
従
っ
て
「
こ
と
」
を
補
い
、「

自

ら
愧
る
こ
と

甚

き
を
覚
え
」
と
書
き
下
し
た
。
○
欲
シ

掩
二-

み
づ
か

は
づ

○

○

は
な
は
だ
し

お
ぼ

餙
一
レ

之
ヲ

＝
（
オ
ナ
ラ
を
し
た
こ
と
を
）
隠
そ
う
と
し
て
、
と
い
う
意
味
。「
掩
餙
［yǎnshì

］
」
は
、

セ
ン
ト

「
ご
ま
か
す
」「
覆
い
隠
す
」「
取
り
繕
う
」
意
の
動
詞
。「
餙
［shì

］
」
は
「
飾
」
の
古
字
。
な
お
、

和
刻
本
は
訓
点
を
微
妙
に
誤
刻
し
て
い
る
。
正
し
く
は
、「
欲
レ

掩
二

-

餙
之
一

」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
。

シ

セ
ン
ト

ヲ
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○
乃
假
将
指
頭
擦
桌
面
作
响
聲
＝
そ
こ
で
、
指
先
を
テ
ー
ブ
ル
に
擦
り
つ
け
、（
オ
ナ
ラ
み
た
い
な
、

こ
す

プ
ッ
プ
ッ
と
い
う
）
音
を
鳴
ら
し
て
、
と
い
う
意
味
。「
假
［jiǎ

］
」
は
、
こ
こ
で
は
「
偽
っ
て
」
と

い
う
意
味
。
本
物
の
オ
ナ
ラ
で
は
な
く
、
指
先
で
オ
ナ
ラ
の
よ
う
な
「
偽
り
の
」
（
音
を
鳴
ら
す
）

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
和
刻
本
は
、
「
擦
」
に
左
訓
「
サ
ス
ル
」（
擦
る
）
、「
响

聲
」
に
左
訓
「
ヒ
ヽ
キ
」
（
響
き
）
を
附
す
。
○
還
是
第
一
聲
像
淂
緊
＝
や
は
り
最
初
の
音
が
抜
群

に
（
本
物
の
オ
ナ
ラ
の
音
に
）
似
て
い
る
、
と
い
う
意
味
。「
還
是
［háishi

］
」
は
、
「
や
っ
ぱ
り
」

と
い
う
意
味
の
副
詞
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
「
像
［xiàng

］
」
は
、
「
似
て
い
る
」
と
い
う
意
味
の

動
詞
（
ま
た
は
形
容
詞
）
。
「
淂
［de

］
」
は
「
得
［de

］
」
の
異
体
字
。
中
国
原
本
（
京
都
大
学
附
属

図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
は
正
字
「
得
」
に
作
る
。「
得
」

は
、
程
度
補
語
の
構
文
を
作
る
構
造
助
詞
。「
緊
［jǐn

］
」
は
、「
甚
だ
し
い
」「
ひ
ど
い
」「
す
ご
い
」

と
い
う
意
味
の
程
度
副
詞
。「
很
［hěn

］
」「
甚
［shèn

］
」
な
ど
と
同
義
。「
像
得
緊
［xiàng

de
jǐn

］
」

は
、
「
動
詞
「
像
」
＋
構
造
助
詞
「
得
」
＋
程
度
補
語
「
緊
」」
と
い
う
構
文
を
作
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
「
（
指
先
で
鳴
ら
し
た
プ
ゥ
と
い
う
音
と
、
本
物
の
オ
ナ
ラ
の
プ
ゥ
と
い
う
音
と
が
）
『
似
て
お

り
（
「
像
」
）
』、
そ
の
似
て
い
る
程
度
が
『
甚
だ
し
い
（
緊
）
』
」
と
い
う
の
が
直
訳
。
こ
れ
を
意
訳
す

れ
ば
、
「
抜
群
に
似
て
い
る
」
と
な
る
。
同
様
の
構
文
は
、
例
え
ば
、
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
第
三
四

し
ん
せ
ん

三
話
「
獃
子
」
に
「
苦
到
不
苦
。
惹
得
満
口
渋
得
緊
着
哩
。
」（
苦
い
っ
て
言
う
ほ
ど
苦
く
は
な
い
ぞ
。

○

○

○

た
だ
口
の
中
が
滅
茶
苦
茶
渋
く
て
堪
ら
ん
の
じ
ゃ
。（
拙
訳
）
）、
同
第
一
七
五
話
「
罵
」
に
「
要
罵

め

ち
や

く

ち
や

た
ま

要
打
的
人
多
得
緊
在
那
裡
。
」
（
あ
そ
こ
に
は
、
怒
鳴
り
つ
け
た
り
殴
り
つ
け
た
り
す
る
人
が
大
勢
ご

○

○

○

っ
た
が
え
し
て
い
て
（
拙
訳
））
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、「
還
是
第

一
聲
像
淂
緊
」
全
体
に
、
左
訓
「
マ
ダ
シ
モ
ハ
ジ
メ
ノ
ガ
、
ヨ
ツ
ク
ニ
テ
ヲ
リ
マ
ス
」
を
附
す
。
こ

の
左
訓
は
、
も
は
や
語
注
で
は
な
く
、
一
文
全
体
の
翻
訳
と
な
っ
て
い
る
。

補
注こ

の
話
は
、
『
絶
纓
三

笑

』
巻
二
時
笑
・
調
語
四
六
（
第
二
九
一
話
「
椅
响
」
）
、
『
笑
府
』
巻

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

十
（
第
四
七
九
話
「
椅
响
」）
に
類
話
が
あ
る
。
『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府

（
下
）
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
）
を
参
照
。

『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
絶
纓
三

笑

』
と
『
笑

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

府
』
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
『
笑
林
広
記
』
の
本
文
は
、
『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
よ
り
口
語
的
に

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
、
『
絶
纓
三

笑

』
に
は
、
他
書
に
見
ら
れ

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

な
い
評
語
（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
拙
訳
を
附
す
。

唐
本
『
絶
纓
三

笑

』
第
二
九
一
話
（
明
・
万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、
巻
二
・
時
笑

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

・
調
語
四
六
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
二
二
丁
表
～
裏
）

椅
响

一
人
方
陪
客
。
偶
撒
一
屁
。
愧
甚
欲
掩
之
。
乃
連
以
指

磨
椅
面
作
响
。
客
曰
。
還
是
頭
一
聲
像
。

○

○

○

○

○

○

反
爲
所
覺
。
無
可
置
面
矣
。
小
人
敗
露
。
亦
復
似
此

○

○

○

○

○

○

○

○

椅
子
で
音
を
鳴
ら
す

あ
る
人
、
ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
の
相
手
を
し
て
い
る
最
中
に
、
思
わ
ず
オ
ナ
ラ
が
出
て
し

ま
っ
た
。
恥
ず
か
し
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ナ
ラ
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
、
指
で
椅

た
ま

子
の
表
面
を
こ
す
り
、
プ
ゥ
ッ
、
プ
プ
ゥ
ッ
と
、
立
て
続
け
に
音
を
鳴
ら
し
て
み
た
。
す
る

と
、
お
客
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
ね
、
最
初
の
音
が
、
い
ち
ば
ん
本
物
っ
ぽ
い
よ
ん
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
（
余
計
な
こ
と
を
し
た
た
め
に
、
最
初
の
音
だ
け
が
本
物
の
オ
ナ

ラ
で
あ
る
、
と
）
か
え
っ
て
感
づ
か
れ
て
し
ま
う
と
は
、
穴
が
あ
っ
た
ら
入
り
た

か
ろ
う
。
小
人
の
悪
事
が
露
見
す
る
の
も
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

唐
本
『
笑
府
』
第
四
七
九
話
（
明
・
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
巻
十
・
形
体
部
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
一
八
丁
裏
）

椅
响

一
人
方
陪
客
。
偶
撒
一
屁
。
愧
甚
。
欲
掩
之
。
乃
連
以
指
磨
椅

、
、
、
、
、
、

面
作
响
。
客
曰
。
還
是
苐
一
聲
像

、
、
、

○

○

○

○

○

○

ま
た
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙

本
）
に
収
録
さ
れ
、
『
笑
林
広
記
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
解
顔
新
話
』（
寛
政
六
年
（
一
七
九

四
）
序
）
に
、
日
本
語
訳
を
附
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
『
解
顔
新
話
』
所
収
の

日
本
語
訳
は
、
小

咄

本
『
即
当
笑

合

』
（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
）
に
、「
江
戸
小
咄
」
と

こ

ば
な
し
ぼ
ん

そ
く
と
う

え

あ
わ
せ

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 119 -
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し
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
再
録
さ
れ
て
い
る
。

和
刻
本
『
笑
府
』『
解
顔
新
話
』
『
即
当
笑

合

』
の
本
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
京
都
大
学
附
属
図
書
館

そ
く
と
う

え

あ
わ
せ

蔵
本
に
よ
っ
て
示
す
。
た
だ
し
、
『
即
当
笑

合

』
は
『
解
顔
新
話
』
の
板
木
を
流
用
し
た
も
の
で

そ
く
と
う

え

あ
わ
せ

あ
り
、『
解
顔
新
話
』
の
和
訳
部
分
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

和
刻
本
『
笑
府
』
第
八
八
話
（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
本
、
巻
上
、
一
九
丁
裏
）

一
人
方
ニ

陪
レ

客
ニ

偶
ゝ

撒
二

一
屁
一

愧
ル
コ
ト

甚
シ

欲
レ

掩
レ

之

乃
連
リ
ニ

以
レ

指
ヲ

磨
二

椅

ヲ

ン
ト

シ
キ
ヨ

子
一

作
レ

聲
ヲ

客
ノ

曰

還
タ

是
レ

第
一-

聲
ノ

像
也

ク
ロ
ク
ヲ

ニ

「
椅
子
」
に
「
キ
ヨ
ク
ロ
ク
」
と
い
う
左
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、「

曲

彔
（
椂
）
」
と
は
、
も

き
よ
く
ろ
く

と
も
と
禅
寺
で
用
い
ら
れ
た
法
会
用
の
椅
子
の
こ
と
。
江
戸
時
代
に
は
、
そ
れ
と
似
た
よ
う
な
形
の

ほ
う

え

腰
掛
け
が
、
出
産
時
に
も
使
用
さ
れ
た
と
い
う
（
『
誹
風
柳
多
留
』
第
五
四
編
「
十
月
目
に
曲
祿
へ

乗
る
山
の
神
」
）
。「
像
也

」
の
訓
は
、
原
本
の
ま
ま
。

ニ

和
刻
本
『
解
顔
新
話
』
第
四
二
話
「
卓
面
响
」（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
序
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
本
、
上
巻
、
二
丁
表
～
裏
）

卓
面
响

一-

人
方
倍
レ

客

偶
撒
二

一-

屁
一

自
覺
レ

愧
ヲ

甚
欲
レ

掩
二-

飾

ル

ヲ

之
一

乃
假
将
二

指-

頭
一

擦
卓-

面
一

作
二

响-

聲
一

客
ノ

曰

還
テ

是
レ

ヲ

ヲ

第-

一-

聲
像-

得-

好

一
人

客

の

倍

を
す
る

偶

屁
を
撒
る

愧

で
な
ら
ず

掩
飾

と

き
や
く

し
や
う
ば
ん

ふ
と

へ

ひ

き
の
ど
く

ま
ぎ
ら
か
さ
ふ

欲

て

指
の

頭

で

卓

子

の
面
を
擦
て

响

と
云
せ
る

客

の

お
も
ふ

ゆ
び

あ
た
ま

し
つ
ぽ
く
だ
い

う
ち

す
つ

ぐ
ふ
と

き
や
く

い
は
く

な
る
ほ
ど
第
一
声
に
好
像
ま
し
た

は
じ
め
の
へ

よ
く

に

和
刻
本
『
即
当
笑

合

』
第
八
二
話
「
卓
面
响
」
（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
序
、
供
与
大
学

そ
く
と
う

ゑ

あ
わ
せ

附
属
図
書
館
蔵
本
、
巻
四
、
一
四
丁
表
～
裏
）

卓
面
响

一
人

客

の

倍

を
す
る

偶

屁
を
撒
る

愧

で
な
ら
ず

掩
飾

と

き
や
く

し
や
う
ば
ん

ふ
と

へ

ひ

き
の
ど
く

ま
ぎ
ら
か
さ
ふ

欲

て

指
の

頭

で

卓

子

の
面
を
擦
て

响

と
云
せ
る

客

の

お
も
ふ

ゆ
び

あ
た
ま

し
つ
ぽ
く
だ
い

う
ち

す
つ

ぐ
ふ
と

き
や
く

い
は
く

な
る
ほ
ど
第
一
声
に
好
像
ま
し
た

は
じ
め
の
へ

よ
く

に

『
解
顔
新
話
』
に
は
、
誤
字
・
誤
訳
・
訓
点
の
欠
落
な
ど
、
問
題
と
な
る
箇
所
が
数
多
く
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
解
顔
新
話
』
全
注
釈
」（
平
成
二
一
～
二
三
年
度
、
科
学

研
究
費
補
助
金
・
成
果
報
告
書
「
中
国
笑
話
集
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」

課
題
番
号
二
一
五
二
〇
二
一
五
、
一
一
六
～
一
一
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
小

咄

本
『
落咄

は
つ
わ
ら
い
』
（
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
頃
序
、
小
本
一
冊
、
四
四
丁
、

こ

ば
な
し
ぼ
ん

全
三
十
七
話
、
『
噺
本
大
系
』
第
十
二
巻
所
収
）
に
も
、
次
の
よ
う
な
類
話
が
あ
る
（
島
田
大
助
氏

の
御
示
教
に
よ
る
）。

小

咄

本
『
落咄

は
つ
わ
ら
い
』（
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
頃
序
）

こ

ば
な
し
ぼ
ん

取
は
づ
し

下
女
の
お
さ
ん
が
、
竃
の
ま
へ
で
苧
を
う
ミ
な
が
ら
、
ブ
ウ
と
の
取
は
づ
し
。
は
つ
と
思
つ

か
ま

を

て
う
し
ろ
を
見
れ
バ
、
久
介
が
い
た
ゆ
へ
、
そ
し
ら
ぬ
顔
に
、
口
ま
ね
に
て
ま
ぎ
ら
か
さ
ん

と
、
口
に
て
ブ
ウ
ブ
と
い
ふ
と
、
久
介

後

で
、
な
る
程
。
お
さ
ん
ど
の
ハ

口
ま
ね
が
上
手

う
し
ろ

だ
。
は
じ
め
し
た
の
に

少
し
も
ち
が
わ
ぬ

こ
の
小

咄

で
は
、
下
女
が
オ
ナ
ラ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
口
真
似
で
オ
ナ
ラ
の
音
を
鳴
ら
し
て
い

こ

ば
な
し

く
ち

ま

ね

る
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
話
で
あ
る
。
年
代
的
に
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』
（
明
和
六
年
（
一
七
六
八
）

京
都
刊
、
半
紙
本
）
に
よ
る
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

余
説本

話
は
、『
訳
解
笑
林
広
記
』「
形
体
部
」（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
三
〇
話
。
前
話
「
路

上

屁
」

ろ

じ
よ
う

ひ

に
引
き
続
き
、「

屁

」
に
関
す
る
笑
い
話
の
第
二
話
で
あ
る
。

お
な
ら

「

屁

話

」
の
第
二
話
「
卓
面

響

」
は
、
客
人
を
接
待
し
て
い
る
最
中
に
、
プ
ゥ
っ
と
オ
ナ

お
な
ら
ば
な
し

た
く
め
ん
き
よ
う

ラ
を
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
取
り
繕
お
う
と
し
て
、
指
先
で
オ
ナ
ラ
の
よ
う
な
音
を
鳴
ら
し
て
み
た

が
、
か
え
っ
て
客
人
に
そ
れ
と
感
づ
か
れ
、
「
や
っ
ぱ
り
最
初
の
一
発
が
、
い
ち
ば
ん
オ
ナ
ラ
っ
ぽ
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か
っ
た
よ
。」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
話
。

こ
の
最
後
の
台
詞
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
「
最
初
の
一
発
以
外
は
、
す
べ
て
オ
ナ
ラ
の
音
に
は

せ
り
ふ

聞
こ
え
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
屁
を
取
り
繕
お
う
と
し
て
余
計
な
こ
と
を
し

た
た
め
に
、
本
物
の
屁
が
最
初
の
一
発
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
さ
せ
る
羽
目
に
陥
っ
た
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
可
笑
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

お

か

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、『
絶
纓
三

笑

』
の
編
者
の
コ
メ
ン
ト
に
指
摘

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

さ
れ
て
い
る
通
り
、
「
余
計
な
こ
と
を
し
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
悪
事
が
露
見
し
た
（
反
爲
所
覺
。

無
可
置
面
矣
。
小
人
敗
露
。
亦
復
似
此
）」
点
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

○

○

○

○

○

○

○

○

不
嘿
（
音
を
出
し
て
し
ま
う
）

ふ

も
く

126原
文

不
レ

嘿

各
ゝ

行
二

酒
令
一

要
二

嘿
飲

一

。
席-

中
有
二

撒
レ

屁
ヲ

者
一

。
令-

官
曰
。
不
レ

嘿
セ

。
罰
二

一
杯
一

。

フ

ヲ

ス
ダ
マ
ツ
テ
ノ
ム
セ
ン
コ
ト
ヲ

リ

ス
ル

ト
ウ
ト
リ

ダ
マ
ラ
ヌ

ス

ヲ

其
ノ

人
曰
ク

。
是
レ

屁
ノ

响
也

。
令
官
曰
ク

。
又
タ

不
レ

嘿
セ

。
再
ヒ

罰
二

一
杯
一

。
擧-

坐
為
レ

之
カ

。
大
笑
ス

。

ス

ヲ

メ
ニ

令
官
曰
ク

。
通-

座
皆
ナ

不
レ

嘿
セ

。
各
ゝ

罰
二

一
杯
一

。

セ
ン

ヲ

書
き
下
し
文

嘿
せ
ず

も
く

各

酒
令
を

行

ふ

嘿
飲
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
席

中

屁
を
撒
ず
る
者

有
り
。
令

官

曰
く
。
嘿

お
の
お
の

し
ゆ
れ
い

お
こ
な

も
く
い
ん

え
う

せ
き
ち
ゆ
う

へ

さ
ん

も
の

あ

れ
い
く
わ
ん

い
は

も
く

せ
ず
。
一
杯
を
罰
す
。
其
の
人

曰
く
。
是

屁
の

響

な
り
。
令

官

曰
く
。
又

嘿
せ
ず
。

再

い
つ
ぱ
い

ば
つ

そ

ひ
と

い
は

こ
れ

へ

ひ
び
き

れ
い
く
わ
ん

い
は

ま
た

も
く

ふ
た
た

び

一
杯
を
罰
す
。
挙
坐

之
が
為
に

大
笑
す
。
令

官

曰
く
。
通
座

皆

嘿
せ
ず
。

各

一
杯

い
つ
ぱ
い

ば
つ

き
よ

ざ

こ
れ

た
め

た
い
せ
う

れ
い
く
わ
ん

い
は

つ
う

ざ

み
な

も
く

お
の
お
の

い
つ
ぱ
い

を
罰
せ
ん
。

ば
つ

現
代
語
訳

（
酒
宴
に
出
席
し
た
）
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、「
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
ず
に
、
黙
っ
て
酒
を
飲
む
」
と

ひ
と
こ
と

い
う
酒
令
（
酒
宴
の
席
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
）
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
出
席
し
た
人
の
な

し
ゆ
れ
い

か
に
、
プ
ゥ
～
ッ
と
屁
を
放
い
た
者
が
い
た
。
酒
令
の
リ
ー
ダ
ー
（
審
判
役
）
は
言
っ
た
。

へ

こ

し
ゆ
れ
い

「
は
い
、
音
を
出
し
た
の
で
、
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
罰
と
し
て
、
酒
を
一
杯
飲
み
な
さ
い
。」

（
屁
を
放
い
た
）
そ
の
人
は
言
っ
た
。

へ

こ

「
い
や
、
今
の
は
オ
ナ
ラ
が
鳴
っ
た
の
で
す
（
し
ゃ
べ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ル
ー
ル
違
反

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
」

リ
ー
ダ
ー
は
言
っ
た
。

「
ほ
ら
、
ま
た
音
を
出
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
さ
ら
に
も
う
一
杯
、
罰
と
し
て
酒
を
飲

み
な
さ
い
。」

そ
れ
を
聞
い
て
、
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
は
、
皆
大
笑
い
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
言
っ
た
。

「
こ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
各
々
方
、
全
員
音
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
全
員
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

お
の
お
の
が
た

各
人
、
罰
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
酒
を
一
杯
ず
つ
飲
み
な
さ
い
。
」

注
○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
九
丁
表
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形
体
部

し
ん
せ
ん

（
第
三
〇
四
話
、
二
一
丁
表
）
。
○
不
嘿
［bú

m
ò

］
＝
「
黙
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
音
を

立
て
て
し
ま
う
」
と
い
う
意
味
。「
嘿
［m

ò

］
」
は
、「
黙
っ
て
い
る
」「
話
を
し
な
い
」
意
の
動
詞
。

「
黙
［m

ò

］
」
と
同
じ
。
和
刻
本
は
、
本
文
中
の
「
不
嘿
」
に
左
訓
「
ダ
マ
ラ
ヌ
」
（
黙
ら
ぬ
）
を

附
す
。
○
行
酒
令
［xíng

jiǔlìng

］
＝
酒
令
を
行
う
、
と
い
う
意
味
。「
酒
令
」
は
、
酒
宴
の
余
興

し
ゆ
れ
い

し
ゆ
れ
い

と
し
て
行
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
の
こ
と
（
第
一
二
四
話
「
路
上
屁
」
参
照
）
。「
令
官
［lìngguān

］
」
と
呼

ば
れ
る
リ
ー
ダ
ー
（
審
判
役
）
の
決
め
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ゲ
ー
ム
は
進
行
す
る
。
ゲ
ー
ム
の
内
容

は
、
出
席
者
全
員
に
順
番
に
詩
詞
を
作
ら
せ
る
も
の
や
、「
猜
拳
［cāi

quǎn

］
」
と
呼
ば
れ
る
「
拳

遊
び
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
二
四
三
話
「
譬
字
令
」
、
同
第
二

四
四
話
「
不
知
令
」
に
も
「
酒
令
」
に
関
す
る
話
が
あ
る
。
○
嘿
飲
［m

ò
yǐn

］
＝
「
黙
っ
て
酒
を

し
ゆ
れ
い

飲
む
」
と
い
う
意
味
。
語
義
と
し
て
は
、「
口
を
利
か
ず
に
（
酒
を
）
飲
む
」「
話
を
せ
ず
に
（
酒
を
）

飲
む
」
と
い
う
意
味
に
な
る
は
ず
だ
が
、「
令
官
」
は
「
嘿
」
と
い
う
語
を
「
（
し
ゃ
べ
ら
な
い
だ
け

で
な
く
一
切
の
）
音
を
立
て
ず
に
、
無
音
の
ま
ま
、
完
全
な
静
寂
を
守
り
な
が
ら
、
酒
を
飲
む
」
と

い
う
意
味
に
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
屁
を
放
い
た
」（
「
撒
屁
」）
だ
け
で
も
、
酒
令
の
ル
ー

へ

こ

ル
違
反
に
な
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。
左
訓
「
ダ
マ
ツ
テ
ノ
ム
」
（
黙
つ
て
飲
む
）
。
○
令
官

［lìngguān
］
＝
酒
令
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
取
り
仕
切
る
リ
ー
ダ
ー
（
審
判
役
）
の
こ
と
。
左
訓
「
ト

ウ
ト
リ
」（
頭
取
）
。
○
罰
一
杯
［fá

yìbēi

］
＝
罰
杯
と
し
て
酒
を
一
杯
飲
ま
せ
る
、
と
い
う
意
味
。

ば
つ
ぱ
い

「
酒
令
」
に
お
け
る
罰
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
○
是
屁
响
［shì

pì
xiǎng

］
＝
（
さ
っ
き
の
音
は
）
オ
ナ
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ラ
が
鳴
っ
た
の
で
す
よ
、
と
い
う
意
味
。「
响
［xiǎng

］
」
は
、「
響
［xiǎng

］
」
の
俗
字
。
な
お
、
現

代
中
国
語
で
は
「
响
」
が
正
字
（
簡
体
字
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
（
前
出
）。
○
舉
坐
［jǔ

zuò

］
＝

「
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
全
員
」「
満
座
の
人
」
と
い
う
意
味
。「
舉
座
［jǔ

zuò

］
」
と
同
意
。「
舉

（
擧
）
」
は
「
挙
」
の
正
字
（
旧
字
体
）
。
常
用
漢
字
「
挙
」
は
「
擧
」
の
略
字
で
あ
る
。
○
為
之
［w

èizhī

］

＝
「
こ
の
た
め
に
」「
こ
れ
が
た
め
に
」
と
い
う
意
味
（
文
語
）
。「
為
［w

èi

］
」
は
「
…
の
た
め
に
」

と
い
う
意
味
の
副
詞
。
和
刻
本
は
、
「
為
」
字
の
右
上
に
、
こ
の
文
字
の
発
音
が
去

声

（
第
四
声
）

き
よ
し
よ
う

で
あ
る
こ
と
を
示
す
声
調
符
号
を
附
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

平

声

（
第
二
声
）
の
「
為
［w

éi

］
」

ひ
よ
う
し
よ
う

（
動
詞
「
な
す
」
）
と
区
別
す
る
た
め
の
一
種
の
音
注
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
音
注
は
、
和
刻
本
の

施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。
○
通
座
［tōng

zuò

］
＝
満
座

と
お
や
ま

か

と
う

の
人
。「
舉
坐
［jǔ

zuò

］
」
と
同
意
。

補
注こ

の
話
は
、
『
絶
纓
三

笑

』
巻
二
時
笑
・
調
語
四
七
（
第
二
九
二
話
「
嘿
」
）
、
『
笑
府
』
巻
十

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

（
第
四
八
二
話
「
嘿
」
）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）
』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
四
一
頁
）
に
備
わ
る
が
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
微
妙
な
一

文
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
利
用
す
る
際
に
は
注
意
を
要
す
る
。

『
絶
纓
三

笑

』『
笑
府
』
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
文
を
対
校
す
れ
ば
、『
絶
纓
三

笑

』

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

と
『
笑
府
』
は
ほ
ぼ
同
文
、
『
笑
林
広
記
』
の
本
文
は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
口
語
的

に
書
き
直
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
『
絶
纓
三

笑

』
に
は
拙
訳
を
添
え
る
。
編
者
の
コ
メ
ン
ト
を

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

除
け
ば
、
『
笑
府
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
か
ら
、
松
枝
訳
と
の
微
妙
な
違
い
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

唐
本
『
絶
纓
三

笑

』
第
二
九
二
話
（
明
・
万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、
巻
二
時
笑
・

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

調
語
四
七
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
二
二
丁
裏
）

嘿

行
酒
令
要
嘿
乾
。
一
客
撒
屁
。
糾
之
曰
。
不
嘿
。
其
人
欲

辨
。
方
開
口
。
復
糾
曰
。
又
不
嘿

○

○

○

糾
撒
屁
以
不
嘿
。
未
奇
也
。
味
全
在
又
字

○

○

○

○

音
を
出
さ
な
い

「
音
を
立
て
ず
に
酒
を
飲
み
干
す
」
と
い
う
酒
令
（
宴
席
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
）
を
行
っ
た
。

し
ゆ
れ
い

す
る
と
、
一
人
の
客
人
が
屁
を
放
い
た
。（
酒
令
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
て
い
る
審
判
が
）

へ

こ

し
ゆ
れ
い

「
は
い
、
音
を
出
し
た
の
で
、
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
」
と
、
客
人
の
ミ
ス
を
咎
め
た
と
こ
ろ
、

と
が

そ
の
客
人
は
、

「
い
や
い
や
、
今
の
は
…
」

と
言
い
訳
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
今
度
は
客
人
が
口
を
開
い
た
途
端
、

と

た
ん

「
ほ
ら
、
ま
た
音
を
出
し
た
の
で
、
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
」

と
、
再
び
客
人
の
ミ
ス
を
咎
め
た
。

と
が

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
屁
を
放
い
て
、
プ
ゥ
っ
と
「
音
を
出
し
た
」
た
め
に
、
酒
令
の

へ

こ

し
ゆ
れ
い

ル
ー
ル
違
反
を
咎
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
ま
あ
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な

と
が

い
。
こ
の
話
の
面
白
さ
は
、
す
べ
て
「
ほ
ら
、
ま
た
」
と
い
う
一
語
に
係
っ
て

お
も
し
ろ

か
か

い
る
。

唐
本
『
笑
府
』
第
四
八
二
話
（
明
・
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
巻
十
・
形
体
部
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
一
九
丁
表
）

嘿

或
行
酒
令
。
要
嘿
乾
。
一
客
撒
屁
。
紏
之
曰
。
不
黙
。
其
人
欲
辨
。

方
開
口
。
復
紏
曰
又
不
嘿

、
、
、

、
、
、
、
○

○

松
枝
茂
夫
氏
は
、『
笑
府
』
所
収
話
の
冒
頭
を
、「
あ
る
人
、
酒
令
を
行
な
う
時
、
物
を
い
わ
ず
に

乾
杯
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
（
或
行
酒
令
。
要
嘿
乾
。
）
」
と
訳
し
て
い
る
（
岩
波
文
庫
『
全
訳
笑

府
（
下
）
』
一
九
八
三
年
二
月
、
一
四
一
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
訳
文
で
は
、
何
か
他
の
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
る
最
中
に
、
口
を
開
い
て
は
い
け
な
い
、
黙
っ
て
乾
杯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
命
令
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
中
国
語
の
原
文
「
行
酒
令
。
要
嘿
乾
。」
は
、「
酒
令
を

し
な
が
ら
黙
っ
て
飲
め
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
『
黙
っ
て
乾
杯
す
る
（
嘿
乾
）
』
と
い
う
酒
令

し
ゆ
れ
い

（
ゲ
ー
ム
）
を
行
っ
た
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

酒
宴
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
（
「
酒
令
」
）
の
ル
ー
ル
説
明
を
す
る
場
合
、『
訳
解
笑
林

し
ゆ
れ
い

広
記
』
で
は
、
第
一
二
四
話
「
路

上

屁
」
（
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
第
二
九
九
話
）
の
よ
う
に
、
「
昔

ろ

じ
よ
う

ひ

し
ん
せ
ん

有
三
人
行
令
。
要
上
山
見
一
古
人
。（
中
略
）
後
句
要
搃
結
前
後
二
句
。」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ

○

○

○

○
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る
。
本
話
「
不
嘿
」
に
見
ら
れ
る
「
行
酒
令
。
要
嘿
乾
。
」
と
い
う
一
文
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
構

ふ

も
く

○

○

○

○

造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙

本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
の
本
文
を
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
っ
て

示
す
。和

刻
本
『
笑
府
』
第
八
九
話
（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
本
、
巻
上
、
一
九
丁
裏
）

或
行
二

酒
令
一

要
二

嘿
乾
一

一-

客
撒
レ

屁
ヲ

紏
レ

之
曰

不-

黙

其
ノ

人
欲
レ

辨
ン
ト

ヲ

ス

ム
ゴ
ン

ヲ

シ
テ

方
ニ

開
レ

口
ヲ

復
紏
シ
テ

曰

又
不-

黙

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
三
一
話
。
第
一
二
四

話
「
路

上

屁
」
、
第
一
二
五
話
「
卓
面

響

」
に
続
い
て
、「

屁

」
に
関
す
る
笑
い
話
の
第
三
話
で

ろ

じ
よ
う

ひ

た
く
め
ん
き
よ
う

お
な
ら

あ
る
。

「

屁

話

」
の
第
三
話
「
不
嘿
」
は
、
前
々
話
の
「
路

上

屁
」
と
同
様
、
酒
宴
の
余
興
と
し
て

お
な
ら
ば
な
し

ふ

も
く

ろ

じ
よ
う

ひ

行
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
「
酒
令
」
を
扱
っ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。

し
ゆ
れ
い

さ
て
、
今
回
の
「
酒
令
」
の
ル
ー
ル
は
、「
誰
ひ
と
り
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

し
ゆ
れ
い

ひ
と
こ
と

う
も
の
。
と
こ
ろ
が
、
誰
か
が
プ
ゥ
っ
と
屁
を
放
い
て
し
ま
う
。
審
判
役
の
「
令
官
」
は
、
こ
れ
を

へ

こ

聞
き
漏
ら
さ
ず
、
厳
密
に
ル
ー
ル
を
適
用
し
、
屁
を
放
い
た
人
に
罰
杯
を
飲
ま
せ
る
。
し
か
し
、
屁

へ

こ

ば
つ
ぱ
い

へ

を
放
い
た
当
人
は
、
確
か
に
立
派
に
屁
は
放
い
た
も
の
の
、
「
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
は
い
な
い
」
の

こ

へ

こ

ひ
と
こ
と

だ
か
ら
、
ル
ー
ル
違
反
に
は
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
す
る
と
今
度
は
、
言
い
訳
を
し
た
こ
と
自

体
が
ル
ー
ル
違
反
に
該
当
し
、
さ
ら
に
も
う
一
杯
、
罰
杯
を
呷
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

ば
つ
ぱ
い

あ
お

そ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
た
周
り
の
人
た
ち
が
一
斉
に
大
笑
い
し
た
た
め
、
一
同
揃
っ
て
罰
杯

そ
ろ

ば
つ
ぱ
い

を
呷
る
仕
儀
と
は
相
な
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

あ
お

し

ぎ

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
誰
も
し
ゃ
べ
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
屁
を
放
い
た
だ
け
で
「
不
嘿

へ

こ

ふ

も
く

（
誰
ひ
と
り
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
は
い
け
な
い
）
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
抵
触
し
、
さ
ら
に
「
是
屁

ひ
と
こ
と

响
（
し
ゃ
べ
っ
た
の
で
は
な
く
、
屁
が
鳴
っ
た
だ
け
だ
）
」
と
弁
解
し
た
た
め
に
、
ま
た
も
や
ル
ー

、
、
、
、

へ

ル
違
反
に
な
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
周
り
の
人
た
ち
の
発
し
た
「
わ
は
は
は
は
」
と
い
う
笑
い
声

が
、
ま
た
し
て
も
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
余
計
な
こ
と
を
し
た
た
め
に
、
次
か
ら
次
へ

、
、
、
、
、

と
新
た
な
ル
ー
ル
違
反
を
犯
し
て
し
ま
う
可
笑
し
さ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

お

か

そ
の
意
味
で
は
、
前
話
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
『
絶
纓
三

笑

』
の
編
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

た
コ
メ
ン
ト
の
通
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

糾
撒
屁
以
不
嘿
。
未
奇
也
。
味
全
在
又
字

○

○

○

○

屁
を
放
い
て
、
プ
ゥ
っ
と
「
音
を
立
て
た
」
た
め
に
、
酒
令
の
ル
ー
ル
違
反
を
咎
め
ら
れ

へ

こ

し
ゆ
れ
い

と
が

た
、
と
い
う
の
は
、
ま
あ
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
話
の
面
白
さ
は
、
す

お
も
し
ろ

べ
て
「
ほ
ら
、
ま
た
」
と
い
う
一
語
に
係
っ
て
い
る
。

○

○

○

○

か
か

た
だ
、
少
し
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
の
は
、『
笑
林
広
記
』
本
文
に
は
、『
絶
纓
三

笑

』『
笑
府
』

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
話
の
「
続
き
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
放
屁
の
言
い
訳

を
し
た
た
め
に
罰
杯
を
呷
っ
た
後
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
が
大
笑
い
す
る
、
と
い
う
最

ぱ
つ
ぱ
い

あ
お

後
の
展
開
部
は
、『
絶
纓
三

笑

』
と
『
笑
府
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
の

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

編
者
は
、『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』
の
話
に
少
し
手
を
加
え
、
宴
会
の
席
で
の
酔
っ
払
い
た
ち
の
賑

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

に
ぎ

や
か
な
様
子
を
、
よ
り
生
々
し
く
活
写
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
楽
し
く
酒
を
飲

み
な
が
ら
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
い
る
、
少
々
下
品
な
下
ネ
タ
好
き
の
大
人
た
ち
の
、
リ
ア
ル

な
宴
会
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

怕
冷
（
寒
が
り
）

は

れ
い

127原
文

怕
レ

冷

或
人

問
フ

世-
間
何
ニ

物
カ

不
レ

怕
レ

冷
ヲ

。
曰
ク

鼻-

涕
。
天
寒
即
チ

出
ス

。
又
タ

問
フ

何
ニ

物
ソ

最
モ

怕
レ

冷
ヲ

。
曰
ク

ル

レ

ミ
ツ
バ
ナ

ル

サ
ム
ガ
ラ
ヌ

サ
ム
カ
ル

屁
也

。
纔

離
二

窟
臋
一

。
又
タ

向
二

鼻
孔
裡
一

鑚-

進
ス

。

マ
サ
ニ

レ
テ

シ
リ

ヲ

テ

ア
ナ

ニ
ハ
イ
リ

コ
ム

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 115 -
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書
き
下
し
文

冷
を
怕
る

れ
い

お
そ

或
ひ
と

問
ふ

世
間

何
物
か

冷
を
怕
れ
ざ
る
。
曰
く

鼻
涕
。
天

寒
け
れ
ば

即

ち
出
づ
。
又

あ
る

と

せ

け
ん

な
に
も
の

れ
い

お
そ

い
は

び

て
い

て
ん

さ
む

す
な
は

い

ま
た

問
ふ

何
物
ぞ

最

も
冷
を
怕
る
。
曰
く

屁
な
り
。
纔
か
に
窟
臋
を
離
れ
て
。
又

鼻
孔
裡
に

向

と

な
に
も
の

も
つ
と

れ
い

お
そ

い
は

へ

わ
づ

く
つ
で
ん

は
な

ま
た

び

こ
う

り

む
か
つ

て

鑽
進
す
。

さ
ん
し
ん

現
代
語
訳

あ
る
人
が
質
問
し
た
。

「
世
の
中
で
、
寒
さ
を
恐
れ
な
い
も
の
と
言
っ
た
ら
何
で
し
ょ
う
か
。」

答
え
て
言
う
。

「
そ
れ
は
鼻
汁
で
し
ょ
う
。
寒
い
と
き
、
す
ぐ
に
ピ
ュ
ー
ッ
と
飛
び
出
す
の
で
す
か
ら
。」

【
訳
者
注
】
鼻
汁
は
、
寒
く
な
る
と
鼻
の
穴
か
ら
外
に
出
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
ん
な
に

気
温
が
低
く
て
も
、
鼻
汁
は
寒
さ
を
恐
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
無
邪
気
に
外
に
飛
び

出
し
て
く
る
と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
る
と
、
今
度
は
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

「
そ
れ
で
は
逆
に
、
最
も
寒
さ
を
恐
れ
る
も
の
と
言
っ
た
ら
何
で
し
ょ
う
か
。」

答
え
て
言
う
。

「
そ
れ
は
、
オ
ナ
ラ
で
し
ょ
う
ね
。
オ
ナ
ラ
は
、
尻
の
穴
か
ら
出
た
途
端
、
す
ぐ
鼻
の
穴
に
向
か

っ
て
ブ
シ
ュ
ー
ッ
と
突
き
刺
さ
る
の
で
す
か
ら
。」

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
九
丁
表
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形
体
部

し
ん
せ
ん

（
第
三
〇
五
話
、
二
一
丁
表
）
。
○
怕
冷
［pà

lěng

］
＝
寒
さ
に
弱
い
。
寒
が
り
で
あ
る
。「
怕
［pà

］
」

は
「
怖
が
る
」
意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
は
、
本
文
中
の
「
怕
冷
」
二
字
に
左
訓
「
サ
ム

カ
ル
」（
寒
が
る
）
を
附
す
。
○
不
怕
冷
［bú

pà
lěng

］
＝
寒
さ
に
強
い
。
寒
が
り
で
は
な
い
。
左

訓
「
サ
ム
ガ
ラ
ヌ
」
（
寒
が
ら
ぬ
）
。
○
鼻
涕
［bítì

］
＝
鼻
水
。
鼻
汁
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左

訓
「
ミ
ツ
パ
ナ
」（
水
洟
）。
○
天
寒
即
チ

出
ス

＝
（
天
候
が
）
寒
い
と
き
、
す
ぐ
（
鼻
汁
が
）
出
る
、

と
い
う
意
味
。
和
刻
本
の
訓
点
に
従
っ
た
訓
読
「
天
寒

即
チ
出
ス
」
は
、
や
や
不
自
然
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
た
め
、

私

に
訓
み
換
え
、
「
天
寒
ケ
レ
バ

即

チ
出
ヅ
」（
寒
く
な
る
と
、
す
ぐ
に

わ
た
く
し

よ

か

て
ん
さ
む

す
な
は

い

出
て
く
る
）
と
書
き
下
し
た
。
○
纔
［cái

］
＝
「
わ
ず
か
に
」
「
今
し
が
た
」「
極
め
て
短
い
時
間
の

う
ち
に
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。
和
刻
本
は
右
傍
訓
「
マ
サ
ニ
」
を
附
す
が
、
通
常
は
「
わ
づ
か
に
」

と
訓
む
。
○
窟
臋
［kū

tún

］
＝
尻
。
け
つ
。
左
訓
「
シ
リ
」（
尻
）。
○
又
向
鼻
孔
裡
鑚
進
＝
（
屁

よ

が
肛
門
か
ら
出
た
後
）
今
度
は
、
鼻
の
穴
に
向
か
っ
て
、
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
入
り
込
む
、
と
い
う

意
味
。
「
鼻
孔
［bíkǒng

］
」
は
、
「
鼻
の
穴
」
の
意
。
「
裡
［li

］
」
は
、
名
詞
の
後
に
付
い
て
「
…
の

中
」
と
い
う
意
味
を
添
え
る
接
尾
辞
（
方
位
詞
）
。
和
刻
本
は
「
裡
」
の
左
側
を
「
礻
（
し
め
す
へ

ん
）
」
に
作
る
。
今
、
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
の
表
記
に
よ
り
改
め
た
。「
鑚
進
［zuān

jìn

］
」
は
、「
錐
で
穴
を
空
け
る
よ
う

き
り

に
、
潜
り
込
む
」
と
い
う
意
味
。
「
鑚
［zuān

］
」
は
、
「
錐
で
穴
を
空
け
る
」
意
の
動
詞
。
現
代
中

き
り

国
語
（
簡
体
字
）
で
は
「
钻
」
と
表
記
す
る
。「
進
［jìn

］
」
は
、
動
詞
の
後
に
置
か
れ
、
そ
の
動
作

が
外
側
か
ら
内
側
に
入
り
込
ん
で
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
る
方
向
補
語
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。

和
刻
本
は
、
「
孔
」
に
左
訓
「
ア
ナ
」
（
穴
）
、
「
鑚
進
」
に
左
訓
「
ハ
イ
リ
コ
ム
」
（
入
り
込
む
）
を

附
す
。

補
注こ

の
話
は
、
中
国
原
本
『
続
笑
林
評
』
第
二
四
八
話
（
内
題
「
続
笑
林
評
」
、
外
題
「
笑
林
評

下
」
）
に
類
話
が
あ
る
。『
続
笑
林
評
』
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
語
彙
や
表
現
は
部
分
的

に
異
な
る
が
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
拙
訳
を
添
え
る
。

唐
本
『
続
笑
林
評
』
第
二
四
八
話
（
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、
内
題
「
続
笑
林
評
」
、

外
題
「
笑
林
評

下
」、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
、
八
〇
丁
裏
）

兩
人
閒
論
世
間
何
物
為
不
怕
冷
。
一
人
曰
鼻
涕
寒
甚
即

、
、
、
、
、

出
是
不
怕
冷
者
。
又
問
何
物
是
怕
冷
者
。
曰
屁
纔
離
屎
窟

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

便
向
衆
人
鼻
裡
乱
鑚
。
是
最
怕
冷
者
。

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

凍
夫
涕
可
憐
紙
上
屁
可
咲
也
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

世
の
中
で
最
も
寒
さ
を
恐
れ
な
い
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
二
人
は
論
じ
合
っ
て

い
た
。
一
人
が
言
う
。
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「
鼻
汁
と
い
う
も
の
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
す
ぐ
に
外
に
飛
び
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
寒

さ
を
恐
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」

「
そ
れ
で
は
、
寒
さ
を
恐
れ
て
い
る
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
。」

「
屁
と
い
う
も
の
は
、
尻
の
穴
か
ら
出
た
途
端
、
一
目
散
に
大
勢
の
人
の
鼻
の
中
に
突
き
刺
さ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
最
も
寒
さ
を
恐
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
寒
さ
に
凍
え
（
愛
情
に
も
飢
え
）
て
い
る
夫
が
垂
ら
す
鼻
水
は

哀
れ
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
紙
の
上
に
放
た
れ
る
屁
（
の
よ
う
に
臭
い
陳
腐
な
文

章
）
は
笑
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

【
訳
者
注
】
右
の
コ
メ
ン
ト
は
、
「
鼻
水
」
と
「
屁
」
に

託

け
て
、
妻
の
尻
に
敷
か
れ

か
こ
つ

て
い
る
哀
れ
な
夫
（
お
そ
ら
く
は
「
烏
亀
［w

ūguī

］
」
と
呼
ば
れ
る
寝
取
ら
れ
亭

ウ
ー
ク
イ

主
）
に
同
情
の
念
を
示
し
つ
つ
、
屁
の
よ
う
に
臭
い
文
章
し
か
書
け
な
い
「
腐
儒
ふ

じ
ゆ

［fǔrú

］
」（
腐
れ
儒
者
）
を
揶
揄
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

や

ゆ

な
お
、
『
笑
林
広
記
』
所
収
話
は
、
『
中
国
笑
話
選

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』
（
東
洋
文
庫

、
24

平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
二
七
五
頁
）
、
中
国
古
典
文
学
大
系

『
歴
代
笑
話
選
』（
平
凡
社
、
一
九

59

七
〇
年
、
三
六
四
頁
）
に
、
松
枝
茂
夫
氏
に
よ
る
日
本
語
訳
が
備
わ
る
。

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
）
の
第
三
二
話
。
第
一
二
四

話
「
路

上

屁
」
、
第
一
二
五
話
「
卓
面

響

」
、
第
一
二
六
話
「
不
嘿
」
に
続
い
て
、
「

屁

」
に
関

ろ

じ
よ
う

ひ

た
く
め
ん
き
よ
う

ふ

も
く

お
な
ら

す
る
笑
い
話
の
第
四
話
で
あ
る
。
屁
の
よ
う
な
話
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
和

刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「

屁

話

」
は
、
こ
れ
で
最
後
で
あ
る
。
た
だ
し
、

お
な
ら
ば
な
し

中
国
原
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
四
・
形
体
部
に
は
、
和
刻
本
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
、
計
七
話
の

し
ん
せ
ん

「

屁

話

」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

お
な
ら
ば
な
し

さ
て
、「

屁

話

」
の
第
四
話
「
怕
冷
」
は
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
話
で
あ
る
。
世
の
中
で
、
最

お
な
ら
ば
な
し

は
く
れ
い

も
寒
さ
に
強
い
も
の
は
「
鼻
汁
（
鼻
涕
）」
で
あ
り
、
最
も
寒
さ
に
弱
い
も
の
は
「

屁

（
屁
）」
で

は
な
じ
る

お
な
ら

あ
る
と
言
う
。
そ
の

意

は
、
「
鼻
汁
」
は
、
外
が
ど
ん
な
に
寒
く
て
も
ズ
ル
ズ
ル
出
る
し
（
「
天
寒

こ
こ
ろ

は
な
じ
る

即
出
」
）
、
「

屁

」
と
き
た
ら
、
寒
さ
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
「
尻
か
ら
出
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
な
ら

一
目
散
に
鼻
の
穴
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
く
（
「
纔
離
窟
臋
。
又
向
鼻
孔
裡
鑚
進
。
」
）」
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
尻
の
穴
か
ら
出
た

屁

が
、
矢
の
よ
う
に
速
く
、
そ
し
て
勢
い

お
な
ら

よ
く
、
鼻
の
穴
に
突
き
刺
さ
る
さ
ま
を
、
面
白
可
笑
し
く
上
手
に
戯
画
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。

お
も
し
ろ

お

か

も
ち
ろ
ん
、
「
そ
れ
が
寒
さ
を
恐
れ
る
あ
ま
り
」
つ
ま
り
「
世
界
で
一
番
、
寒
さ
に
弱
い
せ
い
で
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
ば
や
く
鼻
の
穴
に
滑
り
込
む
、
な
ど
と
い
う
牽

強

附
会
な
「
こ
じ
つ
け
」
方
も
、
実
に
微
笑
ま

け
ん
き
よ
う

ふ

か
い

ほ

ほ

し
く
、
そ
の
よ
う
な
表
現
技
法
も
、
ま
た
こ
の
話
を
面
白
く
感
じ
さ
せ
る
一
つ
の
要
素
に
な
っ
て
い

お
も
し
ろ

よ
う
。

小

卵
（
小
さ
な
男
根
）

し
よ
う
ら
ん

128原
文

小
卵

一
人
命
レ

妻
ニ

做
レ

鞋
ヲ

而
シ
テ

小
也

。
怒
テ

曰
ク

。
你
チ

當
レ

小
ニ
ス

不
レ

小
ニ
セ

。
偏
ニ

小
在
二

鞋-

子
上
面
一

。

シ
テ

シ
メ

ク
ツ

キ
ハ
ニ

シ
テ

イ
コ
ジ
ト

ヲ
イ
テ
ス

ニ

妻
亦
タ

怒
テ

曰
ク

。
你
當
レ

大
ニ

不
レ

大
ニ
セ

。
偏
ニ

大
在
二

這
ノ

隻
ノ

脚
上
一

。

キ

シ
テ

ヲ
イ
テ
ス

ニ

書
き
下
し
文

小
卵

せ
う
ら
ん

一
人

妻
に
命
じ
て

鞋
を

做

し
め

而
し
て
小
な
り
。
怒

て
曰
く
。
你

当
に
小
に
す
べ
き
は
小

い
ち
に
ん

つ
ま

め
い

あ
い

つ
く
ら

し
か

せ
う

い
か
つ

い
は

な
ん
ぢ

ま
さ

せ
う

せ
う

に
せ
ず
し
て
。
偏

に

小
な
る
こ
と

鞋
子

上

面
に
在
て
す
。
妻

又

怒

て
曰
く
。
你

当
に
大

ひ
と
へ

せ
う

あ
い

し

じ
や
う
め
ん

お
い

つ
ま

ま
た

い
か
つ

い
は

な
ん
ぢ

ま
さ

だ
い

に
す
べ
き
は
大
に
せ
ず
し
て
。

偏

に

大
な
る
こ
と

這
の
隻
の

脚

上

に
在
て
す
。

だ
い

ひ
と
へ

だ
い

こ

せ
き

き
や
く
じ
や
う

お
い

現
代
語
訳

あ
る
男
、
妻
に
靴
を
作
る
よ
う
命
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
す
ぎ
た
た
め
、
怒
っ
て

く
つ

言
っ
た
。

「
お
前
と
き
た
ら
、
小
さ
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
大
き
い
く
せ
に
、
選
り
に
選
っ
て
靴

よ

よ

く
つ

だ
け
は
小
さ
い
ん
だ
な
。」

す
る
と
、
妻
も
ま
た
怒
っ
て
言
っ
た
。
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「
あ
ん
た
こ
そ
、
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
小
さ
い
く
せ
に
、
選
り
に
選
っ
て
こ
の

よ

よ

足
だ
け
は
大
き
い
ん
だ
ね
。」

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
形
体
部
（
三
九
丁
表
～
裏
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
四
・
形

し
ん
せ
ん

体
部
（
第
三
一
三
話
、
二
二
丁
裏
～
二
三
丁
表
）。
○
小
卵
［xiǎo

luǎn

］
＝
小
さ
な
ペ
ニ
ス
。「
卵

［luǎn

］
」
は
、
「
卵
子
」
（
女
性
生
殖
器
）
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
俗
語
で
は
「
睾
丸
」
「
男
根
」

ら
ん

し

（
男
性
生
殖
器
）
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
○
鞋
［xié

］
＝
靴
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左

く
つ

訓
「
ク
ツ
」（
靴
）
。
○
偏
小
在
鞋
子
上
面
＝
（
小
さ
い
方
が
よ
い
と
こ
ろ
は
小
さ
く
な
い
く
せ
に
）
選よ

り
に
選
っ
て
、
靴
だ
け
は
小
さ
い
、
と
い
う
意
味
。「
偏
［piān

］
」
は
、
「
わ
ざ
と
」
「
か
え
っ
て
」

よ

く
つ

「
意
固
地
に
な
っ
て
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。
相
手
の
期
待
や
客
観
的
状
況
に
敢
え
て
逆
ら
う
ニ
ュ

あ

ア
ン
ス
を
も
つ
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
は
、
「
偏
ニ

小
在
二

鞋-

子
上
面
一

」
と
施
訓
し
て

ヲ
イ
テ
ス

ニ

い
る
が
、
「

偏

に
小
」
と
い
う
訓
読
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
な
漢
文
訓
読
法
に
従

ひ
と
へ

せ
う

っ
て
「
こ
と
」
を
補
い
、
「

偏

に
小
な
る
こ
と
」
と
書
き
下
し
た
。
ま
た
、
和
刻
本
は
、「
偏
」
に

ひ
と
へ

せ
う

○

○

○

○

左
訓
「
イ
コ
ジ
ト
」
（
意
固
地
と
）
を
附
し
、
「
在
」
字
に
右
傍
訓
「
ヲ
イ
テ
ス
」
（
於
い
て
す
）
を

附
す
。
「
在
」
を
「
在
て
す
」
と
訓
む
の
も
珍
し
い
が
、
あ
り
得
な
い
訓
で
は
な
い
。
普
通
は
和
刻

お
い

よ

本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刻
、
半
紙
本
）
の
よ
う
に
、「
在
り
」
と
訓
む
。
和
刻

あ

よ

本
『
笑
府
』
の
本
文
は
「
補
注
」
に
掲
げ
る
。
な
お
、
和
刻
本
の
左
訓
に
見
え
る
「
意
固
地
と
」
と

い
う
語
は
、
や
や
熟
さ
な
い
言
い
回
し
だ
が
、
「
意
固
地
に
な
っ
て
」
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
○
偏
大
在
這
隻
脚
上
＝
（
大
き
い
方
が
よ
い
と
こ
ろ
は
大
き
く
な
い
く
せ
に
）
選よ

り
に
選
っ
て
、
こ
の
足
だ
け
は
大
き
い
、
と
い
う
意
味
。「
隻
［zhī

］
」
は
「
脚
」
な
ど
棒
状
の
も
の

よ

を
数
え
る
助
数
詞
（
量
詞
）。
現
代
中
国
語
（
簡
体
字
）
で
は
「
只
」
と
表
記
さ
れ
る
。

補
注こ

の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
（
第
四
七
二
話
「
問
卵
（
又
）
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本

語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
二
月
、
一
三
四
～
一
三
五
頁
）

を
参
照
。
『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
本
文
と
対
校
す
れ
ば
、

僅
か
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

唐
本
『
笑
府
』
第
四
七
二
話
（
明
・
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
巻
十
・
形
体
部
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
一
六
丁
表
～
裏
）

問
卵

一
官
升
職
歸
。
謂
妻
曰
。
我
的
官
又
大
些
了
。
妻
曰
。
官
大
。
不

知
此
物
也
大
些
否
。
官
曰
。
奶
々
。
左
右
我
的
大
。
你
也
大
了

、
、
、
、
、

、
、
、
、

又
一
人
命
妻
造
鞋
而
小
。
愠
曰
。
你
當
小
不
小
。
偏
小
在

、
、
、
、
、

、
、
、

鞋
子
上
。
妻
荅
曰
。
你
當
大
不
大
。
偏
大
在
脚
上

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

な
お
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙

本
二
巻
一
冊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
所
収
の
本
文
を
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

蔵
本
に
よ
っ
て
示
す
。

和
刻
本
『
笑
府
』
第
一
三
三
話
（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
半
紙
本
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
蔵
本
、
巻
下
、
八
丁
裏
）

一
人
命
レ

妻
ニ

造
レ

鞋
ヲ

而
シ
テ

小
ナ
リ

愠
テ

曰

你
當
レ

小
ナ
ル

不
レ

小
ナ
ラ

偏
ヘ
ニ

小
ナ
ル
コ
ト

在
二

鞋
子

ク
ツ

キ
ハ

上
一

妻
答
テ

曰

你
チ

當
レ

大
ナ
ル

不
レ

大
ナ
ラ

偏
ヘ
ニ

大
ナ
ル
コ
ト

在
二

脚
上
一

ニ

キ
ハ

ニ

ま
た
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
に
「
版
権
免
許
」
を
受
け
た
『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』（
蘭
厓
逸

史
（
岩
本
吾
一
）
纂
譯
、
金
櫻
堂
梓
）
に
、
本
話
の
日
本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、

『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』
の
訳
文
も
載
せ
て
お
く
。
引
用
は
架
蔵
本
に
拠
る
。

明
治
刊
本
『
一
奇

一
驚

開
巻
百
笑
』
第
八
三
話
（
蘭
厓
逸
史
（
岩
本
吾
一
）
纂
訳
、
明
治
一
九
年
（
一

八
八
六
）
版
権
免
許
、
四
二
頁
）

夫
婦
爭
論

フ
ウ
フ
ノ
イ
サ
カ
ヒ

一
人

妻
ニ
命
ジ
テ

鞋

ヲ
造
ラ
シ
ム

而
シ
テ
小
ナ
リ

怒
ツ
テ
曰
ク

爾
ヂ
當

メ
イ

ワ
ラ
ジ

ツ
ク

シ
カ

イ
カ

イ
ハ

マ
サ

ニ
小
ナ
ル
ベ
キ
小
ナ
ラ
ズ

偏
ヘ
ニ
小
ナ
ル
コ
ト
鞋
子

上

ニ
在
リ

妻

答
ヘ

セ
ウ

ヒ
ト

ア

シ

ジ
ヤ
ウ

コ
タ

ワ

ラ

ジ

テ
曰
ク

爾
ヂ
當
ニ
大
ナ
ル
ベ
キ
大
ナ
ラ
ズ

偏
ヘ
ニ
大
ナ
ル
コ
ト

脚

上

ニ

ナ
ン

マ
サ

ヒ
ト

キ
ヤ
ク
ジ
ヤ
ウ

ア

シ
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在
リ評

宜
シ
ク
代
ユ
ル
ニ
足
ヲ
以
テ
ス
ベ
シ

ヨ
ロ

カ

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
形
体
部
」
（
身
体
部
位
に
関
す
る
話
、
全
三
三
話
）
の
最
終
話
。

こ
こ
ま
で
「
屁
」
の
話
が
四
話
続
い
て
い
た
が
、
「
形
体
部
」
を
締
め
括
る
の
は
、
男
女
の
生
殖
器

し

く
く

に
関
す
る
痴
話
で
あ
る
。

内
容
が
内
容
だ
け
に
、
他
言
は
無
用
で
あ
ろ
う
。
本
話
で
は
、
男
女
の
生
殖
器
が
足
と
靴
に
喩

く
つ

た
と

え
ら
れ
て
い
る
。

遠
山
荷
塘
が
編
集
し
た
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
は
、
原
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
全
十
二

と
お
や
ま

か

と
う

巻
の
う
ち
、
巻
六
「
閨
風
部
」（
全
八
八
話
）
だ
け
が
、
一
巻
ま
る
ご
と
削
除
さ
れ
て
い
る
。「
閨
風
部
」

け
い
ふ
う

ぶ

け
い
ふ
う

ぶ

と
は
、
男
女
の
性
に
関
わ
る
話
ば
か
り
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
編
集
者
の
意
図
と
し
て
、
あ

ま
り
に
も
直
接
的
な
「
下
ネ
タ
話
」
は
意
識
的
に
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う

い
う
編
纂
意
図
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
話
「
小
卵
」
が
削
除
を
免
れ
、
し
っ
か
り
収
録
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
少
々
意
外
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
手
の
「
下
ネ
タ
話
」
は
、
中
国
笑
話
集
に
と
っ
て
、
否
、
古
今
東
西
、
世
界
中

い
な

の
笑
話
集
に
と
っ
て
、
避
け
て
は
通
れ
ぬ
、
そ
し
て
誰
し
も
が
心
の
奥
底
で
、
や
は
り
少
し
ほ
く
そ

笑
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
普
遍
的
な
話
柄
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
江
戸
時
代
の
教
養
人
に
と
っ
て
、
こ

の
手
の
話
を
採
録
し
、
書
物
仲
間
の
承
認
を
得
た
上
で
、
曲
が
り
な
り
に
も
「
漢
籍
」
（
本
来
は
学

術
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
書
籍
）
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
相
応
の
覚
悟
と
勇
気
が
必
要
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
、
今
も
昔
も
、
本
稿
の
注
釈
者
に
と
っ
て
も
、

変
わ
ら
な
い
。

殊
稟
部
（
「
生
ま
れ
つ
き
一
風
変
わ
っ
た
人
の
話
」
を
集
め
た
部
門
）

し
ゆ
ひ
ん

ぶ
作
揖
（

拱

手
の
御
辞
儀
を
す
る
）

さ
く
ゆ
う

き
よ
う
し
ゆ

お

じ

ぎ

129原
文殊

稟
部

作
レ

揖

両
親
家
相
二

遇
フ

于
途
一

。
一
ハ

性
急
也

。
一
ハ

性
緩
也

。
性
緩
ナ
ル

者
ノ

、
長-

揖
シ
テ

至
レ

地
ニ

。
口-

中
ニ

謝
シ
テ

曰
ク

。

ニ

リ

新
年
拜
レ

節
ヲ

奉
擾
シ

。
元-

宵
觀
レ

燈
ヲ

又
タ

奉-

擾
。
端-

午
看
二

龍
舟
一

。
中
秌
玩
レ

月
ヲ

。
重-

陽

シ
テ

オ
セ
ワ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ

ル

ウ
パ
イ
ロ
ン
ヲ

フ

賞
レ

菊
ヲ

。
節-

節
奉-

擾
。
未
二

曾
テ

報
荅
一

。
愧
チ

不
レ

可
レ

言
フ

。
及
二

説
キ

畢
テ

而
シ
テ

起
一

。
已
ニ

半
晌
也

ス

タ

セ

テ

ツ
ニ

ハ
ン
ト
キ

矣
。
性
急
ナ
ル

者

苦
二

其
ノ

太
タ

煩
一

。
早
ク

先
ツ

避
ケ

去
ル

。
性
緩
ナ
ル

者
視
レ

之
ヲ

不
レ

見
ヘ

。
問
レ

人
ニ

曰
ク

。

ミ

シ
キ
ヲ

テ

テ

敝-

親-

家
ハ

是
レ

幾
ク

旹
キ

去
リ

的

、
人
曰
ク

。
看-

燈
ノ

之
後
。
就
チ

不
レ

見
ヘ

了
。
已
ニ

去
テ

大-

半-

年
矣

。

ウ
ル
ソ

ハ
ン
ネ
ン
ア
マ
リ
ナ
リ

書
き
下
し
文

殊
稟
部

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

揖
を
作
す

い
ふ

な

両

親
家

途
に
相
遇
ふ
。
一
は

性

急
な
り
。
一
は

性

緩

な
り
。
性

緩

な
る
者
、

長

揖

り
や
う
し
ん

か

み
ち

あ
い

あ

い
つ

せ
い

き
ふ

い
つ

せ
い

く
わ
ん

せ
い

く
わ
ん

も
の

ち
や
う
い
ふ

し
て
地
に
至
り
。
口

中

に
謝
し
て
曰
く
。
新
年

節
を
拝
し
て

奉
擾
し
。
元
宵

灯

を
観
る

又

ち

い
た

こ
う
ち
ゆ
う

し
や

い
は

し
ん
ね
ん

せ
つ

は
い

ほ
う
ぜ
う

げ
ん
せ
う

と
も
し
び

み

ま
た

奉
擾
。
端
午

龍

舟
を
看
る
。

中

秋

月
を

玩

ぶ
。

重

陽

菊
を

賞

す
。
節
節

奉
擾
。
未

ほ
う
ぜ
う

た
ん

ご

り
よ
う
し
う

み

ち
ゆ
う
し
う

つ
き

も
て
あ
そ

ち
よ
う
や
う

き
く

し
や
う

せ
つ
せ
つ

ほ
う
ぜ
う

い
ま

だ

曽
て

報
答
せ
ず
。
愧
ぢ

言
ふ
べ
か
ら
ず
、
説
き

畢

て

而
し
て
起
つ
に

及

て
。
已
に

半

晌

か
つ

ほ
う
た
ふ

は

い

と

を
は
つ

し
か

た

お
よ
び

す
で

は
ん
し
や
う

な
り
。
性

急
な
る
者

其
の

太

だ

煩

し
き
を

苦

み
。
早
く

先

避
け
去
る
。
性

緩

な
る
者

せ
い

き
ふ

も
の

そ

は
な
は

わ
づ
ら
は

く
る
し

は
や

ま
づ

さ

さ

せ
い

く
わ
ん

も
の

之
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
。
人
に
問
て
曰
く
。
敝
親
家
は

是

幾
時

去
り
う
る
ぞ
、
人

曰
く
。
看
灯

こ
れ

み

み

ひ
と

と
ひ

い
は

へ
い
し
ん

か

こ
れ

い
く
と
き

さ

ひ
と

い
は

か
ん
と
う

の
後
。

就

ち

見
え
ず
。
已
に

去
て

大
半
年
な
り
。

の
ち

す
な
は

み

す
で

さ
つ

だ
い
は
ん
ね
ん

現
代
語
訳

嫁
の
父
親
と
婿
の
父
親
の
二
人
が
、
ば
っ
た
り
道
端
で
出
く
わ
し
た
。
一
人
は
せ
っ
か
ち
、
一

み
ち
ば
た

人
は
お
っ
と
り
。

さ
て
、
お
っ
と
り
し
た
方
が
、

拱

手
の
御
辞
儀
を
し
な
が
ら
、
地
面
に
届
く
か
と
思
わ
れ
る
ほ

き
よ
う
し
ゆ

お

じ

ぎ

ど
深
々
と
頭
を
下
げ
、
口
の
中
で
モ
ゴ
モ
ゴ
モ
ゴ
と
御
礼
を
述
べ
た
。

「
新
年
の
御
挨
拶
の
み
ぎ
り
、
た
い
へ
ん
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
元

宵

節
（
旧

げ
ん
し
よ
う
せ
つ
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暦
一
月
十
五
日
）
の
折
、
牡
丹
灯
籠
を
見
物
い
た
し
ま
し
た
折
に
も
、
た
い
へ
ん
御
馳
走
に
な
り

ぼ

た
ん
ど
う
ろ
う

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、
端
午
の
節
句
（
旧
暦
五
月
五
日
）
の
折
に
、
龍
舟
（
ペ
ー
ロ
ン
）
競

漕

き
よ
う
そ
う

を
観
戦
い
た
し
ま
し
た
折
に
も
、
そ
し
て
、
中
秋
節
（
旧
暦
八
月
十
五
日
）
に
お
月
見
を
い
た
し
ま

し
た
折
に
も
、
い
え
い
え

重

陽
節
（
旧
暦
九
月
九
日
）
に
菊
の
お
花
を
愛
で
ま
し
た
折
に
も
、
そ

ち
よ
う
よ
う
せ
つ

め

れ
ぞ
れ
節
句
ご
と
に
、
い
つ
も
い
つ
も
た
い
へ
ん
な
御
馳
走
に

与

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に

あ
ず
か

私
の
方
は
、
未
だ
に
大
し
た
お
返
し
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
こ
と
、
ま
こ
と
に
お
恥
ず
か
し
い
限
り

い
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
。」

こ
の
よ
う
に
、
か
く
も
長
々
し
い
口
上
を
述
べ
終
わ
り
、
ふ
と
顔
を
見
上
げ
た
そ
の
と
き
に
は
、

す
で
に
半
日
ば
か
り
経
過
し
て
い
た
。
せ
っ
か
ち
な
相
手
は
、
く
だ
ら
ぬ
挨
拶
に
う
ん
ざ
り
し
て
、

と
っ
く
の
昔
に
お
さ
ら
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
っ
と
り
し
た
男
は
、
相
手
の
姿
が
見
え
ぬ
の
で
、

「
わ
た
く
し
の
親
戚
の
あ
の
方
は
、
い
つ
ご
ろ
行
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
」

と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

た
ず「

『
（
元

宵

節
の
折
、
旧
暦
一
月
十
五
日
に
）
牡
丹
灯
籠
を
見
物
い
た
し
ま
し
た
と
き
に
も
』

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

ぼ

た
ん
ど
う
ろ
う

の
あ
た
り
か
ら
、
姿
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
か
れ
こ
れ
も
う
半
年
以
上
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
」

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
殊
稟
部
（
四
〇
丁
表
）
。
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
五
・
殊
稟
部

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

し
ん
せ
ん

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

（
第
三
二
二
話
、
一
丁
裏
）。
○
殊
稟
部
［zhū

bǐng
bù

］
＝
「
生
ま
れ
つ
き
一
風
変
わ
っ
た
人
の

話
」
を
集
め
た
部
門
。「
殊
［zhū

］
」
は
、「
通
常
と
は
異
な
る
」
意
。「
稟
［bǐng
］
」
は
、「
持
っ
て

生
ま
れ
た
も
の
」「
天
性
」
の
意
。『
笑
府
』
巻
六
「
殊
稟
部
」
に
同
名
の
部
門
が
あ
る
。
中
国
刊
本

『
新
鐫
笑
林
広
記
』
に
は
「
殊
稟
部
」
と
し
て
九
一
話
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
和
刻
本
は
そ
の
う

し
ん
せ
ん

ち
の
三
三
話
を
採
録
し
て
い
る
。
な
お
、
遠
山
荷
塘
は
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
「
譯

と
お
や
ま

か

と
う

解
笑
林
廣
記
目
次
」
（
一
丁
表
）
に
お
い
て
、「
殊
稟
部
」
を
「
癡
婿

呆
郎
ノ
類

天
賦
錯
配
ノ
モ

バ
カ
ム
コ

ヌ
ケ
サ
ク

ル
イ

ウ
マ
レ

ソ
コ
ナ
イ

ノ
ヽ
可
笑
コ
ト
ヲ
ア
ツ
ム
」（
馬
鹿
な
婿
、
間
抜
け
な
奴
、
ま
た
は
生
ま
れ
つ
き
お
か
し
な
人
間
に

オ
カ
シ
キ

む
こ

ま

ぬ

関
す
る
笑
い
話
を
収
録
す
る
）
と
説
明
し
て
い
る
。
○
作
揖
［zuò

yī

］
＝

拱

手
の
礼
を
行
う
、
と

き
よ
う
し
ゆ

い
う
意
味
。
「

拱

手
の
礼
」
は
、
両
手
を
胸
の
前
で
合
わ
せ
、
敬
意
を
表
す
る
こ
と
。
明
清
時
代

き
よ
う
し
ゆ

の
中
国
に
お
け
る
御
辞
儀
。
○
親
家
［qìngjia

］
＝
婚
姻
に
よ
っ
て
生
じ
た
両
家
の
親
同
士
の
呼
称
。

お

じ

ぎ

嫁
の
親
と
婿
の
親
が
、
互
い
に
「
親
家
［qìngjia

］
」
「
親
翁
［qìngw

ēng

］
」
な
ど
と
呼
び
合
う
。
こ

の
意
味
の
場
合
、
「
親
［qìng

］
」
は
、
通
常
の
「
親
［qīn

］
」
と
は
異
な
る
音
で
読
ま
れ
る
点
に
注

意
。
○
長
揖
［cháng

yī

］
＝
両
手
を
組
み
合
わ
せ
、
胸
の
前
で
上
下
に
動
か
す
中
国
の
旧
式
礼
法
。

標
題
「
作
揖
［zuò
yī

］
」
と
同
義
。
こ
こ
で
は
「
長
揖
至
地
」
と
あ
る
の
で
、
両
手
を
合
わ
せ
た
ま

ま
の
状
態
で
腰
を
曲
げ
、
両
袖
の
裾
が
地
面
に
届
く
ま
で
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
。
○
拜
節
［bài

jié

］
＝
節
句
の
挨
拶
を
す
る
、
と
い
う
意
味
。「
節
句
」
は
、
中
国
語
で
「
佳
節

［jiājié

］
」
と
言
う
。
「
拜
」
は
「
拝
」
の
正
字
（
旧
字
体
）
。
常
用
漢
字
「
拝
」
は
「
拜
」
の
略
字

で
あ
る
。
○
奉
擾
［fèng

rǎo

］
＝
御
馳
走
に
な
る
、
と
い
う
意
味
。
左
訓
「
オ
セ
ワ
ニ
ナ
リ
マ
シ

タ
」
（
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
）
。
な
お
、
和
刻
本
は
、「
奉
」
字
の
下
に
レ
点
を
附
し
、「
奉
レ

擾
シ

」

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
レ
点
は
誤
刻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
削
除
し
た
。
○
元
宵
［yuánxiāo

］

＝
旧
暦
一
月
十
五
日
の
「
元

宵

節
［yuánxiāo

jié

］
」
の
こ
と
。
現
代
中
国
に
お
い
て
も
、「
元
宵

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

節
」
に
は
「
元
宵
」
と
呼
ば
れ
る
「
餡
入
り
饅

頭

」
を
食
べ
る
風
習
が
あ
る
。
○
観
燈
［guān

dēng

］

あ
ん

い

ま
ん
じ
ゆ
う

＝
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
灯
籠
（
日
本
の

提

灯
の
よ
う
な
も
の
）
を
見
て
楽
し
む
、
と
い
う

と
う
ろ
う

ち
よ
う
ち
ん

意
味
。
「
元
宵
節
」
の
お
祭
り
の
行
事
。
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京

都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
も
和
刻
本
も
、
「
観
」
字
の
左
上
を
「
共
」
の
よ
う
な
形
に

刻
し
て
い
る
。
今
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
入
力
が
可
能
な
常
用
漢
字
「
観
」
で
代
用
し
た
。
な
お
、

元
宵
節
の
灯
籠
に
つ
い
て
は
、
仮
名
草
子
『

伽

婢
子
』
巻
之
三
「
牡

丹

灯
籠
」（
寛
文
六
年
（
一

お
と
ぎ
ぼ
う

こ

ぼ

た
ん
の
と
う
ろ
う

六
六
六
）
刊
）
の
記
述
が
非
常
に
参
考
に
な
る
。
○
端
午
［duānw

ǔ

］
＝
旧
暦
五
月
五
日
の
「
端

午
節
［duānw

ǔ
jié

］
」
の
こ
と
。
日
本
で
も
「
端
午
の
節
句
」
と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
○
龍
舟
［lóngzhōu

］

＝
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
。
船
首
に
龍
の
頭
を

象

っ
た
、
ス
ピ
ー
ド
競
技
用
の
細
長
い
ボ
ー
ト
。
明
清

か
た
ど

時
代
の
中
国
で
は
、
端
午
の
節
句
に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
以
来
、
長

崎
で
も
、
旧
暦
の
五
月
五
日
と
六
日
に
同
様
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ト
」
レ
ー
ス
は
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
一
帯
に
お
い
て
、
今
な
お
行
わ
れ
て
お
り
、
今
日

の
日
本
で
は
、
長
崎
・
沖
縄
・
相
生
（
兵
庫
県
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
で
は
「
ペ
ー
ロ
ン

あ
い
お
い

競
漕
」
、
沖
縄
糸
満
で
は
「
ハ
ー
リ
ー
」
、
兵
庫
県
相
生
市
で
は
「
ペ
ー
ロ
ン
祭
」
と
呼
ば
れ
て
い

あ
い
お
い

し

る
。
「
ペ
ー
ロ
ン
」
と
は
、
相
生
市
に
よ
れ
ば
「
白
龍
［báilóng

］
」
の
中
国
音
「
パ
イ
ロ
ン
」
が

あ
い
お
い

し

な
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
「
飛
龍
［fēilóng

］
」「
划
龍
」［huálóng

］
「
扒
龍
［pálóng

］
」「
爬
龍

［pálóng
］
」
と
い
う
語
に
基
づ
く
と
い
う
説
も
あ
る
。
長
崎
に
伝
わ
っ
た
の
は
福
建
地
方
の
風
習

で
あ
り
、
福
建
で
は
こ
の
種
の
舟
を
「
爬
龍
船
［pá

lóng
chuán

］
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
語
が
、
長
崎
・
沖
縄
の
「
ペ
ー
ロ
ン
」
「
ハ
ー
リ
ー
」
の
語
源
と
考
え
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

な
お
、
広
東
地
区
で
は
、
今
日
こ
れ
を
「
扒
龍
船
」
と
称
す
る
（
「
爬
」
「
扒
」
は
同
音
字
）
。
和
刻
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本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、「
龍
舟
」
に
左
訓
「
パ
イ
ロ
ン
」
を
附
す
。
ま
た
、
『
甲
子
夜
話
』
巻
七

〔
九
〕
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
長
崎
に
パ
イ
ロ
ン
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
是
は
漢
土
の
競

渡
な
り
。
崎
俗
は
競
船
と
書
す
。
（
中
略
）
年
々
定
日
、
五
月
五
日
六
日
両
日
に
し
て
、
朝
五
つ
前

に
始
り
、
夕
は
暮
に
及
ん
で
止
む
。
」
（
東
洋
文
庫
３
０
６
『
甲
子
夜
話
１
』
、
中
村
幸
彦
・
中
野
三

敏

校
訂
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
四
月
、
一
一
六
～
一
一
七
頁
）。
さ
ら
に
、『
清
俗
紀
聞
』（
寛
政

十
一
（
一
七
九
九
）
年
刊
）
に
は
、
福
建
地
方
の
「
龍
船
」
「
福
建
競
渡
船
」
に
関
す
る
詳
細
な
図

解
説
明
が
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
（
巻
一
、
一
七
丁
裏
～
一
九
丁
裏
、
引
用
は
九
州
大
学
附
属

図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。
東
洋
文
庫

『
清
俗
紀
聞
１
』
、
中
川
忠
英
著
、
孫
伯
醇
・
村
松
一
弥
編
、

62

平
凡
社
、
一
九
六
六
年
三
月
、
図
版
一
六
～
一
八
頁
、
本
文
四
三
～
四
七
頁
参
照
）
。「
朔
日
よ
り
六

日
迄
迠
江
湖
あ
る
地
方
ハ
数
艘
の
竜
船
を
浮
へ
競
渡
す
船
は
長
さ
五
六
間
幅
程
艗
に
竜
頭
艫
に
竜
尾

を
造
り
船
の
全
体
に
竜
鱗
を
画
き
都
て
彩
色
を
加
へ
竜
の
水
上
に
浮
た
る
勢
に
像
る
表
に
表
に
牌
楼

あ
り
〔
（
割
注
）
是
を
竜
門
と
い
ふ
〕
其
上
に
涼
傘
を
竪
て
四
方
に
旗
数
本
を
竪
列
ね
次
に
亭
を
儲

其
上
に
も
涼
傘
有
亭
の
両
脇
に
ハ
欄
干
を
構
足
に
旗
数
本
を
竪
並
へ
艫
に
は
大
旗
一
本
竜
尾
の
上
に

斜
に
挿
傾
色
々
」。
○
中
秌
［zhōngqiū

］
＝
旧
暦
八
月
十
五
日
の
「
中
秋
節
［zhōngqiū

jié

］
」
の

こ
と
。
現
在
の
日
本
に
お
い
て
も
、「
中
秋
の
名
月
」
と
し
て
月
見
を
す
る
風
習
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

「
秌
」
は
「
秋
」
の
本
字
。
○
重
陽
［chóngyáng

］
＝
旧
暦
九
月
九
日
の
「

重

陽
の
節
句
」
の
こ

ち
よ
う
よ
う

と
。
陽
数
の
極
で
あ
る
「
九
」
が
二
つ
重
な
る
日
（
九
月
九
日
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
言
う
。
ま
た
「
菊

の
節
句
」
と
も
言
う
。
○
節
節
［jié

jié

］
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
節
句
ご
と
に
、
と
い
う
意
味
。
和
刻
本

は
、「
節
」
字
の
「
た
け
か
ん
む
り
」
を
「
く
さ
か
ん
む
り
」
に
作
り
、
さ
ら
に
「
く
さ
か
ん
む
り
」

を
左
上
に
小
さ
く
刻
し
て
い
る
（
異
体
字
）
。
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
は
正
字
「
節
」
に
作
る
。
○
報
荅
［bào

dá

］
＝
（
御
馳

走
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
）
お
返
し
を
す
る
。
返
礼
を
す
る
。
「
荅
」
は
「
答
」
の
異
体
字
。
○

愧
不
可
言
［kuì

bù
kě

yán

］
＝
何
と
も
言
え
な
い
く
ら
い
に
恥
ず
か
し
い
、
と
い
う
意
味
。
○
半

晌
［bàn

shǎng

］
＝
原
義
は
「
半
日
」
。「
あ
ま
り
に
も
長
い
時
間
」
を
表
す
誇
張
表
現
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。
左
訓
「
ハ
ン
ト
キ
」
（
半
時
）
。
「
半
時
」
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
で
用
い
ら
れ
た
時

は
ん
と
き

間
の
単
位
。「
一
時
」
は
現
在
の
「
約
二
時
間
」
、「
半
時
」
は
現
在
の
「
約
一
時
間
」
に
相
当
す
る
。

い
つ
と
き

は
ん
と
き

○
視
之
不
見
［shì

zhī
bú

jiàn

］
＝
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
目
は
開
い
て
い
た
は
ず
だ
が
、（
心
が
こ

み

み

こ
に
な
か
っ
た
た
め
）
気
が
つ
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
。『
大
学
』
章
句
伝
七
章
「
心
不
在
焉
、

視
而
不
見
、
聴
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。
（
心
こ
こ
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
聴
け

ど
も
聞
こ
え
ず
、
食
ら
え
ど
も
そ
の
味
は
ひ
を
知
ら
ず
。
）
」
に
よ
る
。「
視
而
不
見
」
と
い
う
語
は
、

「
よ
く
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
、
視
て
も
見
え
な
い
、
聴
い
て
も
聞
こ
え
な
い
」
「
不
注
意
の
た
め

に
気
づ
か
な
い
」
と
い
う
意
味
の
成
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
現
代
中
国
語
で
も
、
「
視
之
不
見
、

聴
之
不
聞
」「
視
而
不
見
、
聴
而
不
聞
」
な
ど
と
言
う
。
和
刻
本
は
、
「
視
レ

之
ニ

不
レ

見
ヘ

」
と
施
訓
す

テ

る
が
、
文
意
に
よ
り
訓
点
を
改
め
、
さ
ら
に
「
見
へ
」
の
「
へ
」
を
規
範
的
な
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
見
え
」

○

○

に
改
め
て
書
き
下
し
た
。
○
敝
親
家
［bì

qìngjia

］
＝
わ
た
く
し
の
姻
戚
の
方
は
、
と
い
う
意
味
。

「
敝
［bì

］
」
は
、
謙
遜
の
自
称
「
わ
た
く
し
の
」
と
い
う
意
味
。
「
親
家
［qìngjia

］
」
は
前
出
。
○

是
幾
旹
去
的
＝
い
つ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
、
と
い
う
意
味
。「
旹
」
は
「
時
」
の
古
字
。「
幾

時
［jǐshí

］
」
は
、
現
代
中
国
語
「
什
么
时
候
［shénm

e
shíhou

］
」（
い
つ
）
の
文
語
表
現
。「
是
…

的
」
は
、
過
去
に
あ
っ
た
出
来
事
を
取
り
立
て
て
言
う
強
調
構
文
。「
（
…
は
）
～
し
た
の
で
す
」
と

い
う
意
味
を
表
す
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
こ
の
文
で
は
、「
幾
時
去
（
い
つ
行
っ
た
）
」
と
い
う
出

来
事
を
取
り
立
て
て
強
調
し
て
い
る
。
な
お
、
和
刻
本
は
、
文
末
の
「
的
」
を
「
ウ
ル
ソ
」
と
訓
読

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
般
的
な
読
み
方
で
は
な
い
。
古
典
的
な
訓
読
法
に
対
応
で
き
な
い
「
白
話
」

語
彙
に
対
す
る
遠
山
荷
塘
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
○
看
燈
之
後
＝
（
旧
暦
一
月
十
五
日
の
元

宵

節
に

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

飾
ら
れ
る
）
灯
籠
を
見
た
後
、
と
い
う
意
味
。「
燈
」
は
「
灯
」
の
本
字
。
和
刻
本
は
、「
後
」
字
の

と
う
ろ
う

「
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
」
を
「
さ
ん
ず
い
」
に
作
る
（
異
体
字
）
。
中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七

六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
は
正
字
「
後
」
に
作
る
。
○
大
半
年

［dà
bàn

nián

］
＝
半
年
余
り
。
半
年
以
上
。
左
訓
「
ハ
ン
ネ
ン
ア
マ
リ
ナ
リ
」（
半
年
余
り
な
り
）
。

補
注『

笑
林
広
記
』
所
収
の
本
話
は
、
中
国
古
典
文
学
大
系

『
歴
代
笑
話
選
』
（
松
枝
茂
夫
訳
、
平

59

凡
社
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
三
六
四
～
三
六
五
頁
）
、
現
代
教
養
文
庫
７
６
７
『
中
国
笑
話
集
』（
村

山
吉
廣
訳
編
、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
二
年
十
二
月
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
）
に
翻
訳
が
あ
り
、
東

洋
文
庫

『
中
国
笑
話
選
』（
松
枝
茂
夫
・
武
藤
禎
夫

編
訳
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
八
月
、
二
七

24

七
頁
）
に
、
こ
の
話
の
日
本
語
訳
と
し
て
江
戸
小

咄

『
笑
顔
は
じ
め
』
第
二
二
話
「
長
口
上
」
の

こ

ば
な
し

本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
洋
文
庫

『
中
国
笑
話
選
』
の
注
に
、
「
十
返
舎
一
九
「
お

24

し
や
べ
り
の
客
饗
応
」
（
落
咄
見
世
開
・
文
化

十

三
）
は
、
こ
れ

の

換
骨
奪
胎
し
た
も
の
。
」

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
『
落
咄
見
世
び
ら
き
』
（
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
正
月
序
）
は
、
『
噺
本
大

系
（
第
十
四
巻
）
』（
武
藤
禎
夫
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
八
月
）
に
翻
刻
が
備
わ
る
。
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こ
の
話
は
、
中
国
刊
本
『
絶
纓
三

笑

』
巻
一
時
笑
・
澹
語
一
八
（
第
一
八
話
「
性
緩
」
）
、
朝

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

た
ん

ご

鮮
刊
本
『

鍾

離
葫
蘆
』
に
類
話
が
あ
る
。
『
絶
纓
三

笑

』
『

鍾

離
葫
蘆
』
の
本
文
は
以
下
の
通

し
よ
う

り

こ

ろ

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

し
よ
う

り

こ

ろ

り
で
あ
る
。『
絶
纓
三

笑

』
の
引
用
は
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
に
よ
り
、
『

鍾

離
葫
蘆
』
の
引

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

し
よ
う

り

こ

ろ

用
は
、『
朝
鮮
所
刊
中
国
珍
本
小
説
叢
刊
８
』（
孫
遜
・
朴
在
淵
・
潘
建
国

編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
所
載
の
影
印
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
内
容
は

概

ね
同
じ
だ
が
、
文
章
は
僅
か

お
お
む

に
異
同
が
あ
る
。
『
絶
纓
三

笑

』
に
は
拙
訳
を
添
え
て
お
く
。
な
お
、
韓
国
・
高
麗
大
学
校
の
崔

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

チ
エ

溶

澈

氏
の
研
究
に
よ
り
、
朝
鮮
刊
本
『

鍾

離
葫
蘆
』
は
、『
絶
纓
三

笑

』
が
中
国
で
刊
行
さ
れ

ヨ
ン
チ
ヨ
ル

し
よ
う

り

こ

ろ

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

て
間
も
な
く
、
僅
か
に
文
字
の
修
正
や
語
注
を
加
え
た
上
、
朝
鮮
国
内
で
板
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
『

鍾

離
葫
蘆
』
に
つ
い
て
は
、
「
『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈
」
第
一
二

し
よ
う

り

こ

ろ

〇
話
「
過

橋

嚔
」
の
補
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

か

き
よ
う
て
い

唐
本
『
絶
纓
三

笑

』
第
一
八
話
（
明
・
万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
、
巻
一
、
時
笑
・
澹
語

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

た
ん

ご

一
八
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
、
一
二
丁
表
～
裏
）

性
緩

兩
親
翁
一
性
急
。
一
性
緩
。
相
遇
于
途
而
揖
。
性
緩
者

、
、
、

、
、
、

因
揖
而
謝
其
禮
意
之
綢
叠
曰
。
正
月
承
親
家
如
何
。

二
月
又
承
親
家
如
何
。
逓
數
至
十
二
月
終
。
乃
起
。
則、

親
家
已
去
遠
矣
。
駭
曰
。
親
家
幾
時
去
了
。
旁
人
曰
。
正

、
、
、
、
、
、

○

二
月
間
已
去
了

○

○

○

○

○

○

施
者
倦
矣
謝
者
未
厭

○

○

○

○

○

○

○

○

お
っ
と
り
し
た
性
格

嫁
の
父
親
と
婿
の
父
親
は
、
一
人
は
せ
っ
か
ち
な
性
格
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
お
っ
と
り

し
た
性
格
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
人
、
道
端
で
ば
っ
た
り
出
会
い
、（
お
互
い
に
両
袖
の
中
に
手
を
入
れ
て
）

拱

手

み
ち
ば
た

き
よ
う
し
ゆ

の
礼
を
交
わ
し
た
。
お
っ
と
り
し
た
性
格
の
父
親
は
、
両
袖
を
上
げ
、
頭
を
下
げ
た
ま
ま
、

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
な
が
ら
、
の
ら
り
く
ら
り
と
長
々
し
い
口

上

を
述
べ
た
。
「
正
月
に

こ
う
じ
よ
う

は
、
姻
戚
の
方
々
か
ら
御
丁
寧
な
御
挨
拶
を

賜

り
ま
し
て
」
云
々
だ
の
、
「
二
月
に
は
、
こ

た
ま
わ

う
ん
ぬ
ん

れ
ま
た
姻
戚
の
方
々
か
ら
御
丁
寧
な
御
挨
拶
を

賜

り
ま
し
て
」
云
々
と
、
一
月
の
挨
拶
か
ら

た
ま
わ

う
ん
ぬ
ん

始
ま
っ
て
、
一
つ
一
つ
順
番
に
月
を
数
え
、
十
二
月
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
挨
拶
は
終
わ
っ

た
。
そ
う
し
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
頭
を
上
げ
た
と
き
に
は
、
相
手
の
姻
戚
筋
の
爺
さ
ん
は
、

じ
い

と
っ
く
の
昔
に
立
ち
去
っ
て
、
も
う
そ
の
場
に
は
い
な
か
っ
た
。
こ
ち
ら
の
爺
さ
ん
は
び
っ

じ
い

く
り
し
て
、

「
あ
ん
り
ま
あ
、
姻
戚
の
爺
さ
ん
は
、
い
つ
立
ち
去
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
じ
ゃ
。」

じ
い

と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
ば
に
い
た
人
は
、
こ
う
言
っ
た
。

た
ず

「
正
月
と
二
月
の
間
に
は
、
も
う
す
で
に
立
ち
去
っ
て
お
り
ま
し
た
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
御
礼
を
言
わ
れ
る
人
の
方
は
、
も
う
い
い
加
減
う
ん
ざ
り
し
て

い
る
の
に
、
御
礼
を
言
う
人
の
方
は
、
未
だ
に
御
礼
を
言
い
足
り
な
い
、
と
い
う

い
ま

こ
と
で
あ
る
。

朝
鮮
刊
本
『

鍾

離
葫
蘆
』
第
六
話
（
一
六
二
二
年
刊
、
三
丁
表
～
裏
、
『
朝
鮮
所
刊
中
國
珍

し
よ
う

り

こ

ろ

本
小
説
叢
刊
８
』
孫
遜

主
編
、
朴
在
淵

潘
建
國
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
五
～
六
頁
）

性
緩

兩
親
家
［
俗
言
査
頓
也
］
一
性
急
一
性
緩
相
遇
於

注
…
［

］
内
の
文
字
は
割
注
。

、
、

、
、

途
而
作
揖
性
緩
者
因
揖
而
謝
其
禮
意
之

綢
叠
曰
正
月
承
親
家
如
何
二
月
又
承
親

家
如
何
逓
數
至
十
二
月
終
乃
起
身
則
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

急
親
家
去
已
久
矣
駭
曰
親
家
幾
時
去
耶

傍
人
曰
二
三
月
間
已
去
了

、
、
、
、
、
、
、

朝
鮮
刊
本
『

鍾

離
葫
蘆
』
に
附
さ
れ
た
「
俗
言
査
頓
也
」
と
い
う
割
注
は
、
朝
鮮
時
代
の
文
人

し
よ
う

り

こ

ろ

に
よ
る
語
注
で
あ
り
、
「
親
家
」
と
い
う
語
が
、
「
俗
に
言
う
『
査
頓
』
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う

サ

ド
ン

意
味
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
「
査
頓
」
と
い
う
語
は
、
現
在
も
韓
国
人
や
朝
鮮
族
の
間
で
使
用
さ

サ

ド
ン

れ
て
い
る
「사

돈

」
（
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
親
同
士
の
呼
称
）
と
い
う
生
き
た
朝
鮮
語
（
固
有

語
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
語
注
は
、
漢
字
表
記
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
朝
鮮
語
（
固
有
語
）

に
よ
る
解
釈
（
翻
訳
）
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
「
カ
タ
カ
ナ
」
書

き
の
「
左
訓
」
や
「
ル
ビ
」
と
同
等
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
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漢
文
訓
読
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
本
話
は
、
和
刻
本
『
笑
林
広
記
鈔
』（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、
半
紙
本
一
巻
一
冊
）

に
、
伊
丹
椿
園
に
よ
る
日
本
語
訳
が
収
録
さ
れ
、
小

咄

本
『
笑
顔
は
じ
め
』（
天
明
二
年
（
一
七

い

た
み
ち
ん
え
ん

こ

ば
な
し
ぼ
ん

八
二
）
頃
序
、
小
本
一
冊
）
に
、
『
笑
林
広
記
鈔
』
に
基
づ
く
小

咄

が
備
わ
る
ほ
か
、
小
咄
本
『
落

こ

ば
な
し

咄
見
世
び
ら
き
』
（
文
化
三
年
序
、
小
本
一
冊
）
に
、
場
面
設
定
を
変
え
た
同
工
異
曲
の
小
咄
が
掲

載
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
津
阪
東
陽
に
よ
る
漢
文
笑
話
集
『
訳
準
笑
話
』
（
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

刊
、
大
本
一
巻
一
冊
）
に
も
、
文
章
を
文
言
体
の
漢
文
に
書
き
換
え
た
、
漢
作
文
の
お
手
本
と
し
て

の
笑
話
テ
キ
ス
ト
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

右
に
挙
げ
た
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
笑
林
広
記
鈔
』
の
引
用
は
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
拠
り
、
『
笑
顔
は
じ
め
』
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
霞
亭
文
庫
蔵
本

（
公
開
画
像
デ
ー
タ
）
、
『
訳
準
笑
話
』
は
架
蔵
本
に
拠
る
が
、
『
笑
林
広
記
鈔
』
と
『
訳
準
笑
話
』

は
『
噺
本
大
系
』
第
二
十
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
七
月
）
に
影
印
が
備
わ
り
、
『
笑
顔
は

じ
め
』
は
『
噺
本
大
系
』
第
十
二
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
五
月
）
に
飜
刻
が
備
わ
る
。
ま

た
、
『
落
咄
見
世
び
ら
き
』
の
引
用
は
、『
噺
本
大
系
』
第
十
四
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
八

月
、
二
〇
四
頁
）
所
載
の
本
文
に
拠
る
。

和
刻
本
『
笑
林
広
記
鈔
』
第
二
七
話
（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、
半
紙
本
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
蔵
本
、
一
一
丁
裏
～
一
二
丁
表
）

作
レ

揖

ナ
ス

イ
ツ
ヲ

兩
親
家

途
中
ニ
テ
相
逢

一
人
ハ

性

緩

一
人
ハ
性

急

フ
タ
リ
ノ
イ
ツ
ケ

ト

ア
フ

ウ
マ
レ
ツ
キ
ナ
ガ
シ

ナ
リ

緩
ナ
ル
者

長
揖
シ
テ

頭

ヲ
地
ニ
ツ
ケ
謝
シ
テ

ダ
ン

イ
ツ

カ
シ
ラ

チ

シ
ヤ

ナ
ガ
シ

曰

新
年
拜
節
ニ
行
テ
奉
擾
ニ
ナ
リ
元
霄

燈

ヲ
見

ヲ
レ
イ

ゾ
ウ
サ

ト
ウ
ロ
ウ

ニ
マ
イ
リ
テ

又
奉
擾
ニ
ナ
リ

端
午
ニ
龍
舟
ヲ
看

中
秋

ゾ
ウ
サ

タ
ン

ゴ

月
ヲ

玩

ビ

重
陽
菊
ヲ
賞
シ

節
々
奉
擾
ニ
ナ
リ
テ

未

モ
テ
ア
ソ

セ
フ

ゾ
ウ
サ

報
禮
ヲ
ナ
サ
ス

愧
イ
ル
ニ
堪
タ
リ
ト

靜

ニ
説

畢

テ

頭

ヲ
上

ホ
ウ
レ
イ

ハ
ヂ

タ
ヘ

シ
ツ
カ

イ
ヒ
ヲ
ハ
ツ

カ
シ
ラ

ア
グ

レ
ハ
已
ニ
半
晌
ア
マ
リ

性
急
ナ
ル
者
タ
ヘ

難

テ
早
ク

避

去
テ
見

ト
キ

ガ
タ
ク

ハ
ヅ
シ
サ
ツ

ミ
ヘ

サ
レ
ハ

驚
キ

傍

人
ニ
問
テ
曰

敝
親
家

幾
時

ニ
去
シ
ヤ

傍

ア
タ
リ
ノ

イ
ツ

ケ

ド
モ

イ
ツ
ノ
マ

ア
タ
リ

人
ノ

曰

端
午
ノ
時
ニ
去
タ
レ
ハ

已
ニ
半
年
バ
カ
リ
ニ
ナ
レ
リ

イ
ハ
ク

訳
者
注
…
「
緩
」
の
右
傍
訓
「
ダ
ン
」
は
、
原
文
の
ま
ま
。「
カ
ン
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

ダ
ン

「
暖
」
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

訳
者
注
…
「
揖
」
の
右
傍
訓
「
イ
ツ
」
は
、
原
文
の
ま
ま
。「
揖
」
の
漢
字
音
は
「
イ
フ
」
。

イ
ツ

小

咄

本
『
笑
顔
は
じ
め
』
第
二
二
話
（
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
頃
序
、
小
本
、
東
京
大
学

こ

ば
な
し
ぼ
ん

総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
本
、
二
七
丁
表
～
二
九
丁
表
）

長

口

上

な
か

こ
う
し
や
う

途
中
で

二
人

行
あ
ふ

一
人
ハ

と

ち
う

ふ
た
り

ひ
と
り

大
の
性
急

一
人
ハ
と
ん
だ

気

せ
い
き
う

ひ
と
り

き

長
に
て

さ
て

く
久
し
ぶ
り
ニ
て

な
か

ひ
さ

御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た

誠
に

当
春
の
礼
に
参
り
ま
し
た
時
ハ

と
う
は
る

れ
い

ま
い

と
き

大
き
に
御
ぞ
う
さ
に
成
ま
し

お

雛
ま
つ
り
に
も
長
座
い
た
し

ひ
な

て
う

ざ

端
午
に
ハ
大
き
な
機
嫌
で
か
え

た
ん

ご

り
ま
し
て

花
火
見
物
に
も

い
ろ

は
な

ひ

け
ん
ぶ
つ

く
御
馳
走
な
さ
れ

九
月
の

ち

そ
う

菊
見
に
は

別

て

御
も
て
な
し

き
く

ミ

へ
つ
し

か
れ
是

御
礼
の
申
上
よ
う
事

こ
れ

れ
い

も

こ
さ
り
ま
せ
ぬ
と

頭

を
地

か
し
ら

ち

に
つ
け

述
け
れ
と
も

挨
拶
も

の
べ

な
い
故

天
窓
を

上
ケ

て
見
れ

あ
た
ま

バ

誰
も
居
ぬ

は
て

ふ
し
ぎ
と

た
れ

供
に
つ
れ
た
る

小
僧
に

き
け
バ

こ

ぞ
う

「
ハ
イ

む
か
ふ
の

旦
那

様
ハ

端
午

た
ん

ご

の
時
に

御
帰
り
な
さ
れ
ま
し

と
き

お

か
へ

た
か
ら

モ
ウ

半
年
も

た
ち

は
ん
ね
ん

ま
せ
う
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な
お
、『
笑
顔
は
じ
め
』
所
収
話
は
、
小

咄

本
『
十
千
万

両

』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
序
、

こ

ば
な
し
ぼ
ん

と

ち

ま
ん
り
よ
う

二
七
丁
表
～
二
九
丁
表
、
京
都
大
学
文
学
部
・
潁
原
文
庫
蔵
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

小

咄

本
『

落

咄

見
世
び
ら
き
』
第
一
話
（
文
化
三
年
（
一
八
〇
三
）
正
月
、
十
返
舎
一

こ

ば
な
し
ぼ
ん

お
と
し
ば
な
し

み

せ

九
序
）○

お
し
や
べ
り
の

客

饗
応

き
や
く
あ
し
ら
ひ

あ
る
所
に
、
と
ん
だ
お
し
や
べ
り
の

女

房
、

客

ひ
と
り
見
つ
け
る
と
、
手
ま
へ
の
い
ふ
こ

に
よ
う
ぼ
う

き
や
く

と
ば
か
り
い
つ
て
ゐ
る
く
せ
に
て
、
お
り
し
も
正
月
の
こ
と
な
れ
バ
、
か
と
ぐ
ち
よ
り
礼
者
、

れ
い
し
や

「
ハ
イ
、
御
慶
申
入
ま
す

女
ぼ
う
「
こ
れ
ハ

く
福
右
衛
門
さ
ま
。
サ
ア
お
あ
が
り
な
さ

ぎ
よ
け
い

ふ
く

い
ま
し

ふ
く
右
「
イ
ヤ
、
今
日
ハ
遠
方
へ
ま
い
り
ま
す
と
、
出
て
行
そ
ふ
に
（
壱
オ
）
す

え
ん
ほ
う

る
を
、
む
り
に
と
ら
へ
て
ひ
き
あ
げ
、
女
ぼ
う
「
マ
ア

く
よ
ふ
ご
ざ
り
ま
す
。
お

盃

で

さ
か
づ
き

も
出
し
ま
せ
う
。
そ
し
て
マ
ア
、
ど
な
た
さ
ま
も
御
き
げ
ん
よ
ふ
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ほ
ん
に
、

わ
た
く
し
の
方
か
ら
ハ
御
無
沙
太
ば
か
り
。
ア
ノ
お
ふ
く
ろ
さ
ま
ハ
ま
だ
お
た
つ
し
や
か
。

ぶ

さ

た

お
や
し
き
の
お
姉
さ
ま
も
、
さ
ぞ
御
せ
い
じ
ん
で
ご
さ
い
ま
せ
う
。
手
ま
へ
に
か
ま
け
て
、

あ
ね

お
た
づ
ね
も
申
ま
せ
ず
、
マ
ア
御
ら
う
じ
ま
せ
。
此
や
う
に
子
ど
も
に
ば
か
り
た
く
（
壱
ウ
）

さ
ん
で
、
正
月
そ
う

ぐ
か
ら
、
ヤ
レ
、
た
こ
を
か
つ
て
く
れ
ろ
の
、
イ
ヤ
、
は
ご
板
が
ほ

し
い
の
な
ん
の
と
せ
が
ミ
ま
す
。
二
月
に
な
る
と
初
午
で
、
王
子
さ
ま
や
太
郎
さ
ま
へ
つ
れ

は
つ
む
ま

わ
う

じ

て
ゆ
け
の
な
ん
の
か
の
と
。
三
月
ハ
ま
た
ひ
な
ま
つ
り
で
、
そ
れ
ハ

く
た
い
て
い
の
こ
と

じ
や
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
か
ら
四
月
に
な
り
ま
す
と
、
ど
ふ
ま
い
つ
た
、
こ
う
ま
い
つ
た

と
、
ひ
と
り
し
や
べ
り
ゐ
る
ゆ
へ
、
礼
者
は
ら
を
た
て
、
あ
い
さ
つ
も
せ
ず
、
（
二
オ
）
こ
そ

く
と
に
げ
て
か
へ
り
し
を
し
ら
ず
、
女
ぼ
う
ハ
火
ば
し
に
て
灰
を
つ
ゝ
き
な
が
ら
、
「
そ
し

は
い

て
五
月
に
な
り
ま
す
と
、
お
き
ゝ
な
さ
い
ま
し
。
か
し
わ
も
ち
だ
の
、
イ
ヤ
の
ぼ
り
だ
の
と
、

大
さ
ハ
ぎ
を
や
り
ま
し
て
。
六
月
の
お
天
王
さ
ま
。
や
う

く
し
ま
つ
た
と
お
も
ふ
と
、
じ

て
ん
わ
う

き
に
七
月
。
サ
ア
お

精

霊
さ
ま
の
こ
し
ら
へ
で
と
、
い
ひ
さ
し
て
、
ふ
つ
と
き
が
つ
き
、
ヲ

し
や
う
れ
う

ヤ
、
福
ゑ
も
ん
さ
ま
ハ
ど
こ
へ
ご
ざ
つ
た
。
コ
レ
小
ぞ
う
。
そ
こ
に
ゐ
な
が
ら
、
な
ぜ
（
二

ふ
く

ウ
）
お
と
め
申
さ
ぬ
。
そ
し
て
マ
ア
、
い
つ
お
か
へ
り
な
す
つ
た
ぞ
と
い
ふ
と
、
小
ぞ
う
「
ハ

ア
、
た
し
か
四
五
月
ご
ろ
に
お
か
へ
り
な
さ
い
ま
し
た

和
刻
本
『
訳
準
笑
話
』
第
三
六
話
（
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
、
大
本
、
架
蔵
本
、
七
丁

表
）

婢
子

饒
舌

■
■

。
人
至
レ
ハ

輙
輟
レ

業
ヲ

。
便
便
ト
シ
テ

弄
レ

觜
ヲ

不
レ

已
マ

。
隣
婦
問
テ

ク
チ
マ
メ

サ
イ
マ
グ
ル

シ
テ

ク
チ
タ
ヽ
ク

レ

閒
ヲ

過
従
ス

。
婢
進
テ

說
二

時
令
一

。
歴
二

叙
シ
テ

俗
節
一

。

聒
絮
蟬
連
タ
リ

。
主
婦
不
レ

耐

ヲ

ヲ

ヤ
カ
マ
シ
ク
シ
ヤ
ベ
リ
ツ
ヾ
ケ

レ

煩
ニ

。
遂
ニ

假
寐
ス

。
及
レ

寤
ル
ニ

。
不
レ

見
レ

客
ヲ

。
問
レ

之
ヲ

。
婢
曰
。
方
二

端
午
立
レ

幟
ヲ

縛
レ

糉
ヲ

ウ
タ
ヽ
ネ

テ

リ
テ

ス
ル

ノ
ボ
リ
タ
テ

チ
マ
キ
マ
ク

之
頃
一

。
既
ニ

已
ニ

去
ル

矣
。

ニ
訳
者
注
…
改
行
位
置
、
行
頭
の
レ
点
な
ど
、
す
べ
て
原
本
の
ま
ま
。

訳
者
注
…
「

■
■

」
の
二
字
は
、
「
言
（
ご
ん
べ
ん
）
＋
「
禢
」
の
右
側
」
＋
「
言
（
ご

サ
イ
マ
グ
ル

ん
べ
ん
）
＋
盍
」
。
）

津
阪
東
陽
に
よ
る
漢
文
笑
話
集
『
訳
準
笑
話
』
所
収
話
の
現
代
語
訳
（
拙
訳
）
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。あ

る
下
女
、
た
い
へ
ん
差
し
出
が
ま
し
く
、
お
し
ゃ
べ
り
で
あ
っ
た
。
誰
か
が
や
っ
て
来

る
と
、
そ
の
都
度
、
仕
事
の
手
を
休
め
て
、
滔
滔
と
無
駄
口
を
叩
い
て
ば
か
り
い
た
。

と
う
と
う

む

だ

ぐ
ち

た
た

お
隣
の
奥
さ
ん
が
、
通
り
す
が
り
に
「
御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
を
す
る

と
、
下
女
が
ズ
カ
ズ
カ
と
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
、
時
候
の
挨
拶
を
始
め
る
の
だ
が
、
細
々
と
し

こ
ま
ご
ま

た
節
句
の
挨
拶
を
一
つ
一
つ
並
べ
立
て
、
ペ
ペ
ラ
ペ
ラ
ペ
ラ
と
贅
言
を
弄
す
る
も
の
だ
か
ら
、

ぜ
い
げ
ん

ろ
う

つ
い
に
奥
様
は
、
そ
の
鬱
陶
し
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
ウ
ト
ウ
ト
と
う
た
た
寝
を
し
て
し
ま
う

と
い
う
始
末
。
ふ
と
目
を
覚
ま
し
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
お
隣
の
奥
さ
ん
の
姿
は
見
え
な

い
。「
あ
れ
、
奥
様
は
。」
と
訊
ね
た
ら
、
下
女
は
言
っ
た
。

た
ず

「
端
午
の
節
句
の
み
ぎ
り
、
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
て
、

粽

を
（
藺
草
で
）
グ
ル
グ
ル
巻
き

こ
い

ち
ま
き

い

ぐ
さ

に
し
て
お
り
ま
し
た
頃
に
は
、
も
う
す
で
に
立
ち
去
っ
て
お
り
ま
し
た
。」

『
訳
準
笑
話
』
所
収
話
は
、
『
絶
纓
三

笑

』
『
笑
府
』『
笑
林
広
記
』
に
基
づ
き
つ
つ
、
登
場
人

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

物
や
場
面
設
定
を
変
更
し
、
文
章
を
大
幅
に
書
き
換
え
て
い
る
が
、
「
無
駄
な
挨
拶
が
長
す
ぎ
て
、

途
中
で
相
手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
文
体
は
、
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中
国
笑
話
集
の
も
の
と
比
べ
れ
ば
、
か
な
り
異
質
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
、
明
清
時
代
に

編
集
さ
れ
た
中
国
笑
話
の
文
体
は
、
地
の
文
に
「
文
言
」
と
呼
ば
れ
る
書
き
言
葉
を
使
用
し
、
会
話

ぶ
ん
げ
ん

文
に
「
白
話
」
と
呼
ば
れ
る
話
し
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
世
中
期
（
一
八
世
紀
半
ば
）

の
日
本
で
は
、
唐
話
学
（
現
代
中
国
語
学
）
の
流
行
と
相
俟
っ
て
、
「
白
話
」
文
学
作
品
と
し
て
、

あ
い

ま

中
国
笑
話
が
大
流
行
し
た
の
だ
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
、
津
阪
東
陽
（
一
七
五
八
～
一
八
二
五
）

に
よ
る
『
訳
準
笑
話
』
の
文
体
は
、
そ
の
よ
う
な
「
白
話
」
的
要
素
が
、
極
力
削
除
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
『
訳
準
笑
話
』
の
文
体
は
、
地
の
文
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
中
国
笑
話
集
で
は

「
白
話
」
で
書
か
れ
て
い
た
会
話
文
を
、
地
の
文
と
同
じ
く
「
文
言
」
で
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
、
本
書
が
、
近
世
中
期
の
「
白
話
」
熱
も
収
ま
っ
た
近
世
後
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
表
向
き
は
、
あ
く
ま
で
も
「
漢
文
に
よ
る
文
章
作
成
教
本
（
例
文
集
）
」
と
し
て
編

纂
さ
れ
た
『
訳
準
笑
話
』
と
い
う
書
物
が
、
模
範
的
な
例
文
を
示
す
と
い
う
教
育
的
意
図
を
強
く
意

識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
の
儒
者
に
要
求
さ
れ
た
漢
学
的
素
養
と
は
、
も
は
や
「
白
話
」

（
現
代
中
国
語
）
に
よ
る
会
話
や
作
文
の
能
力
で
は
な
く
、
や
は
り
「
文
言
」
に
よ
る
作
文
や
作
詩

ぶ
ん
げ
ん

の
能
力
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

余
説本

話
は
、『
訳
解
笑
林
広
記
』「
殊
稟
部
」
の
第
一
話
で
あ
る
。「
殊
稟
」
と
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
奇

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

し
ゆ
ひ
ん

妙
な
生
ま
れ
つ
き
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

概

ね
「
生
ま
れ
つ
き
頭
が
ど
う
か
し
て
い
る
人
の
笑

お
お
む

い
話
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
殊
稟
部
」
第
一
話
「
作
揖
」
は
、
「
生
ま
れ
つ
き
」
異
常
な
ま
で
に
「
お
っ
と
り
し
た
」
男
の

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

さ
く
ゆ
う

話
。
子
ど
も
夫
婦
の
親
同
士
が
道
端
で
ば
っ
た
り
出
会
い
、
軽
く
挨
拶
を
交
わ
し
て
通
り
過
ぎ
る
と

思
い
き
や
、
異
常
な
ま
で
に
お
っ
と
り
し
た
こ
の
男
は
、
新
年
早
々
に
御
馳
走
に
な
っ
た
と
き
の
御

礼
を
述
べ
、
一
月
十
五
日
の
元

宵

節
、
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
、
八
月
十
五
日
の
中
秋
節
、
九

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

月
九
日
の

重

陽
節
に
至
る
ま
で
、
延
々
と
長
々
し
い
御
礼
を
述
べ
続
け
る
。
相
手
の
せ
っ
か
ち
な

ち
よ
う
よ
う
せ
つ

男
の
方
は
、
そ
の
よ
う
な
「
か
っ
た
る
い
」
話
に
は
付
き
合
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
挨
拶
の
途
中

で
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
気
づ
か
ぬ
「
お
っ
と
り
」
男
が
、「
あ
れ
。
い
つ
の
間
に
。」
と
訊た
ず

ね
る
と
、「
一
月
十
五
日
の
挨
拶
あ
た
り
に
は
、
す
で
に
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

も
う
か
れ
こ
れ
半
年
ば
か
り
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。」
と
答
え
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
第
一
に
、
日
常
的
に
あ
り
が
ち
な
冗
長
で
煩
わ
し
い
時
候
の
挨

拶
に
対
し
て
、
気
の
短
い
人
な
ら
ば
、
う
ん
ざ
り
し
て
す
ぐ
に
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
、

い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
「
あ
る
あ
る
話
」
と
し
て
の
面
白
さ
に
あ
り
、
第
二
に
、
「
あ
れ
。
い
つ
の

お
も
し
ろ

間
に
。」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
最
後
の
一
言
「
も
う
か
れ
こ
れ
半
年
ば
か
り
。」
と
い
う
ボ
ケ
た
言

い
方
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

蛇
足
な
が
ら
、「
ボ
ケ
」
と
は
、
聞
き
手
に
「
そ
ん
な
ア
ホ
な
。
」
と
思
わ
せ
る
「
す
っ
と
ぼ
け
た
」

○

○

発
言
の
こ
と
で
あ
る
。

『
絶
纓
三

笑

』
所
収
の
類
話
「
性
緩
」
も
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
文
人
が
『
絶
纓
三

笑

』
に

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

少
し
手
を
加
え
て
出
板
し
た
『

鍾

離
葫
蘆
』
所
収
の
「
性
緩
」
も
、
『
笑
林
広
記
』
の
比
較
的
自

し
よ
う

り

こ

ろ

由
な
和
文
訳
で
あ
る
『
笑
林
広
記
鈔
』
「
作
揖
」
も
、
和
文
訳
『
笑
林
広
記
鈔
』
を
小
咄
の
文
体
に

書
き
換
え
た
『
笑
顔
は
じ
め
』
「
長
口

上

」
も
、
小
咄
本
『
落
咄
見
世
び
ら
き
』
所
収
の
「
お
し

な
が
こ
う
じ
よ
う

や
べ
り
の

客

饗
応
」
も
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
津
阪
東
陽
と
い
う
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
が
文
言

き
や
く
あ
し
ら
い

体
の
漢
文
に
書
き
直
し
た
『
訳
準
笑
話
』
所
収
話
も
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
は
、
し
っ
か

り
と
話
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

日
朝
中
三
国
の
合
計
七
種
の
類
話
に
は
、
せ
っ
か
ち
な
男
が
挨
拶
の
途
中
で
立
ち
去
る
、
そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
違
い
が
あ
る
。
中
国
笑
話
集
『
絶
纓
三

笑

』
と
『
笑
林
広
記
』
に
お
い
て
は
、
新
年

ぜ
つ
え
い
さ
ん
し
よ
う

の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
元

宵

節
（
一
月
十
五
日
）
」
の
御
礼
を
述
べ
た
段
階
で
、
早
く
も
立
ち

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

去
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
刊
本
『

鍾

離
葫
蘆
』
に
お
い
て
は
、
「
性
急
」
な
男
は
「
二
三

し
よ
う

り

こ

ろ

月
間
」
の
時
点
で
立
ち
去
っ
て
お
り
、
和
刻
本
四
種
『
笑
林
広
記
鈔
』
『
笑
顔
は
じ
め
』
『
落
咄
見
世

び
ら
き
』
『
訳
準
笑
話
』
所
収
話
に
お
い
て
は
、
新
年
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
て
、「
端
午
の
節
句
（
五

月
五
日
）
」
の
時
点
で
や
っ
と
立
ち
去
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
月
一
日
か
ら
一
月
十
五
日
ま
で
の

挨
拶
を
聞
い
て
う
ん
ざ
り
し
た
中
国
人
に
対
し
て
、
朝
鮮
刊
本
に
登
場
す
る
「
性
急
」
な
男
は
、
二

月
と
三
月
の
間
に
愛
想
を
尽
か
し
、
和
刻
本
に
登
場
す
る
「
せ
っ
か
ち
な
男
」
は
、
五
月
五
日
ま
で

の
挨
拶
を
、
辛
抱
強
く
聞
い
て
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

和
刻
本
の
テ
キ
ス
ト
が
、
す
べ
て
「
端
午
の
節
句
」
ま
で
辛
抱
強
く
挨
拶
を
聞
い
て
や
っ
て
い
る

の
は
、
伊
丹
椿
園
と
い
う
若
い
読
本
作
家
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
『
笑
林
広
記
鈔
』
の
訳
文
（
原
文

い

た
み
ち
ん
え
ん

に
見
え
る
最
後
の
一
言
「
看
燈
之
後
」
を
、
意
図
的
か
否
か
、
「
端
午
ノ
時
ニ
」
と
訳
し
て
い
る
）

の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
日
本
で
は
「
元

宵

節
」
を
そ
れ
ほ
ど
盛
大
に
祝
う

げ
ん
し
よ
う
せ
つ

川上　『訳解笑林広記』全注釈（十） - 105 -
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習
慣
が
な
か
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
日
本
人
は
中
国
人
や
朝
鮮
人
ほ
ど

「
せ
っ
か
ち
」
で
は
な
い
と
い
う
国
民
性
（
民
族
性
）
を
映
し
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

要
す
る
に
、
中
国
人
が
最
も
「
せ
っ
か
ち
」
で
あ
り
、
そ
の
次
に
「
せ
っ
か
ち
」
な
の
が
朝
鮮
人
。

し
か
し
、
朝
鮮
人
は
、
中
国
人
よ
り
は
若
干
気
が
長
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
日
本
人
に
比
べ

れ
ば
、
ず
っ
と
気
が
短
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る
一
般

的
な
印
象
と
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
気
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

爇
衣
（
服
が
燃
え
る
）

ね
つ

い

130原
文

爇
レ

衣

一
ハ

最
モ

性-

急
。
一
ハ

最
モ

性
緩
。
冬-

日
圍
レ

爐
ヲ

聚
飲
ス

。
性
急
ナ
ル

者
ノ

衣
墜
二

爐
中
一

。
為
二

火
ニ

所
一
レ

燃
カ

。

テ

シ

ニ

ル

タ
レ
サ
カ
ル

性
緩
ナ
ル

者
ノ

見
レ

之
ヲ

従-

容
ト
シ
テ

謂
テ

曰
ク

。
適
ニ

有
二

一
㕝
一

。
見
レ

之
ヲ

已
ニ

久
シ

。
欲
レ

言
ン
ト

。
恐
二

君
ノ

リ

ル

レ
ト
モ

ル

性
急
一

。
不
レ

言
ハ

、
又
恐
ク
ハ

不
レ

利
二

于
君
一

。
然
ラ
ハ

則
言
レ

之
ヲ

是
カ

耶
。

不
レ

言
ハ

是
カ

耶
。

性
急
ナ
ル

ナ
ル
ヲ

レ
ハ

ア
ラ

ニ

フ

ル

者
問
フ

以
二

何
事
一

。
曰
ク

。
火
燒
二

君
ノ

裳
一

。
其
ノ

人
遽
ニ

曳
レ

衣
ヲ

而
起
チ

。
怒
テ

曰
ク

。
既
ニ

然
カ
ク

如
レ

ス
ト

ヲ

ク

ヲ

テ

ナ
ラ
ハ

此
ノ

。
何
ン
ソ

不
二

早
ク

説
一

。
性
緩
ナ
ル

者
曰
ク

。
外-

人
道
フ

。
君
性
急
也
ト

。
不
レ

料
果
シ
テ

然
リ

。

ル

カ

リ
キ

書
き
下
し
文

衣

を
爇
く

こ
ろ
も

や

一
は

最

も
性
急
。
一
は

最

も
性

緩

。
冬
日

炉
を

囲

て

聚
飲
す
。
性
急
な
る
者

衣

炉

中

い
つ

も
つ
と

せ
い
き
ふ

い
つ

も
つ
と

せ
い
く
わ
ん

と
う
じ
つ

ろ

か
こ
み

し
う
い
ん

せ
い
き
ふ

も
の

こ
ろ
も

ろ

ち
ゆ
う

に
墜
し
。
火
に
燃
か
る
。
性

緩

な
る
者

之
を
見
て

従

容
と
し
て

謂
て
曰
く
、
適
に

一
事

有

お
と

ひ

や

せ
い

く
わ
ん

も
の

こ
れ

み

し
よ
う
よ
う

い
ひ

い
は

ま
さ

い
ち

じ

あ

り
。
之
を
見
る
こ
と

已
に
久
し
。
言
ん
と
欲
す
れ
ど
も
。
君
の
性
急
な
る
を
恐
る
。
言
は
ざ
れ

こ
れ

み

す
で

ひ
さ

い
は

ほ
つ

き
み

せ
い
き
ふ

お
そ

い

ば
、
又

恐

く
は

君
に
利
あ
ら
ず
。
然
ら
ば

則

ち

之
を
言
ふ
が
是
か
。
言
は
ざ
る
が
是
か
。
性
急

ま
た

お
そ
ら

き
み

り

し
か

す
な
は

こ
れ

い

ぜ

い

ぜ

せ
い
き
ふ

な
る
者

問
ふ

何
事
を
以
て
す
と
。
曰
く
。
火

君
の
裳
を
焼
く
。
其
の
人

遽

に

衣

を
曳
て

起

も
の

と

な
に
ご
と

も
つ

い
は

ひ

き
み

も

や

そ

ひ
と

に
は
か

こ
ろ
も

ひ
き

た

ち
。
怒

て
曰
く
。
既
に

然
く

此
の
如
く
な
ら
ば
。
何
ぞ

早
く
説
か
ざ
る
。
性

緩

な
る
者

曰

い
か
つ

い
は

す
で

し
か

か
く

ご
と

な
ん

は
や

と

せ
い

く
わ
ん

も
の

い
は

く
。

外

人

道
ふ
。
君

性
急
な
り
と
。
料
ら
ざ
り
き

果
し
て
然
り
。

ぐ
わ
い
じ
ん

い

き
み

せ
い
き
ふ

は
か

は
た

し
か

現
代
語
訳

一
人
は
極
め
て
せ
っ
か
ち
な
性
格
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
極
め
て
の
ん
び
り
し
た
性
格
で
あ
っ
た
。

冬
の
あ
る
日
、
囲
炉
裏
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
、
み
ん
な
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
す
る
と
、

い

ろ

り

せ
っ
か
ち
な
男
の
着
物
の
裾
が
囲
炉
裏
の
中
に
ぶ
ら
下
が
り
、
そ
こ
に
火
が
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
。

す
そ

い

ろ

り

の
ん
び
り
し
た
性
格
の
男
は
、
そ
れ
を
見
て
、
ゆ
っ
た
り
と
、
一
語
一
語
嚙
み
締
め
る
よ
う
に
言
っ

か

し

た
。「

ち
ょ
う
ど
今
、
あ
る
出
来
事
が
、
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
る
こ
と
、
す
で
に
久
し
く
な
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
言
お
う
と
思
い
ま
し
て
も
、
何
せ
あ
な
た
の
性
格
は
せ
っ
か
ち
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
い
ま
す
し
、
か
と
言
っ
て
、
言
わ
ず
に
済
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す

の
も
、
あ
な
た
に
と
っ
て
は
、
よ
く
な
い
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
然
ら
ば

則

ち
、
こ
れ

し
か

す
な
わ

を
言
う
の
が
正
し
い
の
か
。
は
た
ま
た
、
こ
れ
を
言
わ
な
い
の
が
正
し
い
の
か
。」

せ
っ
か
ち
な
男
が
「
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
と
い
う
の
か
。
」
と
訊
ね
る
と
、
こ
う
答
え
た
。

た
ず

「
あ
な
た
の

袴

の
裾
に
、
火
が
燃
え
移
っ
て
お
り
ま
し
て
…
…
。」

は
か
ま

す
そ

す
る
と
、
せ
っ
か
ち
な
男
は
、
慌
て
て
着
物
を
ぐ
い
っ
と
引
っ
張
っ
て
立
ち
上
が
り
、
カ
ン
カ
ン

に
怒
っ
て
言
っ
た
。

「
も
う
す
で
に
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
早
く
言
わ
な
い
ん
だ
。」

そ
こ
で
、
の
ん
び
り
し
た
男
は
、
言
っ
た
。

「
あ
な
た
の
こ
と
を
、
せ
っ
か
ち
な
男
だ
な
ど
と
言
う
人
が
お
り
ま
し
た
が
、
あ
な
た
が
本
当
に

こ
ん
な
に
せ
っ
か
ち
な
人
だ
っ
た
な
ん
て
、
私
は
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し
た
わ
。」

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
殊
稟
部
（
四
〇
丁
表
～
裏
）
。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
五
・
殊
稟
部

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

し
ん
せ
ん

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

（
第
三
二
三
話
、
二
丁
表
）
。
○
爇
衣
［ruò

yī

］
＝
衣
服
を
焼
く
。「
爇
［ruò

］
」
は
「
焼
く
」
と

い
う
意
味
の
文
言
（
書
き
言
葉
）
。
白
話
（
話
し
言
葉
）
で
は
「
烤
［kǎo

］
」「
焼
［shāo

］
」
「
燃
焼

［ránshāo

］
」
等
を
用
い
る
。
本
話
に
お
い
て
も
、
会
話
文
で
は
「
火
焼
君
裳
」
の
よ
う
に
「
焼
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
刊
本
『
新
刻
笑
林
広
記
』
（
刊
年
不
詳
、
善
成
堂
刊
、
豊
橋
創

造
大
学
蔵
本
）
は
、
こ
の
標
題
の
二
字
を
「
焼
衣
」
に
作
り
、
同
『
新
刻
笑
林
広
記
』
（
光
緒
五
年

（
一
八
七
九
）
刊
、
書
肆
不
詳
、
架
蔵
本
お
よ
び
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
等
）
は
「
裝
衣
」
と

誤
刻
し
て
い
る
。
○
衣
墜
爐
中
＝
着
物
（
の
裾
）
が
囲
炉
裏
の
中
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
。「
墜
［zhuì

］
」

す
そ

い

ろ

り

は
「
落
ち
る
」「
だ
ら
り
と
ぶ
ら
下
が
る
」
意
の
動
詞
。
和
刻
本
は
、「
墜
」
に
左
訓
「
タ
レ
サ
カ
ル
」
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（
垂
れ
下
が
る
）
を
附
す
。
○
為
二

火
ニ

所
一
レ

燃
カ

＝
火
に
焼
か
れ
る
。
訓
点
は
、
原
文
の
ま
ま
。「
為

ル

＋
（
物
）
＋
所
＋
（
動
詞
）」
は
、「
…
に
～
さ
れ
る
」
と
い
う
受
け
身
の
意
味
を
表
す
。
通
常
は
、

「
為
二

火
ノ

所
一
レ

燃
ス

」（
火
の
燃
す

所

と
為
る
）
ま
た
は
「
為
レ

火
ノ

所
レ

燃
サ

」（
火
の
為
に
燃
さ
る
）

ル

ト

ひ

も
や

と
こ
ろ

な

ニ

ひ

た
め

も
や

と
訓
む
。
○
従
容
［cóngróng

］
＝
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
。
日
本
語
で
も
、「

従

容
と
し

よ

し
よ
う
よ
う

て
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
。
○
適
有
一
㕝
＝
ち
ょ
う
ど
今
、
一
つ
の
出
来
事
が
あ
る
。
お
っ
と

り
と
し
た
性
格
の
人
が
、
ゆ
っ
く
り
と
回
り
く
ど
い
説
明
を
始
め
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
適

［shì

］
」
は
、「
ち
ょ
う
ど
今
」
「
た
ま
た
ま
（
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
）」
と
い
う
意
味
を
表
す
副
詞
。

「
ま
さ
に
」「
た
ま
た
ま
」
と
訓
読
さ
れ
る
。「
㕝
［shì

］
」
は
「
事
」
の
古
字
。
○
然
則
言
之
是
耶
。

不
言
是
耶
。
＝
然
ら
ば

則

ち
、
こ
れ
を
言
う
が
是
な
る
や
、
こ
れ
を
言
わ
ざ
る
が
是
な
る
や
、
と

し
か

す
な
わ

ぜ

ぜ

い
う
意
味
。
こ
れ
は
、
の
ん
び
り
し
た
性
格
の
男
の
発
言
だ
が
、
そ
の
言
い
回
し
は
中
国
語
の
文
言

ぶ
ん
げ
ん

（
書
き
言
葉
、
古
典
語
）
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
い
き
な
り
古
語
で
し
ゃ
べ
り
始
め
た
か
の
よ
う
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
。
口
頭
語
（
白
話
）
に
言
い
直
す
な
ら
ば
、
「
那
麽
。
説
這
個
好
麽
。
還
是
不

は
く

わ

説
好
麽
。
」
（
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
は
言
っ
た
方
が
い
い
の
か
な
、
言
わ
な
い
方
が
い
い
の
か
な
。
）
と
な

る
。事
は
急
を
要
す
る
事
態
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、こ
の
の
ん
び
り
屋
の
男
は
、至
極
悠
長
に
、
文
言

ぶ
ん
げ
ん

（
古
語
）
な
ど
を
小
賢
し
く
使
っ
て
、
気
障
な
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
○
火
焼
君
裳
＝
あ

こ

ざ
か

き

ざ

な
た
の

袴

に
火
が
付
い
て
燃
え
て
い
る
。
「
裳
［cháng

］
」
は
「
ス
カ
ー
ト
状
の

袴

」
「
裳
裾
」

は
か
ま

は
か
ま

も

す
そ

の
意
。
な
お
、
「
上
下
合
わ
せ
た
着
物
」
の
場
合
は
「
衣
裳
［yīshang
］
」
と
言
い
、
「
裳
」
の
字
音

が
変
化
す
る
。
○
遽
曳
衣
而
起
＝
慌
て
て
服
を
（
火
か
ら
勢
い
よ
く
）
ぐ
い
っ
と
引
き
抜
い
て
、
立

ち
上
が
る
。「
遽
［jù

］
」
は
、「
に
わ
か
に
」「
慌
て
て
」「

急

遽
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。「
曳
［yè

］
」

き
ゆ
う
き
よ

は
、
「
引
っ
張
る
」
意
の
動
詞
。
○
既
然
［jìrán

］
＝
「
も
は
や
～
で
あ
る
以
上
は
」
「
そ
う
で
あ
る

か
ら
に
は
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
「
既
に
然
く
」
と
い
う
訓
読
語
と
は
、

す
で

し
か

か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
口
頭
語
（
話
し
言
葉
）
。
○
外
人
道
。
君
性
急
。
＝
周
り
の
人
た
ち

は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
せ
っ
か
ち
な
性
格
の
人
間
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。「
外
人
［w

àirén

］
」

は
、
仲
間
内
か
ら
見
て
「
外
側
の
人
」
。
つ
ま
り
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
、
よ
く
知
ら
な
い
人
た
ち
」

の
意
。
対
義
語
は
「
一
家
人
［yìjiārén

］
」
（
仲
間
内
の
人
た
ち
）
。
「
内
人
［nèirén

］
」
（
家
内
）
で

は
な
い
。
な
お
、
和
刻
本
は
、「
外
人
道
。
君
性
急
。」
の
よ
う
に
句
読
を
切
っ
て
読
ん
で
い
る
が
、

く

と
う

中
国
原
本
（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
）
は

「
外
人
道
君
性
急
。
不
料
果
然
。
」
と
す
る
。
僅
か
な
違
い
で
は
あ
る
が
、
中
国
原
本
の
切
り
方
の

ほ
う
が
、
意
味
の
ま
と
ま
り
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
い
。
○
不
料
果
然
＝
（
周

り
の
人
た
ち
は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
せ
っ
か
ち
な
人
だ
と
言
っ
て
い
た
が
）
果
た
し
て
本
当
に
そ
ん

な
人
だ
っ
た
な
ん
て
、
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
。「
不
料
［bú

liào

］
」
は
、「
意
外
で
あ
る
」「
思
い

が
け
な
い
」
と
い
う
意
味
。
「
果
然
［guǒrán

］
」
は
、
「
案
の
定
」
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
」
と
い

う
意
味
の
副
詞
。
い
ず
れ
も
、
現
代
中
国
語
と
同
じ
。

補
注こ

の
話
は
、
中
国
原
本
『
笑
林
評
』
第
三
三
五
話
（
内
題
「
笑
林
評
下
」
、
外
題
「
笑
林
評

中
」
）
、

『
笑
府
』
巻
六
（
第
二
三
一
話
「
性
緩
」）
に
類
話
が
あ
る
。

『
笑
林
評
』
『
笑
府
』
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
文
を
対
校
す
れ
ば
、
僅
か
に
文
字

に
異
同
は
あ
る
が
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
笑
林
評
』
の
み
、
手
の
込
ん
だ
評
語
が
附

加
さ
れ
て
い
る
。『
笑
林
評
』
に
は
拙
訳
を
添
え
る
。
な
お
、『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫

『
全
訳
笑
府
（
上
）
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
）
を
参
照
。

唐
本
『
笑
林
評
』
第
三
三
五
話
（
万
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
序
、
内
題
「
笑
林
評
下
」、
外

題
「
笑
林
評

中
」、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
、
四
三
丁
表
）

一
人
性
寛
緩
。
冬
日
共
人
圍
爐
。
見
人
裳
尾
。
爲
火
所
焼
。
乃

曰
有
一
事
見
之
已
久
。
欲
言
之
恐
君
性
急
。
不
言
恐
傷
君

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

太
多
。
然
則
言
之
是
耶
。
不
言
之
是
耶
。
人
問
何
事
。
曰
火
焼

、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

君
裳
。
其
人
遽
收
衣
而
怒
曰
。
見
之
久
。
何
不
蚤
道
。
曰
我
言
、
、

君
性
躁
急
果
然
。

、
、
、
、
、
、

安
于
佩
弦
。
西
門
佩
韋
。
是
能
鞭
其
後
者
。
若
夫
嘽
咺
憋

懯
以
遊
於
世
。
而
曰
吾
命
制
之
。
殆
不
可
也
。

あ
る
男
、
の
ん
び
り
し
た
性
格
で
あ
っ
た
。
冬
の
あ
る
日
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
い
た
と
き

い

ろ

り

の
こ
と
。
（
前
に
座
っ
て
い
る
男
の
）

袴

の
裾
に
火
が
着
い
た
の
を
見
て
、
男
は
言
っ
た
。

は
か
ま

す
そ

「
も
う
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
、
あ
る
出
来
事
を
見
つ
め
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
言
い
た

い
と
思
い
ま
し
て
も
、
あ
ん
た
は
せ
っ
か
ち
な
人
だ
か
ら
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
躊
躇
わ
れ

た
め
ら

ま
す
。
か
と
言
っ
て
、
言
わ
ず
に
お
り
ま
し
た
ら
、
あ
ん
た
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
し
。
で
す
か
ら
そ
の
、
そ
れ
を
言
う
の
が
正
し
い
の
か
、
は
た
ま
た
、
そ
れ
を
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言
わ
な
い
の
が
正
し
い
の
か
（
や
は
り
ど
う
し
て
も
躊
躇
わ
れ
ま
す
）
。」

た
め
ら

「
何
の
こ
と
で
す
。」

「
あ
ん
た
の

袴

に
火
が
着
い
て
い
る
の
で
す
よ
。」

は
か
ま

相
手
は
慌
て
て
着
物
を
ぐ
い
っ
と
引
っ
張
り
戻
す
と
、
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
言
っ
た
。

「
ず
っ
と
見
て
い
た
の
な
ら
、
ど
う
し
て
す
ぐ
に
言
わ
な
い
ん
だ
。」

「
ほ
う
ら
。
や
っ
ぱ
り
わ
し
の
言
っ
た
通
り
、
あ
ん
た
は
せ
っ
か
ち
だ
っ
た
じ
ゃ
ろ
。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
董
安
于
は
（
の
ん
び
り
し
た
性
格
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
へ
の

と
う
あ
ん

う

戒
め
と
す
る
た
め
に
）
堅
い
弓
の
弦
を
帯
に
し
て
、
自
分
の
心
を
引
き
締
め
た
。

つ
る

西
門

豹

は
（
気
性
が
せ
っ
か
ち
で
あ
っ
た
の
で
）
柔
ら
か
い
な
め
し
革
の
紐
を

せ
い
も
ん
ひ
よ
う

ひ
も

帯
に
し
て
、
自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
性
格
上
の
欠
点
を
矯
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
と
は

た

な
お

い
え
、
（
の
ろ
ま
の
）
嘽
咺
と
（
せ
っ
か
ち
の
）
憋
懯
が
、
共
に
こ
の
世
に
生
を

せ
ん
け
ん

べ
つ

ぷ

受
け
、
自
ら
の
運
命
を
自
ら
の
思
い
の
ま
ま
に
変
え
よ
う
と
思
っ
て
も
、
お
そ
ら

く
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
（
訳
者
注
、
生
ま
れ
付
い
た
人
間
の
性
格
と
い
う
も

の
は
、
根
源
的
に
は
、
死
ん
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
）

【
訳
者
注
】
董
安
于
と
西
門

豹

の
故
事
は
『
韓
非
子
』
観
行
篇
に
見
え
（
岩
波
文

と
う
あ
ん

う

せ
い
も
ん
ひ
よ
う

か
ん

ぴ

し

か
ん
こ
う
へ
ん

庫
『
韓
非
子
（
第
二
冊
）
』
（
金
谷
治
訳
注
、
一
九
九
四
年
五
月
、
一
七
八
～
一
七

九
頁
）
参
照
）
、
嘽
咺
と
憋
懯
の
故
事
は
『
列
子
』
力
命
篇
に
見
え
る
（
岩
波

せ
ん
け
ん

べ
つ

ぷ

り
き
め
い
へ
ん

文
庫
『
列
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注
、
一
九
八
七
年
四
月
、
九
三
～
九
五
頁
）

参
照
）
。
な
お
、「
嘽
咺
」
は
「
の
ん
び
り
と
し
た
性
格
」
を
擬
人
化
し
た
語
、「
憋
懯
」

せ
ん
け
ん

べ
つ

ぷ

は
「
性
急
で
落
ち
着
か
な
い
性
格
」
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
上
の
人

物
を
表
す
名
前
（
人
名
）
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
『
列
子
』
中
の
寓
話
に
登
場
す

る
架
空
の
存
在
で
あ
る
。

唐
本
『
笑
府
』
第
二
三
一
話
（
明
・
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）
頃
成
立
か
、
巻
六
・
殊
稟
部
、

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
、
二
丁
裏
）

性
緩

一
人
性
緩
。
冬
日
共
人
圍
爐
。
見
人
裳
尾
為
火
所
焼
。
乃
曰
。

有
一
事
。
見
之
已
久
。
欲
言
。
恐
君
性
急
。
不
然
。
又
恐
傷
君
。
然

、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、

、

則
言
是
耶
。
不
言
是
耶
。
人
問
何
事
。
曰
。
火
焼
君
裳
。
其
人
遽

、
、
、
、

、
、
、
、

収
衣
而
怒
曰
。
何
不
早
言
。
曰
。
我
道
君
性
急
。
果
然

○

○

○

○

○

○

○

ま
た
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
、
和
刻
本
『
刪

笑

府
』（
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
序
、
大
本
）

さ
ん
し
よ
う

ふ

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
刪

笑

府
』
の
本
文
を
、
中
野
三
敏
先
生
旧
蔵
本
に
よ
っ
て
示
す
。

さ
ん
し
よ
う

ふ

和
刻
本
『
刪

笑

府
』
の
本
文
は
、
一
行
あ
た
り
の
字
数
（
改
行
箇
所
）
、
句
読
の
位
置
、
と
も
に

さ
ん
し
よ
う

ふ

く

と
う

中
国
原
本
の
『
笑
府
』
（
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
）
と
一
致
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

左
訓
と
し
て
附
け
ら
れ
た
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
ら
し
い
、
極
め
て
気
の
利
い
た
日
本
語
訳
が
特

徴
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
笑
府
』

三
種
比
較
攷
（
上
・
下
）
」
（
『
国
語
国
文
』
第
六
八
巻
第
一
号
・
第
二
号
、
一
九
九
九
年
一
月
・
二

月
）
を
参
照
。

和
刻
本
『
刪

笑

府
』
第
四
四
話
（
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
序
、
大
本
、
中
野
三
敏
先
生
旧

さ
ん
し
よ
う

ふ

蔵
本
、
一
一
丁
表
～
裏
）

性-

緩

一-

人
性
緩
シ

。

冬-

日
共
レ

人
ト

圍
レ

爐
ヲ

。
見
二

人
ノ

裳-

尾

為
レ

火
所
一
レ

焼
カ

。
乃
曰
ク

ノ
ン
ベ
ン
ダ
ラ
リ
ナ
リ

ニ

ム

ル

ス

ソ

ニ

ル

ヲ

イ
ロ
リ
ニ
ア
タ
ル

有
二

一-

事
一

。

見
レ

之
已
ニ

久
シ

。

欲
レ

言
ン
ト

恐
ハ

君
カ

性
急
ナ
リ

。
不
レ

然

又
恐
ハ

傷
レ

君
ヲ

。

然
ト
キ

ル
コ
ト

ス
レ
ハ

キ
サ
マ
ガ
キ
ミ
ジ
カ
ナ
リ

ハ

ン

則

言
ガ

是
カ

耶
。
不
レ

言
ハ

是
カ

耶
。
人
問
二

何
事
一

。
曰
。
火
焼
二

君
カ

裳
一

。
其
ノ

人

遽

ヨ
イ
カ

ヌ
ガ

ヨ
イ
カ

フ

ソ
ト

ク

ヲ

ニ
ハ
カ
ニ

収
レ

衣
ヲ

而
怒
テ

曰
。
何
ゾ

不
二

早
ク

言
一

。
曰
ク

。
我-

道
二

君
カ

性
急
一

。

果
シ
テ

然
リ

ナ
ゼ

ハ

フ

ナ
リ
ト

ハ
ヤ
ク
イ
ハ
ヌ
ゾ

オ
レ
ガ

キ
サ
マ
ノ
キ
ガ
ミ
ジ
カ
イ
ト
イ
フ
タ
ガ

ハ
タ
シ
テ
ソ
ウ
ダ

な
お
、
武
藤
禎
夫
氏
に
よ
れ
ば
（
『
中
国
笑
話
選
―
江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
―
』
東
洋
文
庫

、
24

平
凡
社
、
一
九
六
四
年
八
月
、
七
三
～
七
四
頁
）
、
本
話
は
落
語
「
気
の
長
短
」
の
原
話
で
あ
り
、

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
理
屈
物
語
』
巻
一
に
、
中
国
笑
話
と
同
じ
話
が
収
録
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
武
藤
氏
は
「
江
戸
小
咄
で
も
古
い
時
代
に
『
軽口

和
漢
理
屈
物
語
』
の

噺
本
が
あ
り
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
書
誌
学
的
に
は
、
本
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、

「
噺
本
」
で
は
な
く
「
仮
名
草
子
」
で
あ
り
、
書
名
は
、
内
題
に
従
い
、『
軽口

和
漢
理
屈
物
語
』
で
は

な
く
『
理
屈
物
語
』
と
す
べ
き
で
あ
る
。
『
理
屈
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
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の
刊
本
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
が

W
eb

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
見
や
す
い
が
、
寛
文
七

年
（
一
六
六
七
）
板
と
は
異
版
で
あ
る
た
め
、
寛
文
七
年
板
の
翻
刻
で
あ
る
『
噺
本
大
系
』
第
二
巻

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
二
月
、
二
一
七
頁
）
に
よ
っ
て
本
文
を
示
す
。

仮
名
草
子
『
理
屈
物
語
』
巻
之
一
（
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
）

三

裳

の
焦
た
る
を

驚

か
ぬ
事

事
文
類
聚

も
す
そ

こ
げ

お
ど
ろ

も
ろ
こ
し
に
、
さ
る
人
あ
り
。
む
ま
れ
つ
き
ゆ
た
か
に
し
て
、
物
ご
と
に
さ
わ
が
ぬ
人
な
り

し
が
、
冬
の
日
の
こ
と
な
る
に
、
友
だ
ち
と
と
も
に
炉
に
あ
た
り
て
、
は
な
し
居
け
る
時
、

ふ
ゆ

と
も

ろ

い

な
に
と
か
し
た
り
け
ん
、（
七
オ
）
友
だ
ち
の

衣

の

裳

に
火
つ
き
て
、
も
へ
あ
が
れ
り
。
さ

と
も

こ
ろ
も

も
す
そ

ひ

れ
ど
も
友
だ
ち
、
こ
れ
を
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
。
か
の
人
ハ
と
く
に
し
り
し
か
ど
も
、
さ
ら
に

い
わ
ず
し
て
、
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
友
だ
ち
に
む
か
つ
て
い
ひ
け
る
ハ
、
こ
ゝ
に
一
つ
の
大
事

だ
い

じ

あ
り
、
わ
れ
以
前
よ
り
こ
れ
を
ミ
つ
け
た
れ
ど
も
、
こ
れ
を
い
わ
ば
君
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
給

い

ぜ
ん

き
ミ

ふ
べ
し
、
又
い
わ
ず
ん
ば
わ
れ
を

恨

給
ふ
べ
し
、
か
つ
う
ハ
又
、
君
の
身
も
あ
や
う
か
る
べ

う
ら
ミ

し
、
し
か
ら
ば
、
こ
れ
を
い
ひ
て
よ
か
ら
ん
か
、
又
ハ
い
わ
ず
し
て
よ
か
ら
ん
か
と
い
へ
り
。

友
だ
ち
こ
れ
を
き
ゝ
て
、
そ
れ
ハ
な
に
事
な
る
や
ら
ん
、
い
ひ
給
へ
と
い
へ
ば
、
か
の
（
七

ウ
）
人
、
こ
ゑ
を
し
づ
か
に
し
て
い
へ
る
ハ
、
君
が

衣

の
裳
に
火
つ
き
て
も
へ
侍
る
と
い
ふ
。

こ
ろ
も

す
そ

友
だ
ち
お
ど
ろ
き
、
や
が
て
も
ミ
け
し
、
お
ゝ
き
に
い
か
り
て
い
わ
く
、
な
ん
ぢ
火
つ
き
て

も
ゆ
る
事
を
、
と
く
に
見
付
な
ば
、
な
ん
ぞ
は
や
く
わ
れ
に
い
わ
ざ
る
と
い
へ
ば
、
か
の
人

し
づ
か
に
こ
た
へ
て
い
わ
く
、
わ
れ
は
じ
め
よ
り
い
ふ
ご
と
く
、
い
わ
ば
君
お
ど
ろ
き
お
そ

れ
給
ふ
べ
し
と
、
い
ま
そ
の
こ
と
ば
に
た
が
わ
ず
、
あ
ん
の
ご
と
く
、
君
お
ど
ろ
き
お
そ
れ

給
へ
り
、
わ
れ
こ
ゝ
に
お
い
て
、
い
ひ
て
よ
か
る
べ
き
か
、
い
わ
ず
し
て
よ
か
る
べ
き
か
と

い
わ
ず
や
と
い
へ
り
。（
八
オ
）

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
板
『
理
屈
物
語
』
に
は
、
本
話
の
出
典
が
『
事
文
類

聚

』
で
あ
る
と

じ

ぶ
ん
る
い
じ
ゆ
う

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
武
藤
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、「
『
笑
府
』
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
と
考
え
る
よ

り
も
、
そ
の
元
の
話
『
応
諧
録
』
の
「
性
急
」
あ
た
り
か
ら
取
材
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
」
と
説
明

し
て
い
る
。『
事
文
類

聚

』
及
び
『
応
諧
録
』
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

じ

ぶ
ん
る
い
じ
ゆ
う

お
う
か
い
ろ
く

た
だ
し
、
『
理
屈
物
語
』
の
出
典
が
『
事
文
類

聚

』
で
は
な
く
『
応
諧
録
』
で
あ
る
と
す
る
武

じ

ぶ
ん
る
い
じ
ゆ
う

お
う
か
い
ろ
く

藤
氏
の
考
え
方
は
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
事
文
類

聚

』
は
、
『
芸
文
類

聚

』
（
全
一

じ

ぶ
ん
る
い
じ
ゆ
う

げ
い
も
ん
る
い
じ
ゆ
う

〇
〇
巻
、
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
成
）
や
『
初
学
記
』
（
全
三
〇
巻
、
八
世
紀
前
半
成
）
に
倣
っ
て

な
ら

宋
・

祝

穆
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
類
書
で
あ
り
（
前
集
六
〇
巻
・
後
集
五
〇
巻
・
続
集
二
八
巻
・

し
ゆ
く
ぼ
く

へ
ん
さ
ん

別
集
三
二
巻
、
淳
祐
六
年
（
一
二
四
六
）
成
）
、
元
・
富
大
用
に
よ
る
新
集
三
六
巻
・
外
集
一
五
巻
、

ふ

だ
い
よ
う

元
・

祝

淵
に
よ
る
遺
集
一
五
巻
を
合
わ
せ
、
元
代
の
泰
定
三
年
（
一
三
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
全

し
ゆ
く
え
ん

た
い
て
い

二
三
六
巻
の
一
大
書
物
群
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
仮
名
草
子
『
理
屈
物
語
』
が
「
洛
陽
書
林
山
本

五
兵
衛
」
か
ら
刊
行
さ
れ
た
年
の
一
年
前
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
「
洛
陽
京
極
書
肆
八
尾
勘

兵
衛
友
久
」
に
よ
っ
て
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』「
別

集
巻
之
二
十
」
（
一
七
丁
裏
）
に
、「
戯
人
性
急
」
と
題
す
る
本
話
の
原
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
年

代
的
に
考
え
て
も
、
地
域
的
に
考
え
て
も
、
常
識
的
に
考
え
て
も
、
新
刊
書
の
内
容
を
利
用
し
た
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仮
名
草
子
『
理
屈
物
語
』
所
収
話
「

裳

の
焦
た
る

も
す
そ

こ
げ

を

驚

か
ぬ
事
」
の
出
典
が
『
事
文
類

聚

』
で
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
か
ろ
う
。
以

お
ど
ろ

じ

ぶ
ん
る
い
じ
ゆ
う

下
に
、
和
刻
本
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
の
本
文
と
日
本
語
訳
（
拙
訳
）
を
以
下
に
掲
げ
る
。

ま
た
、『
応
諧
録
』
は
、
明
・

劉

元
卿
（
字
は
安
成
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
笑
話
集
で
あ
り
、

お
う
か
い
ろ
く

り
ゆ
う
げ
ん
け
い

中
国
で
の
刊
行
時
期
は
一
六
世
紀
後
半
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
中
国
古
典
文
学
大
系

『
歴
代

59

笑
話
選
』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
四
一
九
頁
）
に
見
え
る
松
枝
茂
夫
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

本
書
の
「
話
の
数
は
二
十
一
、『
雪
濤
諧
史
』
に
入
る
。
」
と
さ
れ
る
が
（
『
歴
代
笑
話
集
』（
王
利
器

輯
録
、
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
十
二
月
、
一
六
一
～
一
六
七
頁
）
参
照
）
、
こ
こ
に

は
確
実
に
原
本
を
確
認
し
う
る
テ
キ
ス
ト
を
選
び
、
陶
珽
編
『
説
郛
続
』
（
明
末
・
崇
禎
年
間
（
一

と
う
て
い

せ
つ

ぷ

ぞ
く

六
二
八
～
一
六
四
四
）
刊
）
巻
四
五
に
拠
っ
て
本
文
を
掲
げ
、
和
刻
本
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
と

同
様
に
、
日
本
語
訳
（
拙
訳
）
を
添
え
て
お
く
。

和
刻
本
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
別
集
巻
之
二
十
（
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
京
都
刊
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
、
一
七
丁
裏
）

戯
二

人
ノ

性
急
一

―

ナ
ル
ヲ

有
レ

人
性
寛-

緩
。
冬-

日
共
レ

人
ト

圍
レ

爐
ヲ

見
二

人
ノ

裳-

尾
ノ

爲
レ

火
ノ

所
一
レ

焼
。
乃
シ

曰
ク

有
二

一-

ニ

テ

テ

ニ

ル
ヽ
ヲ

事
一

見
レ

之
ヲ

已-

久
シ

。
欲
レ

言
レ

之
ヲ

恐
ハ

君
カ

性
急
。
不
レ

言
ハ

恐
ハ

傷
レ

君
ヲ

大
ニ

多
カ
ラ
ン

。

ル
コ
ト

ニ

ス
レ
ハ

ン
ト

―

ン
ハ

ル
コ
ト

然
ラ
ハ

則
言
レ

之
ヲ

是
カ

耶
。
不
レ

言
レ

之
ヲ

是
カ

耶
。
人
問
フ

何
ニ

事
ソ

曰
。
火
焼
二

君
カ

裳
一

。
遽
ニ

フ
コ
ト

ル
コ
ト

ハ

ク

ヲ
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收
レ

衣
ヲ

火-

滅
。
大
ニ

怒
テ

曰
ク

。
見
レ

之
ヲ

久
シ
カ
ラ
ハ

何
ソ

不
二

早
ク

道
一

。
其
ノ

人
ノ

曰
ク

我
レ

言
フ

君
カ

テ

キ
ユ

ル
コ
ト

ル

イ
ハ

性
急
ト

果
シ
テ

是
カ

乎

―

せ
っ
か
ち
な
人
を
か
ら
か
う

ゆ
っ
た
り
と
し
た
性
格
の
人
が
い
た
。
あ
る
冬
の
日
、
誰
か
と
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
い
た
と

い

ろ

り

こ
ろ
、
相
手
の
着
物
の
裾
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
の

す
そ

よ
う
に
言
っ
た
。

「
あ
る
出
来
事
が
発
生
し
た
の
を
、
私
は
も
う
長
い
間
、
ず
っ
と
見
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
言
お
う
と
思
う
の
で
す
が
、
あ
な
た
は
気
が
短
い
で
す
か
ら
、
や
め
て
お
い
た
方
が
よ

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
わ
な
い
で
お
き
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
に
大
怪
我

お
お

け

が

を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
す
れ
ば
、
こ
れ
を
言
っ
て
し
ま
う
の
が
正
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
言
わ
ず
に
お
き
ま
す
の
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

相
手
の
人
が
「
い
っ
た
い
何
事
で
す
か
。」
と
訊
ね
た
の
で
、

た
ず

「
あ
な
た
の
着
物
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
の
で
す
。」

と
言
う
と
、
相
手
は
急
い
で
着
物
を
引
っ
張
り
上
げ
、
火
を
消
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ン
カ

ン
に
怒
っ
て
言
っ
た
。

「
ず
っ
と
見
て
い
た
の
な
ら
、
ど
う
し
て
早
く
言
っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
か
。」

「
ほ
ら
、
言
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
気
が
短
い
っ
て
。
や
っ
ぱ
り
私
の
言
っ
た
通
り

で
し
た
。」

仮
名
草
子
『
理
屈
物
語
』
所
収
「

裳

の
焦
た
る
を

驚

か
ぬ
事
」
は
、
内
容
的
に
も
表
現
的
に

も
す
そ

こ
げ

お
ど
ろ

も
年
代
的
に
も
、
和
刻
本
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
「
別
集
巻
之
二
十
」
所
収
「
戯
人
性
急
」
の
、

か
な
り
忠
実
な
日
本
語
訳
で
あ
る
。

明
代
刊
本
『
説
郛
續
』
巻
四
五
所
収
「
應
諧
錄
」
（
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
四
四
）
刊
、

せ
つ

ぷ

ぞ
く

お
う
か
い
ろ
く

す
う
て
い

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
、
四
丁
裏
～
五
丁
表
）

性
急

于
嘽
子
與
友
連
床
圍
爐
而
坐
其
友
■
案
閲
書
而
裳
曳

于
火
甚
熾
于
嘽
子
從
容
起
向
友
前
拱
立
作
禮
而
致
詞

曰
適
有
一
事
欲
以
奉
告
諗
君
天
性
躁
急
恐
激
君
怒
欲

不
以
告
則
與
人
非
忠
敢
請
惟
君
寛
假
能
忘
其
怒
而
後

敢
言
友
人
曰
君
有
何
陳
當
謹
奉
敎
于
嘽
子
復
謙
讓
如

初
至
再
至
三
乃
始
逡
巡
言
曰
時
火
燃
君
裳
也
友
起
視

之
則
燬
甚
矣
友
作
色
曰
柰
何
不
急
以
告
而
迂
緩
如
是

于
嘽
子
曰
人
謂
君
性
急
今
果
然
耶

訳
者
注
…
■
は
［
「
扌
（
て
へ
ん
）」
＋
「
處
」
］。

せ
っ
か
ち

于
嘽
子
は
、
友
だ
ち
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
座
っ
て
い
た
。
于
嘽
子
の

う

せ
ん

し

い

ろ

り

う

せ
ん

し

友
だ
ち
は
、
机
に
寄
り
か
か
っ
て
書
物
を
読
ん
で
い
た
が
、
着
物
が
囲
炉
裏
に
垂
れ
下
が
り
、

い

ろ

り

ボ
ウ
ボ
ウ
燃
え
始
め
た
。
于
嘽
子
は
、
静
か
に
ゆ
っ
た
り
と
立
ち
上
が
っ
て
、
友
だ
ち
の
方

う

せ
ん

し

に
進
み
出
て
、
礼
儀
正
し
く

拱

手
の
御
辞
儀
を
し
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
言
葉
を
述
べ
た
。

き
よ
う
し
ゆ

「
ち
ょ
う
ど
今
、
あ
る
出
来
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
あ
な
た
に
御
報
告
申
し
上
げ
た
い
と

は
思
う
の
で
す
が
、
あ
な
た
が
生
ま
れ
な
が
ら
イ
ラ
イ
ラ
す
る
性
の
方
で
あ
る
こ
と
は
承
知

た
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が
激
し
く
お
怒
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
御
報
告

い
か

申
し
上
げ
な
い
こ
と
に
致
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
、
や
は
り
友
人
と
し
て
不

誠
実
で
あ
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
敢
え
て
あ
な
た
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
ど
う
か

あ

寛
大
な
心
を
お
持
ち
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
、
あ
な
た
が
決
し
て
お
怒
り
に
は
な
ら

い
か

な
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
私
も
思
い
切
っ
て
申
し
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
」

友
だ
ち
は
言
っ
た
。

「
い
っ
た
い
何
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

仰

る
通
り
に
致
し
ま
す
か
ら
、

お
つ
し
や

ど
う
ぞ
言
っ
て
く
だ
さ
い
。」

そ
こ
で
、
于
嘽
子
は
、
ま
た
さ
き
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
へ
り
く
だ
っ
た
様
子
で
、
再
三

う

せ
ん

し

再
四
、
言
う
べ
き
か
、
言
わ
ざ
る
べ
き
か
、
さ
ん
ざ
ん
迷
い
に
迷
っ
た
末
、
こ
う
言
っ
た
。

「
さ
き
ほ
ど
か
ら
、
あ
な
た
の
着
物
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
の
で
す
。」

友
人
が
立
ち
上
が
り
、
着
物
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
の
を
見
て
み
る
と
、
も
う
着
物
は

激
し
く
燃
え
さ
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
友
人
は
血
相
を
変
え
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
ど
う
し
て
す
ぐ
に
言
っ
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
。
し
か
も
、
そ
ん
な
に
の
ろ
の
ろ
し
や
が
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っ
て
か
ら
に
。」

于
嘽
子
は
言
っ
た
。

う

せ
ん

し

「
あ
な
た
の
こ
と
を
せ
っ
か
ち
な
奴
だ
言
っ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
だ
が
、
果
た
し
て
如
何
、

い
か
ん

や
っ
ぱ
り
そ
の
通
り
だ
っ
た
ん
だ
ね
。」

余
説本

話
は
、
『
訳
解
笑
林
広
記
』
「
殊
稟
部
」（
生
ま
れ
つ
き
一
風
変
わ
っ
た
人
の
話
）
の
第
二
話
。

し
ゆ
ひ
ん

ぶ

第
一
話
「
作
揖
」
に
引
き
続
き
、
第
二
話
「
爇
衣
」
も
、
「
異
常
な
ま
で
に
気
の
長
い
人
」
の
話
が

さ
く
ゆ
う

ね
つ

い

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
話
は
、
目
の
前
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
の
衣
服
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、「
異

常
な
ま
で
に
気
の
長
い
人
」
は
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
は
言
お
う
と
せ
ず
、
言
う
べ
き
か
否
か
思
い
あ
ぐ

ね
た
末
に
、
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
至
極
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
言
葉
遣
い
で
、
衣
服
に
火
が
燃
え
移
っ

て
い
る
こ
と
を
相
手
に
告
げ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
衣
服
に
火
が
着
い
て
い
た
方
の
男
は
「
異
常
な
ま

で
に
気
の
短
い
人
」
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
大
き
な
笑
い
を
誘
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、「
気
の
長
す
ぎ
る
男
」
は
、
さ
ら
に
言
う
。「
周
り
の
人
た
ち
は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
せ
っ
か

ち
な
人
だ
な
ど
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
に
は
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
あ
な
た
が
本

当
に
、
そ
ん
な
に
ま
で
も
せ
っ
か
ち
な
人
だ
っ
た
な
ん
て
。（
外
人
道
君
性
急
。
不
料
果
然
。
）
」
と
。

こ
の
話
の
「
笑
い
の
ツ
ボ
」
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
尻
に
火
が
着
い
て
い
る
人
を
見
て
も
、
そ
れ

を
す
ぐ
に
は
相
手
に
教
え
よ
う
と
し
な
い
、
非
常
識
な
ま
で
に
反
応
の
鈍
い
男
の
「
常
軌
を
逸
し
た

鈍
臭
さ
」
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
異
常
な
ま
で
に
気
の
長
い
男
（
「
一
最

ど
ん
く
さ

性
緩
」
）」
を
、「
異
常
な
ま
で
に
気
の
短
い
男
（
「
一
最
性
急
」
）」
と
対
比
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
構
成

上
の
配
慮
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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